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第１章 調査概要 

 

１．調査目的 

  本調査は、神戸沖、尼崎沖、大阪沖、泉大津沖の各処分場において、潜水による生物の目視観察

および枠取り採取を実施し、海生生物の生息状況、神戸沖処分場および大阪沖処分場に導入した緩

傾斜式石積み護岸が有する「海生生物の生息環境の保全・創造効果」を検討することを目的とする。 

 

２．調査実施日 

 

   ・春季調査  平成１９年 ５月２７日～平成１９年 ５月３０日 

   ・夏季調査  平成１９年 ８月 １日～平成１９年 ８月１１日 

   ・秋季調査  平成１９年１１月 １日～平成１９年１１月１１日 

   ・冬季調査  平成２０年 ２月 １日～平成１９年 ２月 ８日 

 

 

３．調査場所 

 

 (1) 神戸沖処分場 

   調査地点は、緩傾斜護岸である１地点（Ａ－２）、傾斜護岸である１地点（Ａ－４）、直立護岸で

ある２地点（Ａ－５、７）の計４点に設定した。（図１－３－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－１ 神戸沖処分場調査地点 
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 (2) 尼崎沖処分場 

   調査地点は、直立護岸である４地点（Ｂ－１、２、６、７）と護岸から離れた１地点（Ｂ－５）の

計５点に設定した。（図１－３－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－２ 尼崎沖処分場調査地点 

 

 (3) 大阪沖処分場 

   調査地点は、直立護岸である１地点（Ｃ－１）、傾斜護岸である１地点（Ｃ－２）、緩傾斜護岸で

ある１地点（Ｃ－３）の計３点に設定した。（図１－３－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－３ 大阪沖処分場調査地点 
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 (4) 泉大津沖処分場 

   調査地点は、直立護岸である２地点（Ｄ－１、３）、傾斜護岸である１地点（Ｄ－２）、エコ岸壁

１地点（Ｄ－５）の計４点に設定した。（図１－３－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－４ 泉大津沖処分場調査地点 

 

４．調査内容 

 調査内容は、各調査地点における水質環境を把握するための水質調査（一般観測・機器測定）、生

物の分布状況を把握するための生物調査（目視観察・枠取り採取および分析）である。 

 調査内容および項目を表１－４－１に示した。 

 

表１－４－１ 調査内容および項目 

 
調査内容 調査項目 調査方法 数量 

一般観測 
天候･雲量･気温 
風向･風速･風浪階級 
水色･透明度 

目視観測・機器観測 

水
質 

機器測定 水温･塩分･ＤＯ･光量 
機器観測（海面下 0.5ｍ、以深
１ｍ間隔） 

14 地点 
（Ａ－２、４、５、７） 
（Ｂ－１、２、５、６、７） 
（Ｃ－１、２、３） 
（Ｄ－１、２） 

目視観察 
植物（種類･被度） 
動物（種類･個体数･被度） 
魚類（種類･個体数） 

目視観察・写真撮影 
ビデオ撮影 

15 地点 
（Ａ－２、４、５、７） 
（Ｂ－１、２、６、７） 
（Ｃ－１、２、３） 
（Ｄ－１、２、３、５） 

生
物 

枠取り採取 
および分析 

植物（種類･湿重量） 
動物（種類･個体数･湿重量） 

枠取り採取・写真撮影 
室内分析 

４地点 
（Ａ－２）(Ｃ－２） 
（Ｄ－２、３） 

－３－ 

Ｄ-１ 
Ｄ-２ 

Ｄ-３ 

Ｄ-５ 



５．調査方法 

 

 (1) 水質調査 

   神戸沖処分場４地点（Ａ－２、４、５、７）、尼崎沖処分場５地点（Ｂ－１、２、５、６、７）、

大阪沖処分場３地点（Ｃ－１、２、３）、泉大津沖処分場２地点（Ｄ－１、２）の計 14 地点におい

て行った。 

 

 

 ① 一般観測 

   天候および雲量、気温、風向および風速、風浪階級、水色、透明度を船上からの目視観測および

機器観測にて測定した。気温はアスマン乾湿計、風速はビラム通風計、水色は標準色カード、透明

度は透明度板を用いてそれぞれ測定を行った。 

 

 ② 機器測定 

   水温、塩分、ＤＯ（溶存酸素）、光量（光量子束密度）の４項目について、水質測定器を使用し、

船上から機器のセンサーを海中に投下し、海面下 0.5ｍ、海面下 1.0ｍ以深については１ｍ間隔で

測定を行った。（図１－５－１） 

   水中光量は海面上の空中光量を 100％とする相対光量（％）として取り扱かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５－１  機器測定状況 

－４－ 

 



(2) 生物調査 

 

 ① 目視観察 

   神戸沖処分場４地点（Ａ－２、４、５、７）、尼崎沖処分場４地点（Ｂ－１、２、６、７）、大阪

沖処分場３地点（Ｃ－１～３）、泉大津沖処分場３地点（Ｄ－１～３）の計 14 地点において、50

×50cm の方形枠を用い、平均海面＋１ｍより海底面まで１ｍごとに植物（種類、被度）、動物（種

類、個体数、被度）の潜水目視観察と写真撮影を行った。また、護岸周辺の魚類（種類、個体数、

大きさ）を潜水目視観察した（図１－５－３）。基質の表記は原則として表１－５－１の類型区分

に従った。 

   なお、Ｄ－５（エコ岸壁）においては、図１－５－２に示すように、水深＋１ｍより海底まで幅

5 0 c m×高さ 1 0 0 c m の範囲で連続的に動植物の潜水目視観察と写真撮影を行った 

  （図内  部）。また、６つの遊水室のうち、中央部上下の２箇所をそれぞれ上室と下室として、

可能な限りで動植物の潜水目視観察と写真撮影を行った（図内   部）。 

 

 

表１－５－１ 基質の類型区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋1.0

±0.0

－1.0

－2.0

－3.0

－4.0

－5.0

－6.0

観察部位
遊水室

上室

遊水室

下室

水深（ｍ）

 

図１－５－２  Ｄ－５（エコ岸壁）における観察部位 

－５－ 

区分の基準
B (ブロック) －
R (岩盤）  －
S (転石）  等身大以上
Pl (巨礫）  等身大～大人の頭
Pm (大礫)  大人の頭～こぶし大
Ps (小礫)  こぶし大～米粒大
Sd (砂）  米粒大以下～粒子が認められる程度
Md (砂）  粒子が認められない

記号



 ② 枠取り採取および分析 

   神戸沖処分場１地点（Ａ－２）、大阪沖処分場１地点（Ｃ－２）、泉大津沖処分場２地点（Ｄ－２、

３）の計４地点において、上層（平均海面±０ｍ）、中層（平均海面－２ｍ）、下層（平均海面－４

ｍ）の３層において潜水により 50×50cm 枠内の付着生物を採取し、10％ホルマリン溶液で固定し

て持ち帰り、１mmふるい上に残った生物の種類、個体数（動物のみ）、湿重量の分析を行った。 

 

 

 ③ 目視および分析結果の表記 

   目視観察および枠取り採取による分析で出現した植物の分類は、吉田･吉永･中嶋「日本産海藻目

録（2000 年改訂版）」（2000）に従った。動物の分類は、門については「新日本動物図鑑（上・中・

下）」（1982）、綱以下については、軟体動物門では奥谷編「日本近海産貝類図鑑」（2000）、節足動

物門と棘皮動物門では西村「原色検索日本海岸動物図鑑（Ⅱ）」（1995）、魚類では中坊編「日本産

魚類検索（Ⅰ・Ⅱ）」（2000）、その他は原則として「新日本動物図鑑（上・中・下）」に従った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５－３ 潜水作業状況 

 

－６－ 



第２章 春季調査結果 

 

１．調査実施日 

 

 (1) 神戸沖処分場  平成１９年 ５月２７日 

 (2) 尼崎沖処分場  平成１９年 ５月２４日 

 (3) 大阪沖処分場  平成１９年 ５月２８日 

 (4) 泉大津沖処分場 平成１９年 ５月３０日 

 

２．水質調査 

 

 (1) 一般観測 

一般観測結果を表２－１－１に示した。 

  

 ① 天気・雲量・気温 

   Ａ．神戸沖では天気は晴、雲量は３、気温は 23.4～27.9℃であった。 

   Ｂ．尼崎沖では天気は快晴、雲量は１、気温は 23.5～27.0℃であった。 

   Ｃ．大阪沖では天気は晴、雲量は２～４、気温は 18.1～22.6℃であった。 

   Ｄ．泉大津沖では天気は晴、雲量は５～８、気温は 20.2～23.1℃であった。 

 

 ② 風浪階級・風向・風速 

   Ａ．神戸沖では風浪階級は１～２、風速は 3.9～7.2ｍ/ｓ、風向は南西であった。 

   Ｂ．尼崎沖では風浪階級は１～２、風速は 1.2～6.4ｍ/ｓ、風向は東から西であった。 

   Ｃ．大阪沖では風浪階級は１、風速は 0（無風）～3.1ｍ/ｓ、風向は北東から東北東であった。 

   Ｄ．泉大津沖では風浪階級は１、風速は 2.1～4.3ｍ/ｓ、風向は北北東から北西であった。 

 

 ③ 透明度・水色 

   Ａ．神戸沖では透明度は 2.5～2.7ｍ、水色は全地点ともボトルグリーンであった。 

   Ｂ．尼崎沖では透明度は 1.0～1.3ｍ、水色は調査地点Ｂ－１、５、７でブロンズ、調査地点Ｂ

－２、６で油色であった。 

   Ｃ．大阪沖では透明度は 2.2～3.0ｍ、水色は調査地点Ｃ－１、２でオリーブグリーン、調査地

点Ｃ－３でシダーグリーンであった。 

   Ｄ．泉大津沖では透明度は 2.2～2.8ｍ、水色は調査地点Ｄ－１でシダーグリーン、Ｄ－２でボ

トルグリーンであった。 

 

－７－ 



表２－１－１ 一般観測結果 
 

－８－ 

調査地点 Ａ－２ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－７

調査時間 14：20～14：45 9：40～10：03 10：38～11：00 11：40～12：03

天気・雲量 晴・３ 晴・３ 晴・３ 晴・３

気温 27.9℃ 23.4℃ 24.4℃ 25.6℃

風浪階級 ２ １ ２ ２

風速・風向 3.9ｍ/ｓ・南西 6.4ｍ/ｓ・南西 7.2ｍ/ｓ・南西 5.8ｍ/ｓ・南西

透明度 2.7ｍ 2.5ｍ 2.6ｍ 2.6ｍ

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 16.1ｍ 16.5ｍ 11.8ｍ 10.2ｍ

調査地点 Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７

調査時間 11：20～11：34 12：16～12：36 8：58～9：19 11：54～12：12 10：35～10：57

天気・雲量 快晴・１ 快晴・１ 快晴・１ 快晴・１ 快晴・１

気温 24.5℃ 25.3℃ 23.5℃ 26.5℃ 27.0℃

風浪階級 １ ２ １ １ １

風速・風向 4.5ｍ/ｓ・西 4.7ｍ/ｓ・西 1.2ｍ/ｓ・東 6.4ｍ/ｓ・西 5.2ｍ/ｓ・南東

透明度 1.3ｍ 1.0ｍ 1.1ｍ 1.1ｍ 1.3ｍ

ﾌﾞﾛﾝｽﾞ
5Y 4.0/5.5

油色
5Y 6.0/6.0

ﾌﾞﾛﾝｽﾞ
5Y 4.0/5.5

油色
5Y 6.0/6.0

ﾌﾞﾛﾝｽﾞ
5Y 4.0/5.5

水深 8.0ｍ 7.5ｍ 13.7ｍ 10.4ｍ 9.7ｍ

調査地点 Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３

調査時間 9：10～10：10 10：20～11：50 13：00～13：56

天気・雲量 晴・２ 晴・４ 晴・４

気温 18.1℃ 18.8℃ 22.6℃

風浪階級 １ １ １

風速・風向 3.1ｍ/ｓ・北東 2.6ｍ/ｓ・東北東 calm

透明度 2.3ｍ 2.2ｍ 3.0ｍ

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

水深 13.1ｍ 13.4ｍ 10.2ｍ

調査地点 Ｄ－１ Ｄ－２

調査時間 16：10～16：25 13：30～14：00

天気・雲量 晴・５ 晴・８

気温 23.1℃ 20.2℃

風浪階級 １ １

風速・風向 2.1ｍ/ｓ・北西 4.3ｍ/ｓ・北北東

透明度 2.2ｍ 2.8ｍ

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 15.1ｍ 12.0ｍ

水色

神戸沖
（５月27日）

水色

水色

尼崎沖
（５月24日）

大阪沖
（５月28日）

泉大津沖
（５月30日）

水色



 (2) 機器測定 

   機器測定結果の概要を表２－１－２、図２－１－１、鉛直分布図を図２－１－２に示した。 

 

 ① 水温 

   Ａ．神戸沖では 15.8～20.2℃の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に低下した。

地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖では 15.3～23.0℃の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて低下した。この

うち、調査地点Ｂ－１では水深±０～－0.5ｍで、調査地点Ｂ－２、５、６では水深±０～

－３ｍで水温が著しく低下する躍層がみられた。地点間で比較すると、Ｂ－７の表層でやや

低かった。 

   Ｃ．大阪沖では 16.0～20.3℃の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて徐々に低下した。

地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｄ．泉大津沖では 16.4～19.7℃の範囲を示し、２地点とも表層から底層にかけて徐々に低下し

た。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

 

 ② 塩分 

   Ａ．神戸沖では 28.5～32.4 の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に高くなった。

地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖では 22.9～32.2 の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて高くなった。この

うち、調査地点Ｂ－１では水深±０～－0.5ｍで、調査地点Ｂ－２、５、６では水深±０～

－４ｍで塩分が著しく高くなる躍層がみられた。地点間で比較すると、Ｂ－７の表層でやや

高かった。 

   Ｃ．大阪沖では 25.5～32.4 の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて高くなった。この

うち、調査地点Ｃ－１、２では水深－１～４ｍで塩分が著しく高くなる躍層がみられた。地

点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｄ．泉大津沖では 29.6～32.5 の範囲を示した。鉛直分布をみると、２地点とも表層から底層に

かけて徐々に高くなった。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

－９－ 



 ③ ＤＯ 

   Ａ．神戸沖では 1.6～9.5mg/L の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に低くなっ

た。地点間で比較すると、水深が深いＡ－２、４の底層で低かった。 

   Ｂ．尼崎沖では 0.1～15.7mg/L の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて低くなり、特に

水深－１～６ｍでは著しく低くなった。地点間で比較すると、水深が深い調査地点Ｂ－５の

水深－７～９ｍとＢ－７の水深－６ｍ以深では特に低く、ＤＯは 1.0mg/L を下回った。 

   Ｃ．大阪沖では 2.3～8.4mg/L の範囲を示し、調査地点Ｃ－１、２では表層から底層にかけて低

くなる傾向がみられたが、調査地点Ｃ－３では、水深－１～３ｍで高く、水深－４ｍ以深で

徐々に低くなる傾向がみられた。 

   Ｄ．泉大津沖では 2.0～8.0mg/L の範囲を示し、２地点ともに表層から底層にかけて徐々に低く

なった。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

 

 ④ 光量 

   Ａ．神戸沖では光量子束密度は 0.5～1200.1μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも底

層ほど低くなった。４地点とも水深－７ｍで相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾

向はほぼ同じであった。 

   Ｂ．尼崎沖では光量子束密度は 0.4～1012.6μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は５地点とも底

層ほど低くなった。調査地点Ｂ－２では水深－３ｍで、調査地点Ｂ－１、７では水深－４ｍ

で、Ｂ－５では水深－５ｍで、Ｂ－６では水深－６ｍで相対光量が１％以下のとなった。調

査地点Ｂ－１の表層ではその他の調査地点の表層に比べてやや低い値を示した。 

   Ｃ．大阪沖では光量子束密度は 1.8～2044.3μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は３地点とも底

層ほど低くなった。調査地点Ｃ－１では水深－８ｍで、調査地点Ｃ－２、３では水深－９ｍ

で相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 

   Ｄ．泉大津沖では光量子束密度は 0.7～1615.1μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は２地点とも

底層ほど低くなった。２地点ともに水深－９ｍで相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減

衰傾向はほぼ同じであった。 
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表２－１－２ 水質測定結果概要表 
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水温
（℃）

塩分
（－）

ＤＯ
（mg/L）

相対光量
（％）

光量子束密度
（μE/ｍ2/sec）

Ａ－２  15.9 ～ 19.5  29.2 ～ 32.3   2.2 ～  9.0   0.1 ～ 75.2   1.1 ～ 1,023.6

Ａ－４  15.8 ～ 19.9  28.5 ～ 32.4   1.6 ～  9.0   0.0 ～ 61.6   0.5 ～ 1,144.6

Ａ－５  16.8 ～ 20.0  28.7 ～ 31.8   3.7 ～  9.5   0.3 ～ 58.1   6.1 ～ 1,200.1

Ａ－７  16.7 ～ 20.2  28.7 ～ 31.7   3.1 ～  9.3   0.4 ～ 56.9   7.5 ～ 1,167.0

Ｂ－１  15.7 ～ 22.3  26.4 ～ 31.9   2.2 ～ 15.3   0.1 ～ 41.1   2.6 ～   876.3

Ｂ－２  16.5 ～ 22.9  23.4 ～ 31.3   2.3 ～ 15.7   0.2 ～ 67.6   2.3 ～ 1,012.6

Ｂ－５  15.3 ～ 21.6  25.2 ～ 32.2   0.7 ～ 15.2   0.1 ～ 75.7   0.4 ～   214.8

Ｂ－６  15.6 ～ 23.0  22.9 ～ 32.2   1.7 ～ 15.7   0.3 ～ 63.5   1.0 ～   241.5

Ｂ－７  15.6 ～ 20.0  28.1 ～ 31.7   0.1 ～ 14.7   0.2 ～ 68.3   0.4 ～   155.7

Ｃ－１  16.0 ～ 19.7  25.5 ～ 32.4   2.3 ～  8.3   0.1 ～ 64.2   1.8 ～ 1,104.9

Ｃ－２  16.1 ～ 20.1  26.5 ～ 32.4   2.5 ～  7.8   0.1 ～ 78.4   2.3 ～ 2,044.3

Ｃ－３  16.4 ～ 20.3  27.0 ～ 32.3   2.9 ～  8.4   0.8 ～ 71.6  11.6 ～ 1,042.5

Ｄ－１  16.4 ～ 19.7  29.6 ～ 32.4   2.0 ～  8.0   0.2 ～ 75.9   0.7 ～   227.6

Ｄ－２  16.4 ～ 19.4  30.2 ～ 32.5   2.1 ～  7.8   0.5 ～ 69.8  12.7 ～ 1,615.1
泉大津沖

　  　　    項目(単位)
  調査地点

神戸沖

尼崎沖

大阪沖



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－１ 水質測定結果概要図 
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図２－１－２（１） 鉛直分布図（水温） 
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図２－１－２（２） 鉛直分布図（塩分） 
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図２－１－２（３） 鉛直分布図（ＤＯ） 
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図２－１－２（４） 鉛直分布図（相対光量） 
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３．生物調査 

 

 (1) 目視観察 

   植物の目視観察の結果を表２－２－１、動物の目視観察の結果を表２－２－２、魚類の目視観察

の結果を表２－２－３に示した。 

 

 ① 植物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、植物は水深＋１～－８ｍに分布し、13 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深＋１～

－１ｍで緑藻綱のアオサ属が 30～40％、水深－１ｍで紅藻綱のフダラクが 40％、水深－２ｍで

藻場構成種である褐藻綱のタマハハキモクが 50％、水深－５～６ｍで紅藻綱のススカケベニが

30～60％であった。 

    調査地点Ａ－４では、植物は水深±０～－８ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－１ｍで紅藻綱のフダラクが 30～50％であった。 

    調査地点Ａ－５では、植物は水深±０～－９ｍに分布し、10 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－５～

６ｍで紅藻綱のススカケベニが 40～50％であった。 

    調査地点Ａ－７では、植物は水深±０～－８ｍに分布し、４種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－１ｍと水深－４～６ｍで２種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなか

った。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１、２、６では、植物は確認されなかった。 

    調査地点Ｂ－７では、植物は水深－１～２ｍに分布し、３種類の植物が確認された。種類数が

多かったのは水深－２ｍで２種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、10 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－３～

４ｍで緑藻綱のアオサ属が 30～35％、水深－５～６ｍで紅藻綱のススカケベニが 30～45％であ

った。この他に、藻場構成種として、水深－３ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度５％で、水

深－３～４ｍで褐藻綱のシダモクが被度５～10％で確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２～

３ｍで紅藻綱のフダラクが 65～70％、水深－６～８ｍで紅藻綱のススカケベニが 80～85％であ

った。この他に、藻場構成種として、水深－３～４ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度 15％で、

水深－５ｍで褐藻綱のシダモクが 20％で確認された。 
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    調査地点Ｃ－３では、植物は水深±０～－９ｍに分布し、７種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－５ｍで４種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

と水深－３ｍで緑藻綱のアオサ属が 80～90％、水深－４ｍで紅藻綱のススカケベニが 30％であ

った。 

   

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、植物は水深±０～－１ｍに分布し、２種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで２種類であった。被度５％以上でみられた種類はなかった。 

    調査地点Ｄ－２では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、15 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍと水深－６ｍで７種類であった。被度30％以上でみられた種類を示すと、

水深－１ｍで紅藻綱のフダラクが 30％、水深－４～６ｍで紅藻綱のカバノリが 30～50％であっ

た。 

    調査地点Ｄ－３では、植物は水深－１～11ｍに分布し、９種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－１ｍと－７ｍで４種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。藻

場構成種として、水深－１ｍで褐藻綱のワカメが被度 20％で確認された。 

    調査地点Ｄ－５では、植物は水深＋１～－４ｍに分布し、２種類が確認された。種類数は壁

面では２種類、遊水室内では、上室において２種類、下室において１種類で、種類数が多かっ

たのは、壁面の各水深と遊水室上室の下面で２種類であった。エコ岸壁において被度 30％以上

でみられた種類を示すと、壁面の水深＋１～－３ｍで緑藻綱のアオノリ属が30～60％であった。

遊水室内においては被度 30％以上でみられた種類はなかった。 
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表２－２－１（１） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成19年５月27日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

アオノリ属 + +
アオサ属 30 30 40 + 10 10 +

褐藻綱 タマハハキモク 50 10
フダラク + 40 + 10
ムカデノリ科 + 10 10 +
オゴノリ属 +
オキツノリ + +
ツノマタ属 +
イギス科 + + 10 10 10 +
ベニスナゴ + 20
ススカケベニ + 10 60 30 20 +
サビ亜科 + +
イワノカワ科 + + + +

2 3 2 6 9 7 6 3 3 2 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）
観察枠　No.

緑藻綱

紅藻綱

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（13）

 

 

 

表２－２－１（２） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成19年５月27日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

緑藻綱 アオサ属 + + + + 5 +
褐藻綱 フクロノリ + +

フダラク 50 30 5 + +
コスジフシツナギ + +
ツノマタ属 + + +
マクサ + +
カバノリ + + +
オキツノリ +
イギス科 + + + + +
ススカケベニ + + 5 +
サビ亜科 + +
イワノカワ科 + +

- 2 5 4 3 8 7 4 3 1 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.

紅藻綱

出現種類数（12）

 

 

 

表２－２－１（３） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成19年５月27日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

アオサ属 + + 20 +
アオノリ属 10

褐藻綱 フクロノリ +
イギス科 + + + + + +
ベニスナゴ +
ススカケベニ 10 40 50 10 + +
サビ亜科 + + +
カバノリ +
イワノカワ科 + + + + +
マサゴシバリ +

- 2 3 1 1 7 6 4 2 2 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.

緑藻綱

紅藻綱

出現種類数（10）
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表２－２－１（４） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成19年５月27日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

アオサ属 5 10 + +
シオグサ属 +
イギス科 + + +
ススカケベニ 10 + 10 + +

- 1 2 1 1 2 2 2 1 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）
観察枠　No.

緑藻綱

紅藻綱

出現種類数（４）

 
 

 

表２－２－１（５） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 
平成19年５月24日

1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現なし

 
 

 

表２－２－１（６） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成19年５月24日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし

 
 

 

表２－２－１（７） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 
平成19年５月24日

1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現なし

 
 

 

表２－２－１（８） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年５月24日
1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

アオノリ属 +
アオサ属 +

紅藻綱 イギス科 +
- - 1 2 - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

緑藻綱

出現種類数（３）
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 表２－２－１（９） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成19年５月28日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 20 20 15 15 15 35 30 20 5
シダモク 10 5
タマハハキモク 5 5 +
フクロノリ +
イトグサ属 + +
ツルツル +
イギス科 + + + + + 25 5
ベニスナゴ 5
フダラク + 15 +
ススカケベニ + + 30 45 20 10 +

- 1 2 1 4 6 4 5 4 3 1 2 2 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

紅藻綱

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

褐藻綱

出現種類数（10）

水深（ｍ）

 

 

 

表２－２－１（10） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成19年５月28日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

ボタンアオサ 20
アオサ属 25 15 + 5 + +
タマハハキモク 15 15
フクロノリ +
シダモク 20 +
フダラク 15 65 70 15
イトグサ属 +
ムカデノリ +
イギス科 + +
ススカケベニ 20 80 80 85 20 +
イワノカワ科 + 10 +

- 1 3 2 4 5 3 3 3 2 1 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：ボタンアオサはアオサ属の他種である可能性がある。

出現種類数（11）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱

観察枠　No.

 

 

 

表２－２－１（11） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 
平成19年５月28日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

アオサ属 90 + 25 80 15 15 10
アオノリ属 + 15 +
イトグサ属 +
イギス属 +
イワノカワ科 + + +
ススカケベニ 30 25 10 15 + +
ムカデノリ +

- 2 3 3 2 3 4 2 1 1 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

緑藻綱

水深（ｍ）
観察枠　No.

出現種類数（7）

紅藻綱
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表２－２－１（12） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年５月30日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

アオサ属 + +
ミル +

- 1 2 - - - - - - - - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（2）

緑藻綱

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表２－２－１（13） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年５月30日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

アオノリ属 + +
シオグサ属 + + +
アオサ属 + + +
ミル +
ハネモ属 + + +
フダラク + 30 20 20 20
ツノマタ属 +
イギス科 + + 20 10 10 + + + +
ムカデノリ属 +
カバノリ + 30 50 40 + + + +
タオヤギソウ + + 20 20 + + +
サビ亜科 + + + +
イワノカワ科 + + + +
マクサ +
ススカケベニ + 20 + + +

- 5 7 6 5 6 5 7 6 4 4 2 - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

出現種類数（15）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

緑藻綱

紅藻綱

水深（ｍ）

 
 

 

表２－２－１（14） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 
平成19年５月30日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

アオサ属 +
シオグサ属 +
アオノリ属 +
ハネモ属 + +

褐藻綱 ワカメ 20 +
タオヤギソウ + + + 10 + +
カバノリ +
イギス科 20 10 + + +
ススカケベニ 10 + + +

- - 4 2 - 2 1 1 4 3 3 2 1 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

緑藻綱

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（９）

紅藻綱

 
 

 

表２－２－１（15） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成19年５月30日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

アオサ属 10 + + + + +
アオノリ属 60 50 30 30 10 + + +

2 2 2 2 2 - - - 1 2 - 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

上室 下室

出現種類数（２）

水深（ｍ）

　　　　　　　　基質または部位
種類名

緑藻綱

観察場所
エコ岸壁

壁面 遊水室
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 ② 動物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍと水深－５～７ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示

すと、水深＋１ｍで節足動物門のイワフジツボが 60％、水深±０～－１ｍで軟体動物門のムラ

サキイガイが 70％、水深－２～３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～90％であった。個

体数で一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深±０ｍで軟体動物門のイボニシとレ

イシガイがそれぞれ 34個体と 18 個体、水深－４～８ｍで棘皮動物門のキヒトデが 16～37 個体

確認された。 

    調査地点Ａ－４では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、15 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

４ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 80～100％、水深±０ｍで軟体動物門のムラサキイガイ

が 40％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動

物門のアラレタマキビが 64 個体、水深±０ｍで軟体動物門のイボニシとレイシガイがそれぞれ

25 個体と 12 個体、水深－６ｍで棘皮動物門のキヒトデが 26 個体確認された。 

    調査地点Ａ－５では、動物は水深＋１～－９ｍに分布し、24 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－５ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 90～100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上

みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 16 個体、水深±０ｍで軟

体動物門のレイシガイが 27 個体、水深－３ｍと水深－５～６ｍで棘皮動物門のキヒトデが 11～

15 個体確認された。 

    調査地点Ａ－７では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで 7 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で軟体動物門のムラサキイガイが 90％、水深－１～３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 80

～100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動

物門のアラレタマキビが 22 個体、水深±０ｍで軟体動物門のイボニシとレイシガイがそれぞれ

12 個体と 19 個体確認された。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１では、動物は水深＋１～－６ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で軟体動物門のマガキが 30％、水深±０～－１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 65～95％、

水深－２ｍで原索動物門のカタユウレイボヤが 85％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上

みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 24 個体、水深－１ｍで棘

皮動物門のキヒトデが 11個体確認された。 

    調査地点Ｂ－２では、動物は水深＋１～－８ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－３ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 85～100％、水深－３ｍで腔腸動物門のチギレイソギン

チャクが 35％であった。一枠あたりの個体数が最も多かったのは棘皮動物門のキヒトデで、水

深－２ｍで９個体確認された。 
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    調査地点Ｂ－６では、動物は水深＋１～－５ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３～４ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±

０～－２ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 70～100％、水深－３ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）

が 30％であった。一枠あたりの個体数が最も多かったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水

深＋１ｍで４個体確認された。 

    調査地点Ｂ－７では、動物は水深＋１～－４ｍに分布し、15 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 60～85％、水深－３ｍで腔腸動物門のヒドロ虫綱が

45％であった。一枠あたりの個体数が最も多かったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水深＋

１ｍで８個体確認された。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、28 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－５ｍと水深－９ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、

水深±０ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 55％、水深－２～３ｍで環形動物門のカンザシゴ

カイ科が 100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍ

で軟体動物門のアラレタマキビが 15 個体確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、24 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で軟体動物門のムラサキイガイが 65％、水深－３～５ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 65

～100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動

物門のタマキビが、水深－１ｍで軟体動物門のレイシガイがともに 14 個体確認された。 

    調査地点Ｃ－３では、動物は水深±０～－９ｍに分布し、13 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－６～８ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－

１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 65％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた

種類を示すと、水深－２ｍで棘皮動物門のキヒトデが 45 個体確認された。 

－24－ 



  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、動物は水深＋１～－11ｍに分布し、23 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍ、－２ｍおよび水深－４ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた

種類を示すと、水深±０～－１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 70～80％、水深－２ｍで環

形動物門のカンザシゴカイ科が 30％、水深－２～５ｍで原索動物門のユウレイボヤ属が 30～

80％、水深－８～10ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30％であった。個体数で一枠あたり 10個

体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 36 個体、水深±０

ｍで軟体動物門のレイシガイが 11 個体、水深－１～２ｍと水深－11ｍで棘皮動物門のキヒトデ

が 15～64 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－２では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、22 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－６ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－２ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 40～95％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上み

られた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビとカラマツガイがそれぞれ 17

個体と 11個体、水深－２～３ｍで棘皮動物門のキヒトデが 22～32 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－３では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、24 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３～４ｍで 10 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±

０～－２ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 60～95％、水深－２～３ｍで環形動物門のカンザ

シゴカイ科が 30～70％、水深－４～５ｍで触手動物門のコケムシ綱が 30～40％であった。個体

数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビ

が 56個体、水深－２ｍと水深－７ｍで棘皮動物門のキヒトデが 12～17 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－５では、動物は水深＋１～－5.5ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数は

壁面で８種類、遊水室内では上室において５種類、下室において７種類であった。種類数が多

かったのは、壁面の水深－１～２ｍと水深－５～5.5ｍ、遊水室内の上室の側面と下室の側面で

いずれも５種類であった。エコ岸壁において被度 30％以上でみられた種類を示すと、壁面の水

深±０～－１ｍで節足動物門のサンカクフジツボが 30％、遊水室内の上室の上面で節足動物門

のサンカクフジツボが 30％、上室の側面で触手動物門のコケムシ綱が 30％であった。個体数で

一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、壁面の水深－１～２ｍで棘皮動物門のキヒトデ

が 11個体確認された。遊水室内で個体数が最も多かったのは棘皮動物門のキヒトデで、上室と

下室の下面で 11～50 個体確認された。  
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表２－２－２（１） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成19年５月27日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

腔腸動物門 ヒドロ虫綱 +
環形動物門 カンザシゴカイ科 10 90 30 20 10 10 +
触手動物門 アミコケムシ科 + + +

ケガキ +
ムラサキイガイ + 70 10
タマキビ (2)
イボニシ (34)
レイシガイ (18) (2) (1)
イワフジツボ 60 +
ヤドカリ科 (1)
サンカクフジツボ + 10 10 10 +
イトマキヒトデ (2) (6) (7) (3) (4)
キヒトデ (6) (19) (26) (29) (37) (16) (9) (1)
サンショウウニ (1)
マナマコ (1) (1) (1)
ホヤ綱（群体性） +
ユウレイボヤ属 +
エボヤ + +

4 4 4 4 5 4 5 5 5 4 4 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（18）

 
 

表２－２－２（２） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 
平成19年５月27日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 90 95 100 80 20 +
触手動物門 フサコケムシ科 +

アラレタマキビ (64)
ヨメガカサ (1)
ムラサキイガイ 40 +
イボニシ (25)
レイシガイ (12)
イワフジツボ 20
サンカクフジツボ + + +
キヒトデ (7) (1) (1) (3) (5) (26) (8) (9) (2) (9)
イトマキヒトデ (1) (3)
ユウレイボヤ属 +
ホヤ綱（群体性） +

2 6 4 2 4 4 3 3 1 2 1 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（15）

 
 

表２－２－２（３） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成19年５月27日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

タテジマイソギンチャク +
イソギンチャク目 +
チギレイソギンチャク + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 100 100 90 10 +
コケムシ綱 +
アミコケムシ科 + +
アラレタマキビ (16)
ムラサキイガイ 20
イボニシ (9)
カラマツガイ (2)
レイシガイ (27) (6)
コシダカガンガラ (1)
イワフジツボ +
サンカクフジツボ +
キヒトデ (4) (6) (12) (5) (15) (11) (9) (6) (3)
サンショウウニ (1) (1)
イトマキヒトデ (7) (5) (2) (1)
マナマコ (2) (2) (4) (3)
サンショウウニ (1) (2) (1)
ムラサキウニ (1)
ユウレイボヤ属 + + 5 + + + + + +
エボヤ + + + + + + +
ホヤ綱（群体性） + + + + + +
シロボヤ +

1 7 8 5 5 8 9 7 7 5 6 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

触手動物門

軟体動物門

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（24）

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門
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表２－２－２（４） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 

平成19年５月27日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

腔腸動物門 イソギンチャク目 + +
環形動物門 カンザシゴカイ科 + 80 100 100 +

アラレタマキビ (22)
ムラサキイガイ 90 +
イボニシ (12)
レイシガイ (19) (7) (1)
イトマキヒトデ (1) (6) (3) (2) (1)
キヒトデ (8) (2) (1) (1) (6) (2) (3)
マナマコ (1)
サンショウウニ (1) (1)

原索動物門 エボヤ + + +
1 6 7 3 3 3 2 4 2 1

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

軟体動物門

棘皮動物門

出現種類数（11）

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

 

 

表２－２－２（５） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成19年５月24日
1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

海綿動物門 海綿動物門 + 5 +
タテジマイソギンチャク 5
チギレイソギンチャク 10 10 5 + +
Anthopleura属 +
カンザシゴカイ科 + + + + +
多毛綱（泥巣） 10 15 10 +
ミズヒキゴカイ科 +

触手動物門 コケムシ綱 + 5
アラレタマキビ (24)
タマキビ (5)
マガキ 30
ムラサキイガイ 65 95
ミドリイガイ +
シマメノウフネガイ +

節足動物門 イワフジツボ + 10
棘皮動物門 キヒトデ (11) (2) (1) (2) (8)

カタユウレイボヤ 85 + 5 +
スチエラ科 10 15 +

3 4 4 4 7 8 7 6
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

原索動物門

出現種類数（18）

 

 

表２－２－２（６） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成19年５月24日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

タテジマイソギンチャク + +
チギレイソギンチャク + 20 35 5 +
シオガマサンゴ + +
ヒドロ虫綱 +
カンザシゴカイ科 + + + + +
多毛綱（泥巣） 25 10 20 +

触手動物門 コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (8)
タマキビ (4)
マガキ 15
ムラサキイガイ 85 100 100 100 +
コウロエンカワヒバリガイ +

節足動物門 イワフジツボ +
棘皮動物門 キヒトデ (7) (9) (1) (3) (3) (2)

スチエラ科 + + + +
カタユウレイボヤ + + + + +
エボヤ + +

2 5 5 5 5 7 6 5 3 5
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

原索動物門

出現種類数（17）
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表２－２－２（７） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成19年５月24日
1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

タテジマイソギンチャク 10 +
チギレイソギンチャク 5 10 25 5 +
ヒドロ虫綱 20 +
Anthopleura属 +
カンザシゴカイ科 + + + + +
多毛綱（泥巣） 30 25 5

触手動物門 コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (4)
マガキ 15
ムラサキイガイ 70 100 95 25
コウロエンカワヒバリガイ +
シマメノウフネガイ +

節足動物門 イワフジツボ +
棘皮動物門 キヒトデ (1) (1) (2) (2)

スチエラ科 + 10 5 5
カタユウレイボヤ 15 15 + +

1 7 5 6 8 8 6
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

原索動物門

出現種類数（16）

 

 

 

表２－２－２（８） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年５月24日
1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + +
ヒドロ虫綱 + 45 5
Anthopleura属 + 5
カンザシゴカイ科 + + 5
多毛綱（泥巣） +
アラレタマキビ (8)
マガキ 10
イボニシ (2)
ムラサキイガイ 60 85 10
コウロエンカワヒバリガイ + +

棘皮動物門 キヒトデ (1) (3) (3)
スチエラ科 + +
カタユウレイボヤ + 5 5
ザラボヤ +

1 6 6 8 3 5
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

原索動物門

出現種類数（15）
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表２－２－２（９） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成19年５月28日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 5 + + +
Anthopleura属 +
シオガマサンゴ + +
ヒドロ虫綱 + +
カンザシゴカイ科 15 100 100 100 100 15 5 + + +
ミズヒキゴカイ科 + +
多毛綱（泥巣） + + + 20 + +
ウズマキゴカイ科 + + + + +

触手動物門 コケムシ綱 5 + + + +
アラレタマキビ (15)
タマキビ (1)
ムラサキイガイ 55 10 +
マガキ 25
カラマツガイ (6)
イボニシ (4)
レイシガイ (2) (3) (1) (5) (2)
シマメノウフネガイ (1)
カゴメガイ (1)
ナミマガシワ科 +
ムギガイ (1)

節足動物門 イワフジツボ +
キヒトデ (3) (2) (2) (1) (5) (7) (2) (1)
マナマコ (3) (1) (2)
サンショウウニ (1) (1) +
ホヤ綱（群体性） 10 + + + + 5 + +
カタユウレイボヤ + + + + + + + 10 +
エボヤ + + +

－ 卵塊 + +
2 6 6 7 6 8 7 6 9 8 7 6 9 4

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

棘皮動物門

原索動物門

出現種類数（28）

 

 

 

表２－２－２（10） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成19年５月28日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 +
Anthopleura属 +
シオガマサンゴ + +
ヒドロ虫綱 +
カンザシゴカイ科 + + 100 100 65 + + +
ウズマキゴカイ科 + + + + +
多毛綱（泥巣） + + + + + +

触手動物門 コケムシ綱 + 15 + + + + +
アラレタマキビ (2)
タマキビ (14)
ムラサキイガイ 65 15 +
マガキ + 5
カラマツガイ (4)
レイシガイ (14) (3) (3)
ムギガイ (6)
キヒトデ (2) (3) (1) (6) (5) (1) (1)
イトマキヒトデ (1) (1) (1)
マナマコ (1) (2) (2)
サンショウウニ (1)
ホヤ綱（群体性） + + +
スチエラ科 +
エボヤ + +
カタユウレイボヤ +

－ 卵塊 + + +
2 4 9 8 5 6 6 7 6 6 5 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

環形動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）
観察枠　No.

軟体動物門

棘皮動物門

原索動物門

出現種類数（24）

 
 

 

表２－２－２（11） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成19年５月28日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

ウズマキゴカイ + + + + + +
カンザシゴカイ科 + 5 15 5 + +
多毛綱（泥巣） + + + +

触手動物門 コケムシ綱 + + + +
ムラサキイガイ + 65 25
コシダカガンガラ (1)
イワフジツボ +
ミネフジツボ + +
ヤドカリ科 (1)
キヒトデ (45) (2) (1) (1)
イトマキヒトデ (1) (1) (2) (1) (1)
サンショウウニ (1)
マナマコ (1) (5)

- 2 1 4 4 5 3 6 6 6 3
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

環形動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

出現種類数（13）
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表２－２－２（12） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年５月30日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 +
シオガマサンゴ +
カンザシゴカイ科 + 30 20 10 10 + + +
多毛綱（泥巣） + + 20 20 30 30 30
コケムシ綱 + + + 20 20 10 10 +
アミコケムシ科 +
アラレタマキビ (36)
ケガキ 10
ムラサキイガイ 70 80 10 +
イボニシ (6)
レイシガイ (11)
イワフジツボ +
ワタリガニ科 (1)
ヨーロッパフジツボ +
キヒトデ (15) (16) (3) (4) (3) (9) (64)
イトマキヒトデ (3) (1)
マナマコ (1) (2) (2) (1)
サンショウウニ (1)
ホヤ綱（群体性） + 10 +
ユウレイボヤ属 + 40 60 80 30 10 + +
シロボヤ 5 10 5 5 5 +
エボヤ + + + +

1 8 6 8 7 8 7 6 7 6 6 2 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

節足動物門

腔腸動物門

観察枠　No.
水深（ｍ）

原索動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

出現種類数（23）

環形動物門

触手動物門

軟体動物門

棘皮動物門

 
 

表２－２－２（13） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年５月30日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

ヒドロ虫綱 + +
チギレイソギンチャク + +
シオガマサンゴ + + + +
カンザシゴカイ科 + + + +
多毛綱（泥巣） + + + 10 10 10 10
コケムシ綱 20 + +
アミコケムシ科 + + + 10 10 10 20 10
アラレタマキビ (17)
カラマツガイ (11)
ベッコウガサ (2)
ヨメガカサ (2)
カモガイ (1)
イボニシ (2)
ムラサキイガイ 95 40 40
レイシガイ (5)
コシダカガンガラ (1) (1) (3)
ムギガイ (3)
シマメノウフネガイ +
イワフジツボ +
サンカクフジツボ + +
キヒトデ (32) (22) (9) (7) (1) (3)
イトマキヒトデ (7) (4) (3) (3) (4) (2) (2) (1) (3) (2) (2)

6 2 2 6 6 3 7 8 6 4 4 3 4 4 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

腔腸動物門

環形動物門

触手動物門

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

出現種類数（22）

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

表２－２－２（14） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成19年５月30日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + + 10 +
ヒドロ虫綱 10
シオガマサンゴ + + + +
カンザシゴカイ科 + 30 70 20 10 +
多毛綱（泥巣） + 10 20 + + + +
フサコケムシ科 + + 20 +
コケムシ綱 + 30 40 20 +
アミコケムシ科 + 10 + 5 10 10 + +
アラレタマキビ (56)
カラマツガイ (3)
ムラサキイガイ 95 90 60 10 +
レイシガイ (8)
ナミマガシワ科 +
イワフジツボ +
サンカクフジツボ + +
キヒトデ (12) (2) (17) (8) (4) (3) (1) (3)
マナマコ (1)
イトマキヒトデ (1) (1)
サンショウウニ (1) (1) (3)
シロボヤ + + 5 + 5 +
ホヤ綱（群体性） + + +
ユウレイボヤ属 + 10 5 5 +
エボヤ +

1 4 4 8 10 10 8 8 7 6 5 4 3 3 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

触手動物門

軟体動物門

腔腸動物門

環形動物門

原索動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

節足動物門

棘皮動物門

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（24）
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表２－２－２（15） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成19年５月30日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

腔腸動物門 ヒドロ虫綱 +
コケムシ綱 + + + + + + + 30 + + +
フサコケムシ科 +

軟体動物門 ムラサキイガイ 20
サンカクフジツボ 30 20 20 + 30 10 + + +
ワタリガニ科 rr
キヒトデ (6) (11) (8) (6) (3) (6) r r c r c
イトマキヒトデ (1)
サンショウウニ (1) r
マナマコ rr

原索動物門 ユウレイボヤ属 + 10 10 10 + + + + +
1 4 5 4 4 3 5 3 5 4 2 5 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。
注３：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。

エコ岸壁
壁面

出現種類数（11）

水深（ｍ）

　　　　　　　　        基質または部位
種類名

触手動物門

棘皮動物門

観察場所
遊水室

上室 下室

節足動物門
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 ③ 魚類 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では６種類が確認され、水深－２～４ｍで４種類と多かった。水深２ｍ範囲に

11 個体以上みられた種類を示すと、メバルが水深－２～４ｍで 51 個体以上、水深－４～６ｍで

11～50 個体確認された。 

    調査地点Ａ－４では４種類が確認され、水深－４～６ｍで２種類と多かった。水深２ｍ範囲で

個体数が最も多かったのはササノハベラで、水深－４～６ｍで３～10 個体確認された。 

    調査地点Ａ－５では４種類が確認され、水深－６～８ｍで３種類と多かった。水深２ｍ範囲で

個体数が最も多かったのはメバルとササノハベラで、ともに水深－４～６ｍで３～10 個体確認

された。 

    調査地点Ａ－７では水深－４ｍ以深で２種類が確認された。水深２ｍ範囲に 11個体以上みら

れた種類を示すと、水深－４～６ｍでハゼ科が 11～50 個体確認された。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１、６、７では魚類は確認されなかった。 

    調査地点Ｂ－２では水深－４～６ｍでクロダイが１～2個体確認されたのみであった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では３種類が確認され、水深－２～４ｍで２種類と多かった。水深２ｍ範囲に

11 個体以上みられた種類を示すと、水深－２～４ｍでメバルが 51 個体以上確認された。 

    調査地点Ｃ－２では魚類は確認されなかった。 

    調査地点Ｃ－３では２種類が確認され、水深－２～４ｍと水深－４～６ｍでともに 1種類であ

った。水深２ｍ範囲に 11個体以上みられた種類を示すと、水深－２～４ｍでメバルが 51個体以

上確認された。 

   

Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では３種類が確認され、水深－２～４ｍで２種類と多かった。水深２ｍ範囲に

個体数が最も多かったのはメバルとウミタナゴで、それぞれ水深－８～10ｍと水深 10～11 で３

～10個体確認された。 

    調査地点Ｄ－２では水深－６～８ｍで３種類が確認されたのみであった。水深２ｍ範囲に個体

数が最も多かったのはウミタナゴで３～10個体確認された。 

    調査地点Ｄ－３では６種類が確認され、水深－６～８ｍで５種類と多かった。水深２ｍ範囲に

個体数が最も多かったのはメバル、ウミタナゴおよびササノハベラで、メバルが水深－6～10ｍ

で、ウミタナゴとササノハベラが水深－８～10ｍでそれぞれ３～10個体確認された。 

    調査地点Ｄ－５では６種類が確認され、エコ岸壁の遊水室内で５種類と多かった。観察部位の

範囲で 11個体以上みられた種類を示すと、エコ岸壁の遊水室内と周辺においてメバルが 11～50

個体、エコ岸壁の遊水室内においてウミタナゴが 11～50 個体、エコ岸壁の周辺においてウミタ

ナゴが 51個体以上確認された。 

－32－ 



表２－２－３（１） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２－２－３（２） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２－２－３（３） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２－２－３（４） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
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平成19年５月27日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
小礫
砂

魚類 メバル（3～5） cc c
ナベカ（5） rr
アナハゼ（12） rr
クジメ（12） rr
ササノハベラ（6～10） rr rr
ハゼ科（3～4） c r

- 4 2 2 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(６)

平成19年５月27日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック ブロック ブロック
ブロック
小礫
砂

魚類 コモンフグ(12) rr
アイナメ(25) rr
スズメダイ(10) rr
ササノハベラ(8) r

1 1 2 - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(４)

平成19年５月27日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
大礫
砂

魚類 メバル(3～12) rr r rr
ササノハベラ(5～8) r
カサゴ(3) rr
アイナメ(15) rr

- 1 2 3 -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(４)

平成19年５月27日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

ブロック ブロック
小礫
砂

小礫
砂

魚類 ネズッポ科(4～5) r r
ハゼ科(3～5) c r

- - 2 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)



表２－２－３（５） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成19年５月24日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6

ケーソン ケーソン ケーソン

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表２－２－３（６） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 

平成19年５月24日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫

魚類 クロダイ(35) rr
- - 1 -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(１)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表２－２－３（７） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成19年５月24日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～5

ケーソン ケーソン ケーソン

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表２－２－３（８） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年５月24日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4

ケーソン
ブロック
巨礫

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  
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表２－２－３（９） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成19年５月28日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

魚類 メバル(2～3) cc
クロダイ(35) rr
クジメ(13) rr

- 2 1 - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(３)

 

 

 

表２－２－３（10） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成19年５月28日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表２－２－３（11） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成19年５月28日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～9

ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫

魚類 メバル(2～3) cc
クジメ(14) rr

- 1 1 - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)
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表２－２－３（12） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－２－３（13） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

 

 

 

 

 

 

 

表２－２－３（14） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－２－３（15） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
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平成19年５月30日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

魚類 メバル(5～10) rr rr r
アナハゼ(6) rr
ウミタナゴ(15～18) r

- 2 - 1 1 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(３)

平成19年５月30日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
大礫

魚類 アナハゼ(10) rr
コモンフグ(12) rr
ウミタナゴ(10～12) r

- - - 3 - - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(３)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

平成19年５月30日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
泥

魚類 イソギンポ科(5) rr
メバル(6～12) r r
アナハゼ(10) rr
ウミタナゴ(10～18) r
ササノハベラ(8～12) r rr
クジメ(12) rr rr

1 - - 5 3 - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(６)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

平成19年５月30日

遊水室内 周辺 貫通孔

ケーソン ケーソン ケーソン

魚類 スズキ（40） rr
メバル（5～12） c c r
クロダイ（30） rr
ウミタナゴ（5～8） c cc
アナハゼ（6） rr
クジメ（10～15） r

5 2 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

エコ岸壁

出現種類数(６)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察部位



 (2) 枠取り採取および分析 

   植物の枠取り分析結果を表２－２－４、動物の枠取り分析結果を表２－２－５に示した。 

 

 ① 植物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では４種類が出現し、総湿重量 54.24ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが 

   48.38ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    中層では８種類が出現し、総湿重量 315.31ｇ/0.25ｍ2であり、藻場構成種である褐藻綱のタ

マハハキモクが 214.80ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    下層では 10 種類が出現し、総湿重量 148.51ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のススカケベニが 

   135.89ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

 

 ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では４種類が出現し、総湿重量 156.90ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが 

   155.20ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    中層では７種類が出現し、総湿重量 203.15ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のフダラクが 

   151.48ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    下層では 12 種類が出現し、総湿重量は 524.54ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のフダラクが 

   185.01ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では５種類が出現し、総湿重量は 3.59ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のフダラクが 

   2.19ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    中層では 10 種類が出現し、総湿重量は 95.30ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のフダラクが 

   69.64ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    下層では 13 種類が出現し、総湿重量は 321.40ｇ/0.25ｍ2であり、紅藻綱のタオヤギソウが

259.68ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では２種類が出現し、総湿重量は 0.31ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが 

   0.31ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    中層では３種類が出現し、総湿重量は 13.35ｇ/0.25ｍ2であり、藻場構成種である褐藻綱のワ

カメが 12.76ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    下層では３種類が出現し、総湿重量は 0.03ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のアオサ属が 

   0.03ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 
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表２－２－４ 枠取り分析結果(植物) 
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調査地点
（調査日）

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 48.38 (89) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 214.80 (68) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 135.89 (92)
第２位 ｱﾅｱｵｻ 5.85 (11) ｱｵｻ属 100.38 (32) ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 15.09 (10)
第３位 ｼｵｸﾞｻ属 0.01 (-) ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 0.11 (-) ﾌﾀﾞﾗｸ 6.69 (5)

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 155.20 (99) ﾌﾀﾞﾗｸ 151.48 (75) ﾌﾀﾞﾗｸ 185.01 (35)
第２位 ｱｵｻ属 0.96 (1) ｱﾅｱｵｻ 33.60 (17) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 175.62 (33)
第３位 ｱｵﾉﾘ属 0.45 (-) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 13.27 (7) ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 70.37 (13)

第１位 ﾌﾀﾞﾗｸ 2.19 (61) ﾌﾀﾞﾗｸ 69.64 (73) ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 259.68 (81)
第２位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 1.11 (31) ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 21.10 (22) ｶﾊﾞﾉﾘ 45.73 (14)
第３位 ｲﾄｸﾞｻ属 0.28 (8) ﾂﾙﾂﾙ 2.15 (2) ﾂﾙﾂﾙ 10.69 (3)

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 0.31 (100) ﾜｶﾒ 12.76 (96) ｱｵｻ属 0.03 (100)
第２位 ｲｷﾞｽ科 + (-) ﾐﾙ 0.59 (4) ｲﾄｸﾞｻ属 + (-)

ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属 + (-)
第３位 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ + (-)

注）表中の＋は0.01ｇ未満を示す。また、（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、- は1％未満を示す。

優占種

総湿重量
（g/0.25㎡)

0.31 13.35 0.03

出現種類数 2 3 3

321.40

優占種

総湿重量
（g/0.25㎡)

3.59 95.30

出現種類数 5 10 13

優占種

総湿重量
（g/0.25㎡)

156.90 203.15 524.54

出現種類数 4 7 12

優占種

総湿重量
（g/0.25㎡)

54.24 315.31 148.51

出現種類数 4 8 10

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）
下

（M.W.L.-4.0ｍ）

神戸沖
Ａ－２
（5月27日）

大阪沖
Ｃ－２
（5月28日）

泉大津沖
Ｄ－２
（5月30日）

泉大津沖
Ｄ－３
（5月30日）



 ② 動物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では 34 種類が出現し、総個体数 26,054 個体/0.25ｍ2、総湿重量 757.19ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 24,751 個体/0.25ｍ2、

649.60ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 72 種類が出現し、総個体数 15,612 個体/0.25ｍ2、総湿重量 408.59ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイがそれぞれ 

   6,144 個体/0.25ｍ2、302.59ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 55種類が出現し、総個体数 5,314 個体/0.25ｍ2、総湿重量 128.66ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では節足動物門のユンボソコエビ属が 2,725 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では棘

皮動物門のキヒトデが 40.19ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では 33種類が出現し、総個体数 15,427 個体/0.25ｍ2、総湿重量 1,753.75ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 14,537 個体/0.25ｍ2、

1,341.88ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 53 種類が出現し、総個体数 3,509 個体/0.25ｍ2、総湿重量 81.71ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 1,711 個体/0.25ｍ2、 

   22.92ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 68 種類が出現し、総個体数 5,044 個体/0.25 ㎡、総湿重量 106.63ｇ/0.25 ㎡であっ

た。個体数では節足動物門のトゲワレカラが 1,576 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では環形動

物門のエゾカサネカンザシゴカイが 47.98ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では 36種類が出現し、総個体数 25,158 個体/0.25ｍ2、総湿重量 4,469.62ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 24,305 個体/0.25ｍ2、

4,459.52ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 44種類が出現し、総個体数 8,150 個体/0.25ｍ2、総湿重量 495.20ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 6,425 個体/0.25ｍ2、 

   414.32ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 44種類が出現し、総個体数 438 個体/0.25ｍ2、総湿重量 66.18ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のアリアケドロクダムシが 205 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では棘皮

動物門のイトマキヒトデが 42.92ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では 27種類が出現し、総個体数 22,109 個体/0.25ｍ2、総湿重量 3,806.90ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 20,864 個体/0.25ｍ2、

3,656.36ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 57種類が出現し、総個体数 12,916 個体/0.25ｍ2、総湿重量 1,860.59ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数では環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイが 7,936 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿
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重量では軟体動物門のムラサキイガイが 1, 2 6 6 . 5 6ｇ/ 0 . 2 5ｍ 2 と最も多かった。 

    下層では 70種類が出現し、総個体数 2,480 個体/0.25ｍ2、総湿重量 254.02ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイが 497 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量

では原索動物門のシロボヤが 87.45ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

 

 

表２－２－５ 枠取り分析結果(動物) 

 

 

調査地点
（調査日）

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 24,751 (95) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 6,144 (39) ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 2,725 (51)
第２位 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 209 (1) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 5,264 (34) ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 384 (7)
第３位 ﾘﾈｳｽ科 186 (1) ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1,090 (7) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 372 (7)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 649.60 (86) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 302.59 (74) ｷﾋﾄﾃﾞ 40.19 (31)
第２位 ﾚｲｼｶﾞｲ 58.36 (8) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 28.94 (7) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 39.57 (31)
第３位 ｲﾎﾞﾆｼ 36.15 (5) ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 17.18 (4) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 19.53 (15)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 14,537 (94) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1,711 (49) ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1,576 (31)
第２位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 357 (2) ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 672 (19) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 1,420 (28)
第３位 ﾏｶﾞｷ 167 (1) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 239 (7) ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 711 (14)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1,341.88 (77) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 22.92 (28) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 47.98 (45)
第２位 ﾏｶﾞｷ 397.59 (23) ﾚｲｼｶﾞｲ 15.85 (19) ﾑｷﾞｶﾞｲ 8.04 (8)
第３位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 3.45 (-) ｷﾋﾄﾃﾞ 12.47 (15) ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 6.53 (6)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 24,305 (97) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 6,425 (79) ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 205 (47)
第２位 ｾﾞｳｸｿ属 308 (1) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 308 (4) ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 53 (12)
第３位 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 191 (1) Dodecaceria sp. 189 (2) ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 33 (8)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 4,459.52 (100) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 414.32 (84) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 42.92 (65)
第２位 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 2.22 (-) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 30.49 (6) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 11.52 (17)
第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 1.72 (-) ｷﾋﾄﾃﾞ 23.10 (5) ｷﾋﾄﾃﾞ 4.50 (7)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 20,864 (94) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 7,936 (61) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 497 (20)
第２位 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 543 (2) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 2,944 (23) ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 373 (15)
第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 297 (1) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 498 (4) ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 300 (12)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 3,656.36 (96) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1,266.56 (68) ｼﾛﾎﾞﾔ 87.45 (34)
第２位 ﾏｶﾞｷ 116.73 (3) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 335.36 (18) ｴﾎﾞﾔ 39.63 (16)
第３位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 8.90 (-) ﾚｲｼｶﾞｲ 54.00 (3) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 25.72 (10)

注）表中の（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、- は1％未満を示す。

254.02

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

22,109 12,916

泉大津沖
Ｄ－２
（5月30日）

出現種類数(種類)
総個体数
（個体/0.25㎡)

総湿重量
（g/0.25㎡)

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

泉大津沖
Ｄ－３
（5月30日）

出現種類数(種類) 27 57

総湿重量
（g/0.25㎡)

3,806.90 1,860.59

70
総個体数
（個体/0.25㎡)

4,469.62 495.20 66.18

2,480

25,158 8,150 438

36 44 44

神戸沖
Ａ－２
（5月27日）

出現種類数(種類) 34 72

総湿重量
（g/0.25㎡)

757.19 408.59 128.66

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

55
総個体数
（個体/0.25㎡)

26,054 15,612 5,314

大阪沖
Ｃ－２
（5月28日）

出現種類数(種類) 33 53

総湿重量
（g/0.25㎡)

1,753.75 81.71 106.63

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

68
総個体数
（個体/0.25㎡)

15,427 3,509 5,044

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）
下

（M.W.L.-4.0ｍ）
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第３章 夏季調査結果 

 

１．調査実施日 

 

 (1) 神戸沖処分場  平成１９年 ８月 ４日 

 (2) 尼崎沖処分場  平成１９年 ８月 ６日    

 (3) 大阪沖処分場  平成１９年 ８月１１日 

 (4) 泉大津沖処分場 平成１９年 ８月 １日 

 

 

２．水質調査 

 

 (1) 一般観測 

   一般観測結果を表３－１－１に示した。 

  

 ① 天気・雲量・気温 

   Ａ．神戸沖では天気は曇り、雲量は 10、気温は 26.4～27.2℃であった。 

   Ｂ．尼崎沖では天気は晴、雲量は３～４、気温は 27.9～32.4℃であった。 

   Ｃ．大阪沖では天気は晴～快晴、雲量は１～２、気温は 29.4～33.0℃であった。 

   Ｄ．泉大津沖では天気は晴、雲量は６～８、気温は 34.0～34.6℃であった。 

 

 ② 風浪階級・風向・風速 

   Ａ．神戸沖では風浪階級は１～２、風速は 3.7～4.9ｍ/ｓ、風向は西であった。 

   Ｂ．尼崎沖では風浪階級は１、風速は 1.7～4.1ｍ/ｓ、風向は南から西であった。 

   Ｃ．大阪沖では風浪階級は１～２、風速は 0.8～6.9ｍ/ｓ、風向は北北西から西であった。 

   Ｄ．泉大津沖では風浪階級は１、風速は 2.7～6.0ｍ/ｓ、風向は北から北西であった。 

 

 ③ 透明度・水色 

   Ａ．神戸沖では透明度は 2.0～2.5ｍ、水色は全地点ともオリーブグリーンであった。 

   Ｂ．尼崎沖では透明度は 1.2～1.4ｍ、水色は全地点ともシダーグリーンであった。 

   Ｃ．大阪沖では透明度は 1.7～4.3ｍ、水色は調査地点Ｃ－１、２でオリーブグリーン、調査地

点Ｃ－３でボトルグリーンであった。 

   Ｄ．泉大津沖では透明度は 1.6～1.8ｍ、水色は２地点ともオリーブグリーンであった。 
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表３－１－１ 一般観測結果 
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調査地点 Ａ－２ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－７

調査時間 12：20～13：00 8：35～9：20 9：50～10：35 10：50～11：35

天気・雲量 曇り・10 曇り・10 曇り・10 曇り・10

気温 27.2℃ 26.4℃ 26.4℃ 27.2℃

風浪階級 １ ２ ２ ２

風速・風向 4.3ｍ/ｓ・西 4.4ｍ/ｓ・西 3.7ｍ/ｓ・西 4.9ｍ/ｓ・西

透明度 2.3ｍ 2.2ｍ 2.0ｍ 2.5ｍ

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

水深 15.9ｍ 16.7ｍ 11.9ｍ 10.7ｍ

調査地点 Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７

調査時間 10：08～10：30 8：50～9：20 8：16～8：40 9：30～9：51 10：45～11：10

天気・雲量 晴・４ 晴・３ 晴・３ 晴・４ 晴・３

気温 32.0℃ 31.2℃ 27.9℃ 31.8℃ 32.4℃

風浪階級 １ １ １ １ １

風速・風向 4.0ｍ/ｓ・西 2.0ｍ/ｓ・西 1.7ｍ/ｓ・南 3.4ｍ/ｓ・西 4.1ｍ/ｓ・南西

透明度 1.4ｍ 1.2ｍ 1.4ｍ 1.3ｍ 1.3ｍ

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

水深 6.5ｍ 5.4ｍ 13.1ｍ 8.1ｍ 6.8ｍ

調査地点 Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３

調査時間 9：15～10：15 11：34～12：48 10：30～11：30

天気・雲量 晴・２ 快晴・１ 快晴・１

気温 29.4℃ 32.5℃ 33.0℃

風浪階級 １ ２ １

風速・風向 0.8ｍ/ｓ・北北西 6.9ｍ/ｓ・西 3.5ｍ/ｓ・西

透明度 1.7ｍ 2.5ｍ 4.3ｍ

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 12.8ｍ 12.7ｍ 9.9ｍ

調査地点 Ｄ－１ Ｄ－２

調査時間 12：35～12：57 11：12～11：34

天気・雲量 晴・８ 晴・６

気温 34.6℃ 34.0℃

風浪階級 １ １

風速・風向 2.7ｍ/ｓ・北西 6.0ｍ/ｓ・北

透明度 1.6ｍ 1.8ｍ

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

水深 14.3ｍ 12.3ｍ

水色

神戸沖
（８月４日）

水色

水色

尼崎沖
（８月６日）

大阪沖
（８月11日）

泉大津沖
（８月１日）

水色



 (2) 機器測定 
   機器測定結果の概要を表３－１－２、図３－１－１、鉛直分布図を図３－１－２に示した。 

 

 ① 水温 

   Ａ．神戸沖では 21.8～24.9℃の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に低下した。

地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖では 21.5～28.1℃の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて著しく低下した。

地点間で比較すると、水深が深かったＢ－５の底層で低かったが、他の地点ではほぼ同様の

範囲であった。 

   Ｃ．大阪沖では 23.1～28.2℃の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて低下する傾向が

みられた。このうち、調査地点Ｃ－１では水深－６～８ｍに躍層がみられた。地点間で比較

すると、Ｃ－３で水温の変化の範囲が小さかった。 

   Ｄ．泉大津沖では 21.6～25.5℃の範囲を示し、２地点ともに表層から底層にかけて徐々に低下

した。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

 

 ② 塩分 

   Ａ．神戸沖では 29.0～32.1 の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に高くなった。

地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖では 20.5～31.8 の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて高くなった。この

うち、調査地点Ｂ－２、５、６、７では水深－0.5～２ｍで塩分が著しく高くなる躍層がみ

らた。地点間で比較すると、Ｂ－２の表層がやや低かった。 

   Ｃ．大阪沖では 26.2～31.5 の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて高くなった。この

うち、調査地点Ｃ－１では水深－0.5～２ｍで塩分が著しく高くなる躍層がみらた。地点間

で比較すると調査地点Ｃ－１の表層がやや低かった。 

   Ｄ．泉大津沖では 29.4～32.1 の範囲を示し、２地点とも表層から底層にかけて徐々に高くなっ

た。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 
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  ③ ＤＯ 

   Ａ．神戸沖では 0.4～7.6mg/L の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に低くなっ

た。地点間で比較すると、調査地点Ａ－２の水深－16ｍ以深では特に低く、ＤＯは 1.0 mg/L

を下回った。 

   Ｂ．尼崎沖では 0.1～13.1mg/L の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて低くなり、特に

水深－２ｍ以深ではＤＯが著しく低くなる傾向がみられた。地点間で比較すると、水深が深

い調査地点Ｂ－５の水深－８ｍ以深では特に低く、ＤＯは 1.0mg/L を下回った。 

   Ｃ．大阪沖では 1.1～11.3mg/L の範囲を示し、調査地点Ｃ－１、２では表層から底層にかけて低

くなる傾向がみられたが、調査地点Ｃ－３では、概ね鉛直混合していた。地点間で比較する

と、調査地点Ｃ－１の表層で高かった。 

   Ｄ．泉大津沖では 0.0～15.1mg/L の範囲を示し、調査地点Ｄ－１では水深－２～４ｍで、Ｄ－２

では水深－３～６ｍで、ＤＯが著しく低くなる躍層がみられた。地点間で比較すると、調査

地点Ｄ－１では水深－７ｍで、Ｄ－２では水深－８ｍでＤＯが 1.0 mg/L を下回り、このう

ち調査地点Ｄ－２では水深－９ｍ以深でＤＯが 0.0mg/L と特に低かった。 

 

 ④ 光量 

   Ａ．神戸沖の光量子束密度は 0.5～1361.7μE/0.25ｍ2/sec の範囲を示し、相対光量は４地点と

も底層ほど低くなった。調査地点Ａ－２、４、５では水深－６ｍで、調査地点Ａ－７では水

深－７ｍで相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 

   Ｂ．尼崎沖の光量子束密度は 0.5～1897.4μE/0.25ｍ2/sec の範囲を示し、相対光量は５地点と

も底層ほど低くなった。調査地点Ｂ－１、５、６では水深－４ｍで相対光量が１％以下とな

った。 

   Ｃ．大阪沖の光量子束密度は 6.5～1593.9μE/0.25ｍ2/sec の範囲を示し、相対光量は３地点と

も底層ほど低くなった。調査地点Ｃ－１では水深－７ｍで相対光量が１％以下となった。地

点間で比較すると、鉛直分布の減衰傾向は調査地点Ｃ－３でやや緩やかであった。 

   Ｄ．泉大津沖の光量子束密度は 1.1～2101.8μE/0.25ｍ2/sec の範囲を示し、相対光量は２地点

とも底層ほど低くなった。調査地点Ｄ－１では水深－４ｍで、調査地点Ｄ－２では水深－５

ｍで相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 
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表３－１－２ 水質測定結果概要表 
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水温
（℃）

塩分
（－）

ＤＯ
（mg/L）

相対光量
（％）

光量子束密度
（μE/ｍ2/sec）

Ａ－２  21.9 ～ 24.9  29.0 ～ 31.9   0.4 ～  7.6   0.1 ～ 87.6   0.8 ～ 1,361.7

Ａ－４  21.8 ～ 24.5  29.3 ～ 32.1   1.2 ～  6.9   0.1 ～ 57.3   0.5 ～   460.5

Ａ－５  23.3 ～ 24.7  29.1 ～ 30.9   3.9 ～  7.6   0.2 ～ 66.1   1.5 ～   607.5

Ａ－７  22.0 ～ 24.9  29.3 ～ 31.8   1.8 ～  7.0   0.4 ～ 59.0   3.5 ～   515.7

Ｂ－１  23.4 ～ 27.9  25.5 ～ 30.5   1.6 ～ 12.5   0.6 ～ 99.8  12.3 ～ 1,897.4

Ｂ－２  24.3 ～ 27.7  20.5 ～ 29.9   3.8 ～ 11.4   1.5 ～ 51.7   5.4 ～   183.5

Ｂ－５  21.5 ～ 27.4  24.8 ～ 31.8   0.1 ～ 12.7   0.0 ～ 93.6   0.5 ～ 1,370.0

Ｂ－６  22.9 ～ 27.8  22.7 ～ 31.1   1.7 ～ 13.1   0.2 ～ 98.8   3.8 ～ 1,839.3

Ｂ－７  23.5 ～ 28.1  24.4 ～ 30.5   2.2 ～ 12.4   1.7 ～ 54.7   6.9 ～   220.5

Ｃ－１  23.7 ～ 28.1  26.2 ～ 31.3   1.5 ～ 11.3   0.3 ～ 55.1   6.5 ～ 1,217.9

Ｃ－２  23.1 ～ 28.2  28.6 ～ 31.5   1.1 ～  7.5   1.0 ～ 59.3  22.5 ～ 1,295.7

Ｃ－３  25.3 ～ 27.5  28.2 ～ 30.7   5.6 ～  7.3   1.8 ～ 75.5  38.2 ～ 1,593.9

Ｄ－１  21.6 ～ 25.5  29.4 ～ 32.1   0.1 ～ 15.1   0.1 ～ 57.0   1.1 ～   590.0

Ｄ－２  21.7 ～ 25.4  29.5 ～ 32.1   0.0 ～ 12.3   0.1 ～ 94.4   2.2 ～ 2,101.8
泉大津沖

　  　　    項目(単位)
  調査地点

神戸沖

尼崎沖

大阪沖
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Ａ－２Ａ－４Ａ－５Ａ－７ Ｂ－１Ｂ－２Ｂ－５Ｂ－６Ｂ－７ Ｃ－１Ｃ－２Ｃ－３ D－１D－２

 

 

 

 

図３－１－１ 水質測定結果概要図 

← 最大値 

← 最小値 

神戸沖 尼崎沖 大阪沖 泉大津沖 
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図３－１－２（１） 鉛直分布図（水温） 
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図３－１－２（２） 鉛直分布図（塩分） 
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図３－１－２（３） 鉛直分布図（ＤＯ） 
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図３－１－２（４） 鉛直分布図（相対光量） 
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３．生物調査 

 

 (1) 目視観察 

   植物の目視観察の結果を表３－２－１、動物の目視観察の結果を表３－２－２、魚類の目視観察

の結果を表３－２－３に示した。 

 

 ① 植物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、植物は水深＋１～－８ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で緑藻綱のアオサ属が 70％、水深－４～５ｍで紅藻綱のイギス科が 30％であった。この他に、

藻場構成種として、水深－２ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度５％未満で確認された。 

    調査地点Ａ－４では、植物は水深±０～－８ｍに分布し、９種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－１ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍで

珪藻綱が 60％、水深－４ｍでは紅藻綱のイギス科が 30％であった。 

    調査地点Ａ－５では、植物は水深＋１～－１ｍと水深－４～８ｍに分布し、５種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深－７ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなか

った。 

    調査地点Ａ－７では、植物は水深±０～－１ｍと水深－４～６ｍに分布し、３種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深－４ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなか

った。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１、２、６では、植物は確認されなかった。 

    調査地点Ｂ－７では、植物は水深－１ｍと水深－３ｍに分布し、２種類が確認された。種類数

は各水深とも１種類で、被度 30％以上でみられた種類はなかった。 
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  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、植物は水深±０～－９ｍに分布し、９種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－３ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。藻場構成種

として、水深－３ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度５～10％で、水深－３～５ｍで褐藻綱のシ

ダモクが被度５％未満で確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、10 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１ｍ

で緑藻綱のアオサ属が75％、水深－３ｍで緑藻綱のアオノリ属が35％、紅藻綱のフダラクが30％、

水深－６ｍでは紅藻綱のススカケベニが 35％であった。この他に、藻場構成種として、水深－

３～５ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度 20％以下で、水深－４～６ｍで褐藻綱のシダモクが

被度５％以下で確認された。 

    調査地点Ｃ－３では植物は水深±０～－９ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－１ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍで

緑藻綱のボタンアオサが 60％、水深－１ｍと水深－３～４ｍで緑藻綱のアオサ属が 55～70％、

水深－７ｍで紅藻綱のススカケベニが 40％であった。 

 

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、植物は水深±０～－１ｍに分布し、２種類が確認された。種類数は各

水深とも１種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 

    調査地点Ｄ－２では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍと水深－４ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、

水深－１ｍで緑藻綱のミルが 30％、水深－５ｍで紅藻綱のカバノリが 40％であった。 

    調査地点Ｄ－３では、植物は水深±０ｍ、水深－７～８ｍおよび水深－11ｍに分布し、４種

類が確認された。種類数が多かったのは水深－７ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられ

た種類を示すと、水深－７ｍで紅藻綱のイギス科が 30％であった。 

    調査地点Ｄ－５では、植物は水深＋１～－３ｍまで出現し、２種類が確認された。種類数は、

壁面で１種類、遊水室内では上室において２種類、下室において１種類で、種類数が多かった

のは遊水室上室の下面で２種類であった。エコ岸壁において被度 30％以上でみられた種類を示

すと、壁面の水深＋１～±０ｍで緑藻綱のアオサ属が30％であった。遊水室内において被度30％

以上でみられた種類はなかった。 
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表３－２－１（１） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 

平成19年８月４日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

アオノリ属 +
シオグサ属 10
アオサ属 70 10 10 +

褐藻綱 タマハハキモク +
フダラク +
オキツノリ + +
ツノマタ属 + + + +
イギス科 + 20 30 30 + + +
ススカケベニ + + 20 10 + +
マクサ +
ムカデノリ科 +
イワノカワ科 + 10 + +

1 5 2 4 6 4 3 3 3 2 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

緑藻綱

紅藻綱

出現種類数（12）

 

 

 

表３－２－１（２） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 
平成19年８月４日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

アオサ属 + 10 10 +
アオノリ属 20 +
ツノマタ属 + + + + +
フダラク + +
イギス科 30 10 10 + +
オキツノリ +
ススカケベニ 20 + +
サビ亜科 20 +

珪藻綱 珪藻綱 60 +
- 4 5 3 2 3 3 3 2 1 - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（９）

緑藻綱

紅藻綱

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－１（３） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成19年８月４日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

アオサ属 10 10 +
アオノリ属 20 20
イギス科 + 10 20 +
イワノカワ科 10 + + +
ススカケベニ 10 +

1 2 2 - - 2 2 2 3 1 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

出現種類数（５）

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

緑藻綱

紅藻綱

 

 

 

表３－２－１（４） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成19年８月４日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

緑藻綱 アオサ属 + + +
イギス科 + +
ススカケベニ + + +

- 1 1 - - 3 2 1 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（３）

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

紅藻綱
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表３－２－１（５） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 
平成19年８月６日

1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
出現なし

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 
 

 

表３－２－１（６） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成19年８月６日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）

出現なし

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－１（７） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 
平成19年８月６日

1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
出現なし

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.

 
 

 

表３－２－１（８） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 
平成19年８月６日

1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

アオサ属 +
シオグサ属 +

- - 1 - 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

緑藻綱

出現種類数（２）

水深（ｍ）
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表３－２－１（９） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成19年８月11日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

アオサ属 15 15 15 + 20 15 10 5
アオノリ属 +
シオグサ属 +
タマハハキモク 10 5
シダモク + + + +
イギス科 10 15 10 10 + + + + + +
ススカケベニ + 10 + 5 15 20 10
ツルツル + 5

珪藻綱 珪藻綱 5 15 10 10 20 25 20 5
- 1 2 3 4 7 7 6 5 3 3 1 1 -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

紅藻綱

観察枠　No.

緑藻綱

出現種類数（９）

褐藻綱

水深（ｍ）

 

 

 

表３－２－１（10） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成19年８月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

ボタンアオサ 20
アオサ属 75 10 10 + + +
アオノリ属 10 35
シオグサ属 +
タマハハキモク + 10 20 +
シダモク + + 5
フダラク + 15 30
ススカケベニ + + 10 20 35 20 20 5 +
イワノカワ科 + + + 5 + + + +
イギス科 + + + + + +

- 1 5 3 7 6 6 5 3 3 2 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：ボタンアオサはアオサ属の他種である可能性がある。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

紅藻綱

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（10）

緑藻綱

褐藻綱

 
 

 

表３－２－１（11） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成19年８月11日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

ボタンアオサ 60 15
アオノリ属 + + +
アオサ属 55 10 70 65 15 10
シオグサ属 5
フダラク 5 +
イワノカワ科 + +
サビ亜科 +
ススカケベニ + 10 5 40 10 +
イギス科 + 5 + + +

藍藻綱 藍藻綱 +
珪藻綱 珪藻綱 5

- 3 7 4 3 1 3 3 2 2 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：ボタンアオサはアオサ属の他種である可能性がある。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（11）

緑藻綱

紅藻綱

水深（ｍ）
観察枠　No.
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表３－２－１（12） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年８月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

アオサ属 +
ミル +

- 1 1 - - - - - - - - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）

出現種類数（2）

緑藻綱

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.

 

 

 

表３－２－１（13） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年８月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

シオグサ属 + 10 +
アオサ属 + + +
アオノリ属 +
ミル 30
ハネモ属 + +
フダラク + 20 10 10
イギス科 20 + 10 10 10 + + 20 20 +
ツノマタ属 + +
ムカデノリ属 + +
カバノリ 10 10 10 40 10 +
ベニスナゴ + +
オキツノリ + +
タオヤギソウ + + + +
サビ亜科 + + +
イワノカワ科 + + + +
マクサ +
ススカケベニ 10 20 + 10 +

珪藻綱 珪藻綱 10 10 20 10 10
- 2 7 9 8 9 6 8 5 2 2 2 - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

紅藻綱

水深（ｍ）
観察枠　No.

出現種類数（18）

緑藻綱

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－１（14） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成19年８月１日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

タオヤギソウ +
イギス科 30 + +
ススカケベニ + +

珪藻綱 珪藻綱 +
- 1 - - - - - - 3 2 - - 1 - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（４）

紅藻綱

 

 

 

表３－２－１（15） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成19年８月１日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

緑藻綱 アオサ属 30 + + + + + +
褐藻綱 シダモク +

1 1 1 1 - - - - - 2 - 1 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

上室 下室
遊水室

出現種類数（２）

水深（ｍ）

　　　　　　　　基質または部位
種類名

観察場所
エコ岸壁

壁面
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 ② 動物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、動物は水深＋１～－９ｍに分布し、15 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深＋１ｍ

で節足動物門のイワフジツボが 40％、水深－１～３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 40～

100％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物

門のイボニシが 60個体、水深－５～６ｍで棘皮動物門のキヒトデが 11～27 個体確認された。 

    調査地点Ａ－４では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～90％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上

みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 220 個体、水深－１ｍで軟

体動物門のレイシガイが 23 個体確認された。 

    調査地点Ａ－５では、動物は水深＋１～－９ｍに分布し、22 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 90％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上みられ

た種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 32個体、水深±０ｍで軟体動物

門のイボニシが、水深－４ｍで軟体動物門のコシダカガンガラがともに 11個体確認された。 

    調査地点Ａ－７では、動物は水深＋１～－６ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 50～60％、水深－１～３ｍで環形動物門のカンザシゴ

カイ科が 40～100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋

１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 64 個体、水深－１ｍで軟体動物門のレイシガイが 31 個体

確認された。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１では、動物は水深＋１～－６ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－５ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２ｍ

で腔腸動物門のチギレイソギンチャクが 70％、軟体動物門のムラサキイガイが 30％、水深－３

ｍで腔腸動物門のヒドロ虫綱が 35％、水深－４ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 40％であった。

一枠あたりの個体数が最も多かったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水深＋１ｍで５個体確

認された。 

    調査地点Ｂ－２では、動物は水深＋１～－８ｍに分布し、23 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－５ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

３ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 30～100％、水深－２～４ｍで腔腸動物門のチギレイソギ

ンチャクが 60～90％であった。一枠あたりの個体数が最も多かったのは軟体動物門のアラレタ

マキビで、水深＋１ｍで７個体確認された。 

    調査地点Ｂ－６では、動物は水深＋１～－５ｍに分布し、19 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで 10 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１ｍ

と水深－３ｍで腔腸動物門のヒドロ虫綱が 30～40％、水深－２ｍで腔腸動物門のチギレイソギ

ンチャクが 60％、軟体動物門のムラサキイガイが 100％であった。一枠あたりの個体数が最も多
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かったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水深＋１ｍで３個体確認された。 

    調査地点Ｂ－７では、動物は水深＋１～－４ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。個体数で

一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深－１ｍで軟体動物門のイボニシが 10 個体確

認された。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、23 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で軟体動物門のマガキが 45％、水深－１ｍで触手動物門のコケムシ綱が 30％、水深－２～３ｍ

で環形動物門のカンザシゴカイ科が 85～100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みら

れた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 11 個体、水深±０ｍで軟体動

物門のレイシガイが 26個体確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で軟体動物門のムラサキイガイが 80％、水深－１～５ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 40

～95％、水深－２ｍで触手動物門のコケムシ綱が 30％であった。個体数で一枠あたり 10個体以

上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のタマキビが 52個体確認された。 

    調査地点Ｃ－３では、動物は水深＋１ｍと水深－１～９ｍに分布し、13 種類が確認された。

種類数が多かったのは水深－４ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、

水深－５ｍと水深－７ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 60～65％であった。一枠あたりの

個体数が最も多かったの棘皮動物門のキヒトデで、水深－２ｍで９個体確認された。 
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２～３ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±

０ｍ～－１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 80～90％、水深－２～４ｍで環形動物門のカン

ザシゴカイ科が 30～80％、水深－５～10ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 80％であった。個体

数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビ

が 32個体、水深－２ｍで棘皮動物門のキヒトデが 11 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－２では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、31 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで 11 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－１ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 30～100％、水深－１ｍで腔腸動物のチギレイソギンチ

ャクが 30％、水深－２～３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 50％、水深－４～５ｍで触手

動物門のコケムシ綱が 30％、水深－９～12ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30～80％であった。

個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマ

キビとカモガイがそれぞれ 70個体と 15個体、水深－４～５ｍと水深－９ｍで棘皮動物門のキヒ

トデが 13～18 個体、水深－６ｍで棘皮動物門のイトマキヒトデが 11個体確認された。 

    調査地点Ｄ－３では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで 11 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－３ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 80～100％、水深－２～３ｍで腔腸動物門のチギレイソ

ギンチャクが 30％、水深－３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30％、水深－５～６ｍと水

深－９～12ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 70～80％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以

上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 120 個体、水深－７ｍで

棘皮動物門のサンショウウニが 18個体、水深－７～９ｍで棘皮動物門のキヒトデが 12～27 個体

確認された。 

    調査地点Ｄ－５では、動物は水深＋１～－5.5ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数は

壁面で 13種類、遊水室内では上室、下室ともに６種類で、種類数が多かったのは壁面の水深－

３～５ｍで９種類であった。エコ岸壁において被度 30％以上でみられた種類を示すと、壁面の

水深＋１～±０ｍで軟体動物門のムラサキイガイが 70％、水深±０～－５ｍで環形動物門のカ

ンザシゴカイ科が 40～90％、水深－３～５ｍで触手動物門のフサコケムシ科が 30％、遊水室内

では上室の上面と側面、下室の上面と側面で環形動物門のカンザシゴカイ科が 70～90％であっ

た。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、壁面の水深－４～５ｍで棘皮動物

門のキヒトデが 10個体であった。遊水室内で個体数が最も多かったのは棘皮動物門のキヒトデ

とマナマコで、キヒトデが上室の側面、下面および下室の側面で３～10個体、マナマコが下室

の下面で３～10 個体確認された。 
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表３－２－２（１） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成19年８月４日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

ヒドロ虫綱 + + +
シオガマサンゴ +
カンザシゴカイ科 100 90 40 20 + + +
ミズヒキゴカイ科 + + +

触手動物門 コケムシ綱 10
イボニシ (60)
レイシガイ (1) (7)
コシダカガンガラ (1) (1) (3) (1)
イワフジツボ 40
ヤドカリ科 (2) (1)
イトマキヒトデ (1) (2) (2) (1) (2) (2)
キヒトデ (4) (5) (11) (27) (3) (5) (2)
サンショウウニ (1)
ホヤ綱（群体性） +
エボヤ +

2 1 5 5 7 6 4 5 2 2 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.

出現種類数（15）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

棘皮動物門

原索動物門

水深（ｍ）

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

節足動物門

 
 

 

表３－２－２（２） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成19年８月４日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

イソギンチャク目 +
ヒドロ虫綱 + + + 5 5
チギレイソギンチャク + 10 10 5 10 +
ハナギンチャク科 +
カンザシゴカイ科 30 80 90 90 20 10 +
ミズヒキゴカイ科 +
コケムシ綱 + 20 5 5 +
フサコケムシ科 + + + + +
アラレタマキビ (220)
レイシガイ (7) (23)

節足動物門 イワフジツボ +
キヒトデ (1) (2) (1) (2) (2) (1) (2)
サンショウウニ (1) (1)
イトマキヒトデ (2) (1) (1)
ホヤ綱（群体性） + + +
シロボヤ +
エボヤ +

2 7 8 7 9 8 4 1 1 1 2 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.

出現種類数（17）

触手動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

棘皮動物門

原索動物門

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

水深（ｍ）

 

 

 

表３－２－２（３） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 
平成19年８月４日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

ヒドロ虫綱 + + + +
イソギンチャク目 +
チギレイソギンチャク 10 20 10

環形動物門 カンザシゴカイ科 90 90 90 + + + + +
コケムシ綱 + + + +
フサコケムシ科 + + +
アラレタマキビ (32)
カモガイ (2)
ムラサキイガイ +
イボニシ (11)
レイシガイ (4) (2)
サザエ (1)
コシダカガンガラ (11)
シマメノウフネガイ +
イワフジツボ +
ワタリガニ科 (1)
サンショウウニ (1)
キヒトデ (2) (1) (3) (5) (4) (2)
サンショウウニ (4) (1)
ホヤ綱（群体性） + + + +
マボヤ +
エボヤ + + +

3 5 9 6 7 5 4 5 2 4 1 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.

出現種類数（22）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

腔腸動物門

触手動物門

水深（ｍ）
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表３－２－２（４） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成19年８月４日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

ヒドロ虫綱 + + +
タテジマイソギンチャク +
カンザシゴカイ科 + 40 100 70
ミズヒキゴカイ科 +

触手動物門 コケムシ綱 + +
カモガイ (1)
アラレタマキビ (64)
ムラサキイガイ 60 50
レイシガイ (2) (31)
イトマキヒトデ (4) (7) (3)
キヒトデ (3) (5) (4) (4) (2)
サンショウウニ (1) (1)

2 5 6 5 5 1 2 1 - -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

出現種類数（12）

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

棘皮動物門

 

 

 

表３－２－２（５） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成19年８月６日
1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

ヒドロ虫綱 15 + 35 + +
タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク 70 10 + +
カンザシゴカイ科 + 5 15 5 +
多毛綱（泥巣） + 20 40 15
ミズヒキゴカイ科 + +
アラレタマキビ (5)
ムラサキイガイ 15 25 30 5
マガキ +
コウロエンカワヒバリガイ +
イワフジツボ 5
Balanus属 + 15

棘皮動物門 キヒトデ (1) (4)
原索動物門 カタユウレイボヤ + + +

1 6 4 5 6 6 7 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（14）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

節足動物門

 

 

 

表３－２－２（６） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成19年８月６日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 +
タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 + + 5 + +
チギレイソギンチャク 60 65 90 10
シオガマサンゴ +
カンザシゴカイ科 + 10 +
ミズヒキゴカイ科 +
多毛綱（泥巣） + 15 20 15 10 +

触手動物門 コケムシ綱 5
アラレタマキビ (7)
ムラサキイガイ 20 70 100 30 +
マガキ 20
コウロエンカワヒバリガイ +
タマキビ (1)
イボニシ (1)
ウミフクロウ (1) (1)
イワフジツボ 10
Balanus属 + + +
キヒトデ (4) (5) (4)
イトマキヒトデ (1)
カタユウレイボヤ 15 15 + +
スチエラ科 + +
ホヤ綱（群体性） +

1 7 3 3 6 6 8 6 5 5
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

出現種類数（23）
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表３－２－２（７） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 
平成19年８月６日

1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

海綿動物門 海綿動物門 + +
タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 40 + 30 + +
チギレイソギンチャク + 60 15 5 +
カンザシゴカイ科 + 25 5 +
ミズヒキゴカイ科 +
多毛綱（泥巣） +
アラレタマキビ (3)
ムラサキイガイ 20 15 100 10 +
コウロエンカワヒバリガイ +
マガキ +
レイシガイ (1)
タテジマフジツボ +
Balanus属 + 5
イワフジツボ +
マナマコ (1)
キヒトデ (1)
スチエラ科 + + +
カタユウレイボヤ 20 10 15

1 7 4 5 6 10 7
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（19）

腔腸動物門

環形動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

 

 

 

表３－２－２（８） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年８月６日
1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

タテジマイソギンチャク + +
ヒドロ虫綱 + 10 +
チギレイソギンチャク + 5 + 10
カンザシゴカイ科 5 +
多毛綱（泥巣） 25 15 5
ミズヒキゴカイ科 +
アラレタマキビ (3)
ムラサキイガイ 10
コウロエンカワヒバリガイ +
マガキ 5
イボニシ (10)

節足動物門 Balanus属 5 5
原索動物門 カタユウレイボヤ +
－ 卵塊 +

1 5 7 4 4 3
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（14）

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門
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表３－２－２（９） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成19年８月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 +
タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 + + + + + + + + +
Anthopleura属 + +
チギレイソギンチャク + + + + + +
シオガマサンゴ + + +
カンザシゴカイ科 + 25 100 100 85 85 10 5 + + +
ミズヒキゴカイ科 + + + +
多毛綱（泥巣） + + + + + + + +
ウズマキゴカイ科 + + + + + +

触手動物門 コケムシ綱 30
アラレタマキビ (11)
マガキ 45
レイシガイ (26)
ムラサキイガイ +
イボニシ (2)
コシダカガンガラ (1)
キヒトデ (3)
サンショウウニ (1)
ホヤ綱（群体性） + + + + + + +
エボヤ + + +
カタユウレイボヤ + + + +

－ 卵塊 +
1 6 5 8 9 5 6 6 7 4 4 5 4 5

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（23）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

棘皮動物門

原索動物門

水深（ｍ）

 
 

 

表３－２－２（10） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成19年８月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

ヒドロ虫綱 + +
チギレイソギンチャク + + +
シオガマサンゴ +
カンザシゴカイ科 55 65 95 95 40 + + + +
レイシガイ (1) (1)
ウズマキゴカイ科 + +
多毛綱（泥巣） +

触手動物門 コケムシ綱 + 30 +
タマキビ (52)
ムラサキイガイ 80 15
カラマツガイ (1)
マガキ 10 +
コシダカガンガラ (3)
シマメノウフネガイ (4)
ナミマガシワ科 +
サンカクフジツボ +
ヤドカリ科 (1) (1)
イトマキヒトデ (2) (1) (2) (2) (2) (2)
キヒトデ (1)
サンショウウニ (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） +
1 3 7 4 8 3 3 3 4 3 2 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（21）

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

腔腸動物門

環形動物門

 
 

 

表３－２－２（11） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 
平成19年８月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

チギレイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 +
カンザシゴカイ科 + + 5 5 65 15 60 15
多毛綱（泥巣） 5 + + + +
ウズマキゴカイ科 + + + +
ミズヒキゴカイ科 + +

触手動物門 コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (8)
ムラサキイガイ 20
ムギガイ (2)
キヒトデ (4) (9)
サンショウウニ (2)
イトマキヒトデ (2) (1)

1 - 4 3 4 5 3 3 2 3 3
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（13）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

棘皮動物門
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表３－２－２（12） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年８月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 + + + +
チギレイソギンチャク + + + +
カンザシゴカイ科 + 40 80 30 + + + +
多毛綱（泥巣） + 10 80 80 80 80 80 80
フサコケムシ科 + + 10 +
コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (32)
ケガキ +
ムラサキイガイ 90 80 +
イボニシ (2)

節足動物門 イワフジツボ + +
キヒトデ (5) (11) (6) (1)
イトマキヒトデ (1) (1)
ホヤ綱（群体性） + + +
シロボヤ + + + + + +
エボヤ + + +
ユウレイボヤ属 + +

2 6 8 9 9 7 6 5 2 2 1 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

出現種類数（18）

触手動物門

軟体動物門

棘皮動物門

原索動物門

腔腸動物門

環形動物門

 
 

 

表３－２－２（13） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年８月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 + 10 10 + + + +
チギレイソギンチャク 30 10 + + +
シオガマサンゴ + + + +
カンザシゴカイ科 10 50 50 20 10 + +
多毛綱（泥巣） + + 10 30 80 80 80
フサコケムシ科 + +
コケムシ綱 + + 30 30 + +
アラレタマキビ (70)
コガモガイ (3)
ヒザラガイ (1)
カラマツガイ (2)
ベッコウガサ (1)
マツバガイ (1) (1)
カモガイ (15)
イボニシ (1)
ムラサキイガイ 100 30 +
ヨメガカサ (4)
サザエ (1)
コシダカガンガラ (2) (4) (2)
ムギガイ (4)
レイシガイ (1)
シマメノウフネガイ + + +
キクザルガイ科 +
イワフジツボ +
サンカクフジツボ + +
イトマキヒトデ (1) (2) (4) (4) (11) (9) (3) (1) (8) (1) (4)
キヒトデ (4) (16) (13) (2) (4) (5) (18) (4) (1) (2)
サンショウウニ (2) (2)
マナマコ (2) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） +
8 5 5 11 7 10 9 8 6 3 4 5 5 5 -

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

腔腸動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

環形動物門

触手動物門

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

出現種類数（31）

 
 

 

表３－２－２（14） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 
平成19年８月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + 10 30 30 + + + + +
ヒドロ虫綱 + + + 10 + + + + +
シオガマサンゴ + + + + +
カンザシゴカイ科 + + + 30 20 10 +
多毛綱（泥巣） 10 70 70 + 10 80 80 70 70
フサコケムシ科 +
コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (120)
タマキビ (3)
カラマツガイ (3)
ムラサキイガイ 90 90 100 80 +

節足動物門 イワフジツボ +
サンショウウニ (6) (1) (18) (4)
キヒトデ (2) (27) (12) (16) (1)
イトマキヒトデ (7) (3) (2)
シロボヤ + + + + +
ホヤ綱（単体性） + +
ユウレイボヤ属 +
エボヤ + + + +
ホヤ綱（群体性） + +

2 6 4 6 9 11 8 6 6 7 6 3 2 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

腔腸動物門

環形動物門

触手動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

軟体動物門

棘皮動物門

原索動物門

出現種類数（21）

 

－64－ 



表３－２－２（15） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成19年８月１日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

腔腸動物門 チギレイソギンチャク + +
環形動物門 カンザシゴカイ科 + 90 90 80 60 40 10 80 90 20 90 70 +

フサコケムシ科 + 10 20 20 30 30 10 + 10 + 10 20 +
コケムシ綱 + 10 20 20 + 10 +
アミコケムシ科 + + +

軟体動物門 ムラサキイガイ 70 +
節足動物門 サンカクフジツボ +

キヒトデ (3) (1) (4) (6) (10) (2) rr r r rr r rr
サンショウウニ (1) (2) rr
イトマキヒトデ (1) (1)
マナマコ (1) r
シロボヤ + + +
エボヤ + + + + +
ユウレイボヤ属 + + +

3 4 6 6 9 9 7 4 5 4 4 4 6
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。
注３：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。

壁面 遊水室
上室 下室

エコ岸壁

出現種類数（14）

水深（ｍ）

　　　　　　　　        基質または部位
種類名

棘皮動物門

原索動物門

触手動物門

観察場所
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 ③ 魚類 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では 14 種類が確認され、水深－４～６ｍで９種類と最も多かった。水深２ｍ

範囲に個体数が最も多かったのはメジナ、ササノハベラ、ウミタナゴ、スズメダイ、メバル、ネ

ズッポ科およびマダコで、メジナが水深－２～４ｍで、ササノハベラが水深－２～６ｍで、ウミ

タナゴとスズメダイが水深－４～６ｍで、メバルが水深－４～８ｍで、マダコが水深－６～８ｍ

で、ネズッポ科が水深－８～10ｍでそれぞれ３～10 個体確認された。 

    調査地点Ａ－４では 13 種類が確認され、水深－４～６ｍで８種類と最も多かった。個体数で

水深２ｍ範囲に 11個体以上みられた種類を示すと、水深－４～８ｍでスズメダイが 11～50 個体

確認された。 

    調査地点Ａ－５では 12 種類が確認され、水深－４～６ｍで８種類と最も多かった。水深２ｍ

範囲に個体数が最も多かったのはササノハベラ、キュウセン、ウミタナゴ、メバルおよびマダコ

で、ササノハベラが水深±０～－４ｍ、キュウセンが水深－２～４ｍ、ウミタナゴとマダコが水

深－４～６ｍ、メバルが水深－４～８でそれぞれ３～10 個体確認された。 

    調査地点Ａ－７では９種類が確認され、水深－４～６ｍで６種類と最も多かった。個体数で水

深２ｍ範囲に 11 個体以上みられた種類を示すと、水深－４～８ｍでハゼ科が 11～50 個体確認さ

れた。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    尼崎沖処分場では、全ての地点で魚類は確認されなかった。 

 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では４種類が確認され、水深－６～10ｍで２種類と最も多かった。個体数で水

深２ｍ範囲に 11 個体以上みられた種類を示すと、水深－６～10ｍでメバルが 11～50 個体確認さ

れた。 

    調査地点Ｃ－２では８種類が確認され、水深－６～８ｍで５種類と最も多かった。個体数で水

深２ｍ範囲に 11個体以上みられた種類を示すと、水深－４～８ｍでメバルが、水深－６～８ｍ

でスズメダイがそれぞれ 51 個体以上確認された。このほかに水深－２～８ｍでキュウセンが 11

～50 個体確認された。 

    調査地点Ｃ－３では４種類が確認され、水深－６～８ｍで３種類と最も多かった。個体数で水

深２ｍ範囲に 11 個体以上みられた種類を示すと、水深－４～９ｍでキュウセンが 51 個体以上確

認された。 
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では水深－４～６ｍでメバルが１～２個体確認されたのみであった。 

    調査地点Ｄ－２では９種類が確認され、水深－６～８ｍで９種類と最も多かった。個体数で水

深２ｍ範囲に 11 個体以上みられた種類を示すと、水深－４～６ｍでウミタナゴが 11～50 個体確

認された。 

    調査地点Ｄ－３では８種類が確認され、水深－６～８ｍで７種類と最も多かった。水深２ｍ範

囲に個体数が最も多かったのはメバルとウミタナゴで、メバルが水深－２～４ｍと水深－６～８

ｍで、ウミタナゴが水深－２～８ｍでそれぞれ３～10個体確認された。 

    調査地点Ｄ－５では 10 種類が確認され、エコ岸壁の遊水室内で７種類と最も多かった。観察

部位の範囲で 11個体以上みられた種類を示すと、エコ岸壁の遊水室内と周辺においてメバルと

スズメダイが、エコ岸壁の周辺においてマアジがそれぞれ 50個体以上確認された。このほかに

遊水室内と周辺においてウミタナゴが、貫通孔においてメバルがそれぞれ 11～50 個体確認され

た。 
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表３－２－３（１） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 

平成19年８月４日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
小礫
砂

魚類 メジナ(18～20) r
コモンフグ(4) rr
アナハゼ（8～10） rr rr
ササノハベラ（8～15） r r
ウミタナゴ(8～12) r
アイナメ(30) rr
クロダイ(25) rr
スズメダイ(7～10) r
カサゴ(5) rr
メバル（6～8） r r
ネズッポ科(5～7) r
カレイ科(7) rr
ハゼ科（8） rr

その他 マダコ(15～20) rr r rr
- 4 9 2 4

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(14)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表３－２－３（２） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成19年８月４日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック ブロック ブロック
ブロック
小礫
砂

魚類 ウミタナゴ(10～12) r
イシダイ(20) rr
メジナ(15～20) r
アイナメ(25～30) rr rr
メバル(8～15) rr r
キュウセン(15～20) rr r rr
ササノハベラ(10～20) ｒ r r rr
クロダイ(20～25) r r rr
ウマヅラハギ(20～25) r
アナハゼ(12) rr
スズメダイ(8～10) c c r
クジメ(15) rr
コモンフグ(12) rr

- 7 8 3 6
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(13)
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表３－２－３（３） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 
平成19年８月４日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
大礫
砂

魚類 イソギンポ科(4) rr
ササノハベラ(8～10) r r
キュウセン(6～12) r rr
クジメ(15) rr
クロダイ(25) rr
アミメハギ(6) rr
ウミタナゴ(8～12) r
メバル(5～8) r r
カレイ科(8～20) rr rr
アナハゼ(10) rr
カサゴ(10) rr

その他 マダコ(10～20) rr r
2 3 8 3 1

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(12)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－３（４） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 

平成19年８月４日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

ブロック ブロック
小礫
砂

小礫
砂

魚類 イソギンポ科(4) rr
クジメ(20) rr
アナハゼ(10) rr
ネズッポ科(5～10) r r
マダイ(3～6) rr rr
キュウセン(10～12) r r
ハゼ科(4～6) c c
カレイ科(5～7) r

その他 マダコ(15) rr
1 1 6 5

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(９)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表３－２－３（５） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成19年８月６日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6

ケーソン ケーソン ケーソン

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－３（６） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 

平成19年８月６日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－３（７） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成19年８月６日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～5

ケーソン ケーソン ケーソン

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－３（８） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年８月６日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4

ケーソン
ブロック
巨礫

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表３－２－３（９） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成19年８月11日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

魚類 ウミタナゴ(10) ｒ r
キュウセン(20) ｒ
クジメ(20～25) r
メバル(6～14) ｃ ｃ

- 1 1 2 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(４)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表３－２－３（10） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成19年８月11日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

魚類 クロダイ(30～35) ｒ
スズキ(50～60) rr
キュウセン(17～20) ｃ ｃ ｃ
ウミタナゴ(8～12) ｒ ｒ
メバル(6～14) cc cc
ササノハベラ(10～17) ｒ
スズメダイ(10～12) cc
クジメ(35) rr

- 3 3 5 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(８)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表３－２－３（11） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成19年８月11日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～9

ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫

魚類 クジメ(15～28) rr rr
キュウセン(18～21) cc cc cc
メバル(8～12) ｒ
クロダイ(35) rr

- - 2 3 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(４)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表３－２－３（12） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年８月１日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

魚類 メバル(7) rr
- - 1 - - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(１)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－３（13） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年８月１日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
大礫

魚類 メバル(8～12) rr r rr r
クロダイ(18～30) ｒ r
ウミタナゴ(8～12) ｃ r
アナハゼ(12) rr
キュウセン(8～12) r
スズキ(30) rr
イシダイ(20～25) r
キチヌ(25～30) rr

その他 マダコ(15～20) rr rr rr
- 1 2 9 2 1 1

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(９)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表３－２－３（14） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成19年８月１日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
泥

魚類 イソギンポ科(5) rr rr
メバル(6～12) r r rr
ウミタナゴ(10～12) r r r
カサゴ(12～15) rr rr rr
イシダイ(18) rr
クロダイ(25) rr
クジメ(12～15) rr rr

その他 マダコ(15～20) rr rr
1 5 1 7 3 - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(８)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表３－２－３（15） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 

平成19年８月１日

遊水室内 周辺 貫通孔

ケーソン ケーソン ケーソン

魚類 イシダイ（5） rr
メバル（5～10） cc cc c
スズメダイ（8～12） cc cc r
ウミタナゴ（8～12） c c
クロダイ（25～30） rr
カサゴ（5） rr
クジメ（12～20） rr r
マアジ（10～12） cc
カレイ科（8） rr

その他 マダコ（15～20） r
7 5 4

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(10)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察部位
エコ岸壁
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 (2) 枠取り採取および分析 

   植物の枠取り分析結果を表３－２－４、動物の枠取り分析結果を表３－２－５に示した。 

 

 ① 植物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では８種類が出現し、総湿重量 38.22g/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが

19.84g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では９種類が出現し、総湿重量 7.80g/0.25ｍ2であり、緑藻綱のアナアオサが 7.50g/0.25

ｍ2と最も多かった。 

    下層では８種類が出現し、総湿重量 11.15g/0.25ｍ2であり、紅藻綱のムカデノリが 7.31g/0.25

ｍ2と最も多かった。 

 

  ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では４種類が出現し、総湿重量 13.37g/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが

12.51g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では９種類が出現し、総湿重量 173.50g/0.25ｍ2であり、紅藻綱のフダラクが 79.09g/0.25

ｍ2と最も多かった。 

    下層では 10 種類が出現し、総湿重量は 169.23g/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のススカケベニが

152.78g/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では４種類が出現し、総湿重量は 1.09g/0.25ｍ2であり、珪藻綱が 0.88g/0.25ｍ2と最も

多かった。 

    中層では９種類が出現し、総湿重量は 27.74g/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のフダラクが

26.63g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では９種類が出現し、総湿重量は 131.10g/0.25ｍ2 ㎡であり、紅藻綱のツノマタ属が

123.71g/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では２種類が出現し、総湿重量は 0.20g/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが

0.18g/0.25ｍ2と多かった。 

    中層では２種類が出現し、総湿重量は 0.04g/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のイトグサ属が

0.04g/0.25ｍ2と多かった。 

    下層では植物は出現しなかった。 
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表３－２－４ 枠取り分析結果(植物) 
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調査地点
（調査日）

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 19.84 (52) ｱﾅｱｵｻ 7.50 (96) ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 7.31 (66)
第２位 ｼｵｸﾞｻ属 14.97 (39) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 0.18 (2) ｱﾅｱｵｻ 1.60 (14)
第３位 ｱｵﾉﾘ属 1.66 (4) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 0.05 (1) ﾌﾀﾞﾗｸ 0.92 (8)

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 12.51 (94) ﾌﾀﾞﾗｸ 79.09 (46) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 152.78 (90)
第２位 Lyngbya sp. 0.57 (4) ｱﾅｱｵｻ 47.64 (27) ｼﾀﾞﾓｸ 9.35 (6)
第３位 ｱｵｻ属 0.22 (2) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 45.87 (26) ｱﾅｱｵｻ 5.64 (3)

第１位 珪藻綱 0.88 (81) ﾌﾀﾞﾗｸ 26.63 (96) ﾂﾉﾏﾀ属 123.71 (94)
第２位 ｱｵｻ属 0.16 (15) ｼｵｸﾞｻ属 0.87 (3) ｶﾊﾞﾉﾘ 6.48 (5)
第３位 ｱｵﾉﾘ属 0.05 (5) ｲﾄｸﾞｻ属 0.07 (-) ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 0.48 (-)

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 0.18 (90) ｲﾄｸﾞｻ属 0.04 (100) 出現種なし
第２位 Lyngbya sp. 0.02 (10) Licmophora sp. + (-)
第３位

注）表中の＋は0.01ｇ未満を示す。また、（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、- は1％未満を示す。

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）
下

（M.W.L.-4.0ｍ）

神戸沖
Ａ－２
（８月４日）

出現種類数 8 9

優占種

8

総湿重量
（g/0.25㎡)

38.22 7.80 11.15

大阪沖
Ｃ－２
（８月11日）

出現種類数 4 9

優占種

10

総湿重量
（g/0.25㎡)

13.37 173.50 169.23

泉大津沖
Ｄ－２
（８月１日）

出現種類数 4 9

優占種

9

総湿重量
（g/0.25㎡)

1.09 27.74 131.10

泉大津沖
Ｄ－３
（８月１日）

出現種類数 2 2

優占種

0

総湿重量
（g/0.25㎡)

0.20 0.04 0.00



 ② 動物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では 29種類が出現し、総個体数1,213 個体/0.25ｍ2、総湿重量 63.52g/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のユスリカ科幼虫が 684 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動物門

のカラマツガイが 58.43g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 80 種類が出現し、総個体数 9,039 個体/0.25ｍ2、総湿重量 259.74g/0.25ｍ2であっ

た。個体数では軟体動物門のムギガイが 1,696 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動物門

のレイシガイが 56.35g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 56種類が出現し、総個体数1,086 個体/0.25ｍ2、総湿重量 92.16g/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のムギガイが 300 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では棘皮動物門のイト

マキヒトデが 59.36g/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では 29 種類が出現し、総個体数 7,731 個体/0.25ｍ2、総湿重量 3,120.22g/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 7,301 個体/0.25ｍ2、

2,880.28g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 62種類が出現し、総個体数1,656 個体/0.25ｍ2、総湿重量 22.12g/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のマルエラワレカラが 286 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では触手動物

門のチゴケムシが 6.12g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 50 種類が出現し、総個体数 846 個体/0.25ｍ2、総湿重量 21.54g/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のムギガイが 231 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動物門のコシ

ダカガンガラが 12.32g/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では 30種類が出現し、総個体数 22,193 個体/0.25ｍ2、総湿重量 7,390.84g/0.25ｍ2であ

った。個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 20,743 個体/0.25ｍ2、

7,361.28g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 52 種類が出現し、総個体数 10,235 個体/0.25ｍ2、総湿重量 77.64g/0.25ｍ2であっ

た。個体数では環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイが 8,560 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重

量では腔腸動物門のイソギンチャク目が 30.89g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 45 種類が出現し、総個体数 564 個体/0.25ｍ2、総湿重量 74.53g/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のムギガイが 186 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動物門のコシ

ダカガンガラが 31.62g/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では 29種類が出現し、総個体数 14,271 個体/0.25ｍ2、総湿重量 5,382.17g/0.25ｍ2であ

っ た 。 個 体 数 と 湿 重 量 で は 、 軟 体 動 物 門 の ム ラ サ キ イ ガ イ が そ れ ぞ れ 

   13,291 個体/0.25ｍ2、湿重量は 5,298.77g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 53種類が出現し、総個体数 11,275 個体/0.25ｍ2、総湿重量 6,362.81g/0.25ｍ2であ

った。個体数では環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイが 3,714 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿
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重量では軟体動物門のムラサキイガイが 5,825.47g/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 57 種類が出現し、総個体数 2,078 個体/0.25ｍ2、総湿重量 229.56g/0.25ｍ2であっ

た。個体数では軟体動物門のムギガイが 472 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では触手動物門の

フサコケムシが 100.47g/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

 

 

表３－２－５ 枠取り分析結果(動物) 

 

調査地点
（調査日）

第１位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 684 (56) ﾑｷﾞｶﾞｲ 1,696 (19) ﾑｷﾞｶﾞｲ 300 (28)
第２位 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 201 (17) ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1,472 (16) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 156 (14)
第３位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 195 (16) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 1,144 (13) Dodecaceria sp. 107 (10)
第１位 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 58.43 (92) ﾚｲｼｶﾞｲ 56.35 (22) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 59.36 (64)
第２位 ﾚｲｼｶﾞｲ 2.38 (4) ﾑｷﾞｶﾞｲ 44.24 (17) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 13.16 (14)
第３位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1.02 (2) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 43.36 (17) ｷﾋﾄﾃﾞ 6.98 (8)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 7,301 (94) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 286 (17) ﾑｷﾞｶﾞｲ 231 (27)
第２位 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 121 (2) ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 187 (11) ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 141 (17)
第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 69 (1) ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 170 (10) ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 85 (10)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 2,880.28 (92) ﾁｺﾞｹﾑｼ 6.12 (28) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 12.32 (57)
第２位 ﾏｶﾞｷ 234.03 (8) ﾑｷﾞｶﾞｲ 2.50 (11) ﾑｷﾞｶﾞｲ 2.52 (12)
第３位 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 2.55 (-) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 2.33 (11) ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 1.82 (8)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 20,743 (93) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 8,560 (84) ﾑｷﾞｶﾞｲ 186 (33)
第２位 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 725 (3) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 747 (7) Typosyllis sp. 59 (10)
第３位 多岐腸目 141 (1) ﾑｷﾞｶﾞｲ 404 (4) ｷﾋﾄﾃﾞ 43 (8)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 7,361.28 (100) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 30.89 (40) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 31.62 (42)
第２位 多岐腸目 10.08 (-) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 27.01 (35) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 20.34 (27)
第３位 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 7.38 (-) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 5.03 (6) ｷﾋﾄﾃﾞ 7.95 (11)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 13,291 (93) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 3,714 (33) ﾑｷﾞｶﾞｲ 472 (23)
第２位 ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 243 (2) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 2,850 (25) ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 377 (18)
第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 188 (1) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 980 (9) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 278 (13)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 5,298.77 (98) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 5,825.47 (92) ﾌｻｺｹﾑｼ 100.47 (44)
第２位 ﾏｶﾞｷ 60.98 (1) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 157.54 (2) ｴﾎﾞﾔ 27.76 (12)
第３位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 8.48 (-) ﾚｲｼｶﾞｲ 81.36 (1) ｳﾐﾌｸﾛｳ 17.76 (8)

注）表中の（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、- は1％未満を示す。

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）
下

（M.W.L.-4.0ｍ）

神戸沖
Ａ－２
（８月４日）

出現種類数(種類) 29 80

総湿重量
（g/0.25㎡)

63.52 259.74

56
総個体数
（個体/0.25㎡)

1,213 9,039 1,086

92.16

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

大阪沖
Ｃ－２
（８月11日）

出現種類数(種類) 29 62 50
総個体数
（個体/0.25㎡)

7,731 1,656 846

総湿重量
（g/0.25㎡)

3,120.22 22.12 21.54

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

泉大津沖
Ｄ－２
（８月１日）

出現種類数(種類)

総湿重量
（g/0.25㎡)

湿重量
からみた
優占種

30 52 45
総個体数
（個体/0.25㎡)

22,193 10,235 564

7,390.84 77.64 74.53

個体数
からみた
優占種

泉大津沖
Ｄ－３
（８月１日）

出現種類数(種類) 29 53

総湿重量
（g/0.25㎡)

5,382.17 6,362.81 229.56

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

57
総個体数
（個体/0.25㎡)

14,271 11,275 2,078
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第４章 秋季調査結果 

 

１．調査実施日 

 

 (1) 神戸沖処分場  平成１９年１１月１１日 

 (2) 尼崎沖処分場  平成１９年１１月 ２日    

 (3) 大阪沖処分場  平成１９年１１月 ３日 

 (4) 泉大津沖処分場 平成１９年１１月 １日 

 

 

２．水質調査 

 

 (1) 一般観測 

   一般観測結果を表４－１－１に示した。 

  

 ① 天気・雲量・気温 

   Ａ．神戸沖では天気は曇り～晴、雲量は６～10、気温は 18.0～18.8℃であった。 

   Ｂ．尼崎沖では天気は曇り～晴、雲量は６～９、気温は 14.8～16.6℃であった。 

   Ｃ．大阪沖では天気は晴、雲量は２～３、気温は 14.8～19.0℃であった。 

   Ｄ．泉大津沖では天気は雨、雲量は 10、気温は 17.4～18.2℃であった。 

 

 ② 風浪階級・風向・風速 

   Ａ．神戸沖では風浪階級は１～２、風速は 5.2～6.4ｍ/ｓ、風向は西から北西であった。 

   Ｂ．尼崎沖では風浪階級は１、風速は 1.2～3.3ｍ/ｓ、風向は北西から北であった。 

   Ｃ．大阪沖では風浪階級は１、風速は 1.6～3.3ｍ/ｓ、風向は北東から東であった。 

   Ｄ．泉大津沖では風浪階級は１、風速は 1.7～2.5ｍ/ｓ、風向は南東であった。 

 

 ③ 透明度・水色 

   Ａ．神戸沖では透明度は 4.5～6.1ｍ、水色は調査地点Ａ－２、７でボトルグリーン、調査地Ａ

－４、５で黒緑であった。 

   Ｂ．尼崎沖では透明度は 3.1～3.6ｍ、水色は全地点とも黒緑であった。 

   Ｃ．大阪沖では透明度は 3.2～8.5ｍ、水色は調査地点Ｃ－１、３でボトルグリーン、調査地点

Ｃ－２でオリーブグリーンであった。 

   Ｄ．泉大津沖では透明度は 2.8～3.1ｍ、水色は２地点ともボトルグリーンであった。 
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表４－１－１ 一般観測結果 

 
調査地点 Ａ－２ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－７

調査時間 11：35～12：55 8：40～9：22 9：49～10：35 10：45～11：25

天気・雲量 晴・６ 曇り・10 曇り・９ 曇り・８

気温 18.8℃ 18.4℃ 18.0℃ 18.0℃

風浪階級 1 １ ２ １

風速・風向 5.4ｍ/ｓ・北西 6.4ｍ/ｓ・西 5.2ｍ/ｓ・西 5.7ｍ/ｓ・西

透明度 6.1ｍ 4.7ｍ 4.6ｍ 4.5ｍ

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

黒緑
3G 2.0/1.5

黒緑
3G 2.0/1.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 17.0ｍ 17.5ｍ 11.9ｍ 10.6ｍ

調査地点 Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７

調査時間 9：38～9：55 8：25～8：50 10：35～11：02 8：58～9：21 10：05～10：28

天気・雲量 曇り・９ 曇り・９ 晴・６ 曇り・９ 晴・７

気温 15.2℃ 14.8℃ 16.6℃ 14.8℃ 15.4℃

風浪階級 １ 1 １ １ １

風速・風向 3.3ｍ/ｓ・北西 1.4ｍ/ｓ・北西 2.0ｍ/ｓ・北西 2.3ｍ/ｓ・北 1.2ｍ/ｓ・北

透明度 3.5ｍ 3.1ｍ 3.3ｍ 3.6ｍ 3.1ｍ

黒緑
3G 2.0/1.5

黒緑
3G 2.0/1.5

黒緑
3G 2.0/1.5

黒緑
3G 2.0/1.5

黒緑
3G 2.0/1.5

水深 6.6ｍ 5.6ｍ 14.0ｍ 8.3ｍ 6.6ｍ

調査地点 Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３

調査時間 11：10～12：00 9：52～11：04 9：00～9：45

天気・雲量 晴・３ 晴・３ 晴・２

気温 19.0℃ 15.8℃ 14.8℃

風浪階級 １ １ １

風速・風向 1.6ｍ/ｓ・東 2.4ｍ/ｓ・東 3.3ｍ/ｓ・北東

透明度 3.8ｍ 3.2ｍ 8.5ｍ

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 13.2ｍ 15.6ｍ 9.6ｍ

調査地点 Ｄ－１ Ｄ－２

調査時間 9：05～9：25 11：26～11：45

天気・雲量 雨・10 雨・10

気温 17.4℃ 18.2℃

風浪階級 １ １

風速・風向 1.7ｍ/ｓ・南東 2.5ｍ/ｓ・南東

透明度 2.8ｍ 3.1ｍ

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 13.8ｍ 12.8ｍ

水色

神戸沖
（11月11日）

水色

水色

尼崎沖
（11月２日）

大阪沖
（11月３日）

泉大津沖
（11月１日）

水色
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 (2) 機器測定 
   水質測定結果の概要を表４－１－２、図４－１－１、鉛直分布図を図４－１－２に示した。 

 

 ① 水温 

   Ａ．神戸沖の水温は 19.1～20.9℃の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけてわずかに上

昇した。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖の水温は 20.5～23.0℃の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて徐々に上昇

した。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｃ．大阪沖では 17.7～22.4℃の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて上昇した。この

うち、調査地点Ｃ－１では水深±０～－0.5ｍに、調査地点Ｃ－２では水深－９～10ｍに水

温が著しく上昇する躍層がみられた。地点間で比較すると、調査地点Ｃ－１で水温の変化の

範囲が大きかった。 

   Ｄ．泉大津沖では 21.4～22.7℃の範囲を示し、２地点とも表層から底層にかけてわずかに上昇

した。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

 

 ② 塩分 

   Ａ．神戸沖では 31.3～32.4 の範囲を示し、４地点とも概ね鉛直混合していた。地点間で比較す

ると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖では 29.2～32.4 の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて高くなった。地点

間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｃ．大阪沖では 28.0～32.6 の範囲を示し、調査地点Ｃ－１では水深±０～－0.5ｍに、調査地点

Ｃ－２では水深－９～10ｍに塩分が著しく高くなる躍層がみられた。一方で、調査地点Ｃ－

３では概ね鉛直混合していた。地点間で比較すると、調査地点Ｃ－１で塩分の変化の範囲が

大きかった。 

   Ｄ．泉大津沖では 32.2～32.9 の範囲を示し、２地点とも概ね鉛直混合していた。地点間で比較

すると、ほぼ同様の範囲であった。 
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 ③ ＤＯ 

   Ａ．神戸沖では 4.8～8.3mg/L の範囲を示し、調査地点Ａ－２、４、７では表層から底層にかけ

て徐々に低くなったが、調査地点Ａ－５では概ね鉛直混合していた。地点間で比較すると、

調査地点Ａ－５ではＤＯの変化の範囲が小さかった。 

   Ｂ．尼崎沖では 1.2～6.1mg/L の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて低くなった。地

点間で比較すると、水深が深い調査地点Ｂ－５で変化の範囲が大きく、水深－９ｍのＤＯは

1.2 mg/L と低かった。 

   Ｃ．大阪沖では 4.0～7.4mg/L の範囲を示し、調査地点Ｃ－１、２では表層から底層にかけて徐々

に低くなったが、調査地点Ｃ－３では概ね鉛直混合していた。地点間で比較すると、調査地

点Ｃ－３ではＤＯの変化の範囲が小さかった。 

   Ｄ．泉大津沖では 3.8～5.9mg/L の範囲を示し、調査地点Ｄ－１では概ね鉛直混合していたが、

調査地点Ｄ－２では表層から底層にかけて徐々に低くなった。 

 

 ④ 光量 

   Ａ．神戸沖では光量子束密度は 0.7～1,245.0μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも

底層ほど低くなった。調査地点Ａ－５では水深－８ｍで、調査地点Ａ－２、４では水深－12

ｍで相対光量が１％以下となったが、調査地点Ａ－７では底層でも 2.4％と高かった。 

   Ｂ．尼崎沖では光量子束密度は 1.4～883.5μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも底

層ほど低くなった。水深の深かった調査地点Ｂ－５では水深－10ｍで相対光量が１％以下と

なったが、その他の地点では底層でも１％以上であった。鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じで

あった。 

   Ｃ．大阪沖では光量子束密度は 1.7～1,549.0μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも

底層ほど低くなった。調査地点Ｃ－２では水深－８ｍ、調査地点Ｃ－１では水深－９ｍで相

対光量が１％以下となったが、調査地点Ｃ－３では底層でも 25.9％と非常に高かった。 

   Ｄ．泉大津沖では光量子束密度は 0.4～78.5μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも底

層ほど低くなった。調査地点Ｄ－２では水深－９ｍ、調査地点Ｄ－１では水深－11ｍで相対

光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 
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表４－１－２ 水質測定結果概要表 
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水温
（℃）

塩分
（－）

ＤＯ
（mg/L）

相対光量
（％）

光量子束密度
（μE/ｍ2/sec）

Ａ－２  19.1 ～ 20.8  31.3 ～ 32.1   5.1 ～  8.3   0.3 ～ 95.6   3.5 ～ 1,245.0

Ａ－４  19.9 ～ 20.9  31.3 ～ 32.4   5.7 ～  7.8   0.4 ～ 73.5   0.7 ～   121.7

Ａ－５  19.6 ～ 20.0  31.6 ～ 31.8   7.9 ～  8.3   0.5 ～ 97.0   1.4 ～   292.0

Ａ－７  19.7 ～ 20.5  31.4 ～ 31.8   4.8 ～  7.4   2.4 ～ 61.4  24.1 ～   608.4

Ｂ－１  20.5 ～ 22.6  29.5 ～ 31.8   2.5 ～  5.5   4.8 ～ 63.5  15.2 ～   199.9

Ｂ－２  21.4 ～ 22.1  29.8 ～ 31.3   3.6 ～  5.2   5.9 ～ 52.1   8.0 ～    70.5

Ｂ－５  20.5 ～ 23.0  29.2 ～ 32.4   1.2 ～  6.1   0.4 ～ 58.7   1.4 ～   188.7

Ｂ－６  21.2 ～ 22.7  30.3 ～ 31.9   2.8 ～  5.7   2.3 ～ 66.2   3.3 ～    95.6

Ｂ－７  20.9 ～ 22.1  29.6 ～ 31.0   2.9 ～  4.5   1.4 ～ 63.0  19.4 ～   883.5

Ｃ－１  17.7 ～ 22.4  28.0 ～ 32.4   4.0 ～  6.4   0.4 ～ 92.2   6.8 ～ 1,549.0

Ｃ－２  20.1 ～ 22.3  30.4 ～ 32.6   5.0 ～  7.4   0.1 ～ 66.1   1.7 ～ 1,112.4

Ｃ－３  20.1 ～ 21.0  31.1 ～ 31.8   4.2 ～  5.2  25.9 ～ 88.7  26.2 ～    89.7

Ｄ－１  21.7 ～ 22.4  32.2 ～ 32.5   4.2 ～  4.8   0.8 ～ 79.8   0.4 ～    40.9

Ｄ－２  21.4 ～ 22.7  32.2 ～ 32.9   3.8 ～  5.9   0.8 ～ 86.6   0.7 ～    78.5
泉大津沖

　  　　    項目(単位)
  調査地点

神戸沖

尼崎沖

大阪沖
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図４－１－１ 水質測定結果概要図 
← 最大値 

← 最小値 
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４－１－２（１） 鉛直分布図（水温） 
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図４－１－２（２） 鉛直分布図（塩分） 
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図４－１－２（３） 鉛直分布図（ＤＯ） 
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図４－１－２（４） 鉛直分布図（相対光量） 
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３．生物調査 

 

 (1) 目視観察 

   植物の目視観察の結果を表４－２－１、動物の目視観察の結果を表４－２－２、魚類の目視観察

の結果を表４－２－３に示した。 

 

 ① 植物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、植物は水深＋１～－５ｍに分布し、７種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－２ｍ、－４ｍおよび水深－５ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種

類を示すと、水深±０～－１ｍで緑藻綱のアオサ属が 30～80％であった。この他に、藻場構成

種として、水深－２ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度５％未満で確認された。 

    調査地点Ａ－４では、植物は水深±０～－６ｍに分布し、７種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深±０ｍで４種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍで

緑藻綱のアオサ属が 40％であった。 

    調査地点Ａ－５では、植物は水深±０～－２ｍと水深－４～５ｍに分布し、５種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深±０ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなか

った。 

    調査地点Ａ－７では、植物は水深±０～－１ｍと水深－４～５ｍに分布し、４種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深±０ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示す

と、水深±０ｍで緑藻綱のアオサ属が 50％であった。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１、６では、植物は確認されなかった。 

調査地点Ｂ－２では、植物は水深±０ｍと水深－２ｍに分布し、２種類が確認された。種類数

はいずれの水深も１種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 

    調査地点Ｂ－７では、植物は水深－１～３ｍに分布し、３種類が確認された。種類数が多かっ

たのは水深－１ｍで２種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 
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  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、植物は水深±０～－４ｍに分布し、７種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－３ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。藻場構成種

として、水深－３ｍで褐藻綱のシダモクが被度５～10％で、水深－３～４ｍで褐藻綱のタマハハ

キモクが被度５％未満で確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、植物は水深±０～－７ｍに分布し、６種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－３～５ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１

ｍで緑藻綱のアオサ属が 75％であった。この他に、藻場構成種として、水深－３ｍで褐藻綱の

タマハハキモクが被度５％未満で、水深－４ｍで褐藻綱のシダモクが被度５％で確認された。 

    調査地点Ｃ－３では、植物は水深±０～－８ｍに分布し、４種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－５ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 

 

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、植物は水深±０ｍのみに分布し、３種類が確認された。被度 30％以上

でみられた種類を示すと、水深±０ｍで緑藻綱のアオサ属が 30％であった。 

    調査地点Ｄ－２では、植物は水深±０～－４ｍと水深－６～７ｍに分布し、９種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深－１ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示す

と、水深±０～－２ｍで珪藻綱が 30～60％、水深－１ｍで緑藻綱のミルが 30％であった。 

    調査地点Ｄ－３では、植物は水深±０～－２ｍと水深－７～８ｍに分布し、８種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深±０ｍで４種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示す

と、水深±０ｍで珪藻綱が 60％であった。 

    調査地点Ｄ－５では、植物はエコ岸壁の壁面の水深＋１～±０ｍのみに分布し、緑藻綱のアオ

サ属が被度 10％で確認されたのみであった。遊水室内では、上室、下室ともに植物は確認され

なかった。 

 

－88－ 



表４－２－１（１） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 

平成19年11月11日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

緑藻綱 アオサ属 + 80 30 10 10 + +
褐藻綱 タマハハキモク +
紅藻綱 フダラク +

イギス科 20 10 + +
イワノカワ科 + +

藍藻綱 藍藻綱 +
珪藻綱 珪藻綱 +

2 2 2 3 2 3 3 - - - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

出現種類数（７）

 

 

 

表４－２－１（２） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成19年11月11日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

緑藻綱 アオサ属 40 10 + +
シオグサ属 +

紅藻綱 フダラク + + +
イギス科 + + +
カバノリ + +
サビ亜科 10 +

藍藻綱 藍藻綱 20
- 4 2 3 2 1 2 2 - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
出現種類数（７）

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－１（３） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成19年11月11日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

緑藻綱 アオサ属 20 + +
シオグサ属 + + +

紅藻綱 イギス科 + +
イワノカワ科 +

藍藻綱 藍藻綱 +
- 3 2 2 - 2 1 - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）
観察枠　No.

出現種類数（５）

 

 

 

表４－２－１（４） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成19年11月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

緑藻綱 アオサ属 50 + +
紅藻綱 イギス科 + +
藍藻綱 藍藻綱 10
珪藻綱 珪藻綱 +

- 3 1 - - 2 1 - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

出現種類数（４）

観察枠　No.
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表４－２－１（５） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 
平成19年11月２日

1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現なし

 
 

 

表４－２－１（６） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成19年11月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオノリ属 +
紅藻綱 イギス科 +

- 1 - 1 - - - - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）

出現種類数（２）

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表４－２－１（７） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 
平成19年11月２日

1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.

出現なし

 
 

 

表４－２－１（８） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年11月２日
1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

緑藻綱 シオグサ属 + +
紅藻綱 イギス科 +
藍藻綱 藍藻綱 10

- - 2 1 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

出現種類数（３）

観察枠　No.
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表４－２－１（９） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成19年11月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 + + +
シオグサ属 +

褐藻綱 シダモク 5 10
タマハハキモク + +

紅藻綱 イギス科 5 + 10
イワノカワ科 +

藍藻綱 藍藻綱 15
- 1 1 1 1 6 2 1 - - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（７）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表４－２－１（10） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成19年11月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 ボタンアオサ 15
アオサ属 75 + + +

褐藻綱 タマハハキモク +
シダモク 5

紅藻綱 イギス科 + + + +
イワノカワ科 + + +

- 1 1 1 3 3 3 1 1 - - -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：ボタンアオサはアオサ属の他種である可能性がある。

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

水深（ｍ）

出現種類数（６）

 

 

 

表４－２－１（11） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成19年11月３日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 + 5 5 +
シオグサ属 20 + +

紅藻綱 イギス科 + + 5 +
イワノカワ科 + + +

- 1 1 2 2 2 3 1 1 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（４）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）
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表４－２－１（12） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年11月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

緑藻綱 アオサ属 30
アオノリ属 +

珪藻綱 珪藻綱 +
- 3 - - - - - - - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（３）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表４－２－１（13） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年11月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

緑藻綱 アオサ属 10 10
アオノリ属 +
ミル 30
シオグサ属 +

紅藻綱 イギス科 +
カバノリ + + +
サビ亜科 +
イワノカワ科 +

珪藻綱 珪藻綱 60 40 30 +
- 3 5 1 1 1 - 3 1 - - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

水深（ｍ）
観察枠　No.

出現種類数（９）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表４－２－１（14） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 
平成19年11月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

緑藻綱 アオサ属 10
アオノリ属 +
シオグサ属 +

紅藻綱 イギス科 +
イワノカワ科 + +
カバノリ + +

藍藻綱 藍藻綱 +
珪藻綱 珪藻綱 60 10 +

- 4 3 1 - - - - 2 2 - - - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（８）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表４－２－１（15） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成19年11月１日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

緑藻綱 アオサ属 10
1 - - - - - - - - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
出現種類数（１）

水深（ｍ）

　　　　　　　　基質または部位
種類名

観察場所

上室 下室
遊水室

エコ岸壁
壁面
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 ② 動物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深＋１ｍ

で節足動物門のイワフジツボが 40％、水深－１～２ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～

70％、水深－４～５ｍで節足動物門のサンカクフジツボが 80％であった。個体数で一枠あたり

10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のイボニシが 54 個体確認された。 

    調査地点Ａ－４では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１～２ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－

１～３ｍで腔腸動物門のチギレイソギンチャクが 30～70％、水深－１～４ｍで環形動物門のカ

ンザシゴカイ科が 30～90％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、

水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビとタマキビがそれぞれ 126 個体と 16個体、水深±０

ｍで節足動物門のヤドカリ科が 12個体確認された。 

    調査地点Ａ－５では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、25 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１ｍ

で腔腸動物門のチギレイソギンチャクが 30％、水深－１～３ｍと環形動物門のカンザシゴカイ

科が 80～90％、水深－４ｍで節足動物門のサンカクフジツボが 30％であった。個体数で一枠あ

たり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 18 個体、

水深±０ｍで軟体動物門のレイシガイが 21個体確認された。 

    調査地点Ａ－７では、動物は水深＋１～－８ｍに分布し、19 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで 10 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

２ｍで腔腸動物門のチギレイソギンチャクが 50～60％、水深－１～３ｍで環形動物門のカンザ

シゴカイ科が 40～100％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水

深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 31 個体、水深－１ｍで軟体動物門のイボニシが 11

個体確認された。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１では、動物は水深＋１～－６ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０～－１ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深

±０ｍで軟体動物門のコウロエンカワヒバリガイとマガキがそれぞれ 50％と 40％、水深－１ｍ

で節足動物門の Balanus 属が 60％、水深－５～６ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30％であっ

た。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレ

タマキビが 18個体確認された。 

    調査地点Ｂ－２では、動物は水深＋１～－８ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１ｍ

で節足動物門のフジツボ属が 35％、水深－３～４ｍで腔腸動物門のチギレイソギンチャクが 30

～35％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動

物門のアラレタマキビが 25 個体確認された。 
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    調査地点Ｂ－６では、動物は水深＋１～－５ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で軟体動物門のコウロエンカワヒバリガイが 65％、水深－１ｍで腔腸動物門のチギレイソギン

チャクが 35％、水深－３～５ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 45～65％であった。個体数で一

枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 24

個体確認された。 

    調査地点Ｂ－７では、動物は水深＋１～－４ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０～－１ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深

－２～３ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 85～90％であった。一枠あたりの個体数が最も多か

ったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水深＋１ｍで３個体確認された。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、24 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 60～95％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上み

られた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 11 個体確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、20 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍと水深－６ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、

水深－２ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 75％、水深－４～６ｍで節足動物門のサンカク

フジツボが 45～95％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深＋

１ｍで軟体動物門のタマキビが 83個体確認された。 

調査地点Ｃ－３では、動物は水深±０～－９ｍに分布し、20 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２～３ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－

６ｍで節足動物門のサンカクフジツボが 30％であった。一枠あたりの個体数が最も多かったの

は軟体動物門のヨメガカサで、水深＋１ｍで８個体確認された。 
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１～３ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－

１ｍで原索動物門のシロボヤが 30％、水深－２～６ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～

50％、水深－５～10ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30～80％であった。個体数で一枠あたり

10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 28個体、水深

±０ｍで軟体動物門のイボニシが 22 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－２では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、19 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深＋１ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－３～

12ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 60～80％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上みられ

た種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビとカモガイがそれぞれ 38 個体と 11

個体確認された。 

    調査地点Ｄ－３では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－４ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２～

４ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～50％、水深－４～８ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）

が 30％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動

物門のアラレタマキビが 60 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－５では、動物は水深＋１～－5.5ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数は

壁面で 11種類、遊水室内では上室において８種類、下室において５種類で、種類数が多かった

のは壁面の水深±０～－１ｍと水深－２～３ｍで８種類であった。エコ岸壁において被度 30％

以上でみられた種類を示すと、壁面の水深±０～－４ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 40

～80％、壁面の水深－３～5.5ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 50～80％、上室の上面で原索

動物門のシロボヤが 50％、上室の側面、下室の上面及び側面で環形動物門のカンザシゴカイ科

で 30％～40％、下室の側面で環形動物門多毛綱（泥巣）が 30％であった。一枠あたりの個体数

が最も多かったのは棘皮動物門のイトマキヒトデで水深４～５ｍと水深５～5.5ｍでそれぞれ

１個体確認された。なお、遊水室内では計数の対象となる種類は出現しなかった。 
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表４－２－２（１） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成19年11月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

腔腸動物門 ヒドロ虫綱 +
チギレイソギンチャク +
ハナギンチャク科 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 30 70 20 + +
多毛綱（泥巣） + + + + + + +

触手動物門 コケムシ綱 + +
フサコケムシ科 10 +

軟体動物門 ケガキ +
イボニシ (54) (4)
レイシガイ (3) (2) (2) (4) (9)
裸鰓目 (1)
コシダカガンガラ (1) (1)

節足動物門 イワフジツボ 40
ヤドカリ科 (2) (1)
サンカクフジツボ + + 20 80 80 10 +

棘皮動物門 イトマキヒトデ (5) (1) (2) (2) (3)
キヒトデ (3) (6) (2) (3)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + +
3 4 9 5 8 5 5 5 3 2 1 1

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.

出現種類数（18）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－２（２） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成19年11月11日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

腔腸動物門 チギレイソギンチャク 10 70 30 40 10 10 + +
ハナギンチャク科 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 50 90 80 30
多毛綱（泥巣） 10 10 10 10 + +

触手動物門 コケムシ綱 + + +
フサコケムシ科 + +

軟体動物門 アラレタマキビ (126)
カモガイ (2)
タマキビ (16)
イボニシ (8)
レイシガイ (1) (1)
ミドリイガイ +
キクザルガイ科 +

節足動物門 イワフジツボ +
ヤドカリ科 (12) (2) (3) (1)

棘皮動物門 イトマキヒトデ (1)
原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + + 10 10 +

4 6 7 7 5 5 2 3 3 1 1 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.

出現種類数（17）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－２（３） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 
平成19年11月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

腔腸動物門 ヒドロ虫綱 +
タテジマイソギンチャク 5
チギレイソギンチャク 30 20 10
イソギンチャク目 +
シオガマサンゴ + + +
ハナギンチャク科 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 90 90 80 + +
ミズヒキゴカイ科 +

触手動物門 コケムシ綱 + + +
フサコケムシ科 10 10 +

軟体動物門 アラレタマキビ (18)
カモガイ (3)
ミドリイガイ +
イボニシ (3)
レイシガイ (21) (2)
ケガキ +
カゴメガイ (1)
シマメノウフネガイ + + + +

節足動物門 イワフジツボ + +
ヤドカリ科 (2)
サンカクフジツボ 30 20 +

棘皮動物門 サンショウウニ (1) (2) (3) (1) (1) (1)
キヒトデ (1) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + +
シロボヤ +

3 8 6 6 7 5 4 5 3 2 2 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（25）

水深（ｍ）
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表４－２－２（４） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成19年11月11日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

腔腸動物門 ヒドロ虫綱 +
タテジマイソギンチャク 5
チギレイソギンチャク + 60 50 +
ハナギンチャク科 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 40 100 100 +
多毛綱（泥巣） + +

触手動物門 フサコケムシ科 + +
コケムシ綱 + + +

軟体動物門 カモガイ (3)
アラレタマキビ (31)
イボニシ (5) (11)
ミドリイガイ + +
レイシガイ (2) (4)
シマメノウフネガイ + +

節足動物門 サンカクフジツボ + + + + 20 + +
棘皮動物門 イトマキヒトデ (3) (4) (6) (1) (2) (1) (1)

サンショウウニ (2) (1)
キヒトデ (4) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + +
2 6 10 9 7 7 5 2 1 1

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（19）

 
 

 

表４－２－２（５） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成19年11月２日
1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク 5 + +
チギレイソギンチャク + 15 15 10 + + +
ヒドロ虫綱 +
イソギンチャク目 +

環形動物門 多毛綱（泥巣） + 15 10 25 30 30
カンザシゴカイ科 10 + + + +

触手動物門 コケムシ綱 +
軟体動物門 アラレタマキビ (18)

コウロエンカワヒバリガイ 50
マガキ 40
ミドリイガイ + 15 15
イボニシ （3）

節足動物門 イワフジツボ +
Balanus属 60 25

原索動物門 スチエラ科 +
マンハッタンボヤ + 10 +

1 7 7 6 5 5 4 3
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（16）

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

 

 

 

表４－２－２（６） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成19年11月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク + +
チギレイソギンチャク 10 5 35 30 +
ヒドロ虫綱 + +
イソギンチャク目 +
シオガマサンゴ +

環形動物門 多毛綱（泥巣） 10 15 15 20 20 5 + 5
カンザシゴカイ科 5 + +
ミズヒキゴカイ科 + +

軟体動物門 アラレタマキビ (25)
マガキ 15
ミドリイガイ + 10 + +
コウロエンカワヒバリガイ 15
イボニシ (6)

節足動物門 イワフジツボ + +
Balanus属 35 5

原索動物門 スチエラ科 +
マンハッタンボヤ +

2 6 7 6 4 4 2 3 3 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（17）

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名
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表４－２－２（７） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成19年11月２日
1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク + +
チギレイソギンチャク 35 10 + +
ヒドロ虫綱 +
イソギンチャク目 +

環形動物門 多毛綱（泥巣） 5 10 45 60 65
カンザシゴカイ科 15 + + +

触手動物門 コケムシ綱 +
軟体動物門 アラレタマキビ (24)

コウロエンカワヒバリガイ 65 +
ミドリイガイ 5 25 5
マガキ +

節足動物門 Balanus属 + 5
イワフジツボ + 5

原索動物門 シロボヤ 10 +
カタユウレイボヤ +
マンハッタンボヤ + 5

1 6 7 6 5 4 5
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（16）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－２（８） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 
平成19年11月２日

1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク + +
チギレイソギンチャク + +
イソギンチャク目 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 +
多毛綱（泥巣） 85 90 15
ミズヒキゴカイ科 +

軟体動物門 アラレタマキビ (3)
タマキビ (1)
コウロエンカワヒバリガイ 25
ミドリイガイ + +

節足動物門 タテジマフジツボ 20
Balanus属 + 5

2 5 5 2 2 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（12）

観察枠　No.

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）

 
 

 

表４－２－２（９） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成19年11月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 + + + + + +
腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

Anthopleura属 + +
チギレイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 + + +
シオガマサンゴ + + + + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 85 95 65 60 65 5 + + + + +
多毛綱（泥巣） + 5 + + +
ミズヒキゴカイ科 + + +
ウズマキゴカイ科 +

触手動物門 コケムシ綱 10 +
軟体動物門 アラレタマキビ (11)

タマキビ (2)
レイシガイ (5) (1) (1)
マガキ +
ユキノカサガイ科 (1)
コシダカガンガラ (2) (1) (1)
ナミマガシワ科 (1) (1)
ミドリイガイ +

節足動物門 サンカクフジツボ + + +
ヤドカリ類 (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + 5 + +
カタユウレイボヤ +

－ 卵塊 + +
2 4 8 6 6 5 7 6 4 4 3 3 4 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（24）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）
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表４－２－２（10） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成19年11月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 +
腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

チギレイソギンチャク 5 +
シオガマサンゴ + + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 75 15 + + + + + + +
多毛綱（泥巣） + + + +
ミズヒキゴカイ科 + + +
ウズマキゴカイ科 + +

触手動物門 コケムシ綱 + 5 +
軟体動物門 タマキビ (83)

アラレタマキビ (7)
マガキ + 15
コシダカガンガラ (1) (1)
ナミマガシワ科 (1)
カゴメガイ (1)
シマメノウフネガイ (2)

節足動物門 タテジマフジツボ +
サンカクフジツボ + 90 95 45 + + +
ヤドカリ科 +

原索動物門 ホヤ綱（群体性） +
2 3 5 6 5 5 4 6 4 2 3 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（20）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

水深（ｍ）
観察枠　No.

 

 

 

表４－２－２（11） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 
平成19年11月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + + +
イソギンチャク目 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 20 + + 5 10 15 + +
多毛綱（泥巣） + + + + + + + 5
ウズマキゴカイ科 +

軟体動物門 カラマツガイ （3）
ヨメガカサ （8）
レイシガイ (1)
ナミマガシワ科 (5) (1)
裸鰓目 (1)
ムギガイ (2)

節足動物門 Balanus属 +
タテジマフジツボ +
サンカクフジツボ + + 10 30 10 +
ヤドカリ類 (2)

棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (1)
原索動物門 スチエラ科 + +

ホヤ綱（群体性） +
エボヤ +

- 2 7 8 8 4 3 3 3 3 4
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（20）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－２（12） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成19年11月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク 5
チギレイソギンチャク 10 10 5 5 +
シオガマサンゴ +

環形動物門 カンザシゴカイ科 20 30 40 50 40 40 20 20 + +
多毛綱（泥巣） + + 10 30 30 50 50 80 80

触手動物門 コケムシ綱 + +
軟体動物門 アラレタマキビ (28)

ケガキ 10
カラマツガイ (1)
イボニシ (22)
ミドリイガイ + + + +
ムラサキイガイ +
シマメノウフネガイ + + + + + + +

節足動物門 イワフジツボ + +
ヨーロッパフジツボ + +

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + 10 + 10 +
シロボヤ 30 + + +
ユウレイボヤ属 + +

2 5 8 8 8 7 6 3 3 4 3 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（18）
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表４－２－２（13） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年11月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + 10 + +
シオガマサンゴ +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 10 10 + +
多毛綱（泥巣） + 10 60 80 80 80 80 80 80 80 80 80

触手動物門 コケムシ綱 + +
アミコケムシ科 + + + + + +

軟体動物門 アラレタマキビ (38)
コガモガイ (3)
カラマツガイ (6)
ベッコウガサ (1)
マツバガイ (2)
カモガイ (11)
ヒザラガイ (1)
ミドリイガイ + + + + +
シマメノウフネガイ + + +

節足動物門 イワフジツボ +
棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (1) (1)
原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + +

7 2 5 5 3 6 3 3 3 3 4 3 3 3 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

出現種類数（19）

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－２（14） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 
平成19年11月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + 20 10 5 +
シオガマサンゴ +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 30 50 50 20 10
多毛綱（泥巣） + 10 30 30 30 30 30 20 20 20 10

触手動物門 コケムシ綱 + + +
アミコケムシ科 + +

軟体動物門 アラレタマキビ (60) + +
カモガイ (1)
タマキビ (5)
イボニシ (2)
レイシガイ (1)
ミドリイガイ + +
シマメノウフネガイ + + +

節足動物門 イワフジツボ +
原索動物門 エボヤ +

ホヤ綱（群体性） + + +
シロボヤ +

3 4 4 4 6 7 3 2 3 2 4 3 1 1 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（18）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表４－２－２（15） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 

平成19年11月１日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

腔腸動物門 チギレイソギンチャク 10 10 + + + 10 10 20 +
環形動物門 カンザシゴカイ科 20 80 60 70 40 20 + 10 30 30 40

多毛綱（泥巣） + 10 20 50 70 80 + 10 30
触手動物門 コケムシ綱 + 10 20 20 + 20 + +

フサコケムシ科 + + +
軟体動物門 ミドリイガイ + + + + +

ムラサキイガイ 20 +
棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (1)
原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + + +

シロボヤ + 5 5 + + 50 + + +
ユウレイボヤ属 +

6 8 6 8 5 4 4 5 7 - 5 5 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

遊水室
上室 下室

観察場所
壁面

エコ岸壁

出現種類数（11）

水深（ｍ）

　　　　　　　　        基質または部位
種類名
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 ③ 魚類 

  Ａ．神戸沖処分場 

調査地点Ａ－２では 11 種類が確認され、水深－２～４ｍで８種類と多かった。水深２ｍ範囲

に 11個体以上みられた種類を示すと、水深±０～－２ｍでメジナが、水深－２～６ｍでボラが、

水深－８～10ｍでマアジがそれぞれ 51 個体以上確認された。このほかに水深－２～４ｍでウミ

タナゴが 11～50 個体確認された。 

調査地点Ａ－４では 11種類が確認され、水深－２～４ｍで 10 種類と多かった。水深２ｍ範囲

に 11個体以上みられた種類を示すと、水深±０～－４ｍでボラが 51個体以上確認された。 

    調査地点Ａ－５では８種類が確認され、水深－４～６ｍで６種類と多かった。水深２ｍ範囲に

11 個体以上みられた種類を示すと、個体数では、水深－４～６ｍでボラが 51 個体以上確認され

た。 

    調査地点Ａ－７では６種類が確認され、水深－４～６ｍで５種類と多かった。水深２ｍ範囲に

11 個体以上みられた種類を示すと、水深－４～６ｍでボラが 51個体以上確認された。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１、２、６では魚類は確認されなかった。 

    調査地点Ｂ－７では水深－２～４ｍでクロダイが３～10個体確認されたのみであった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では６種類が確認され、水深－４～６ｍで４種類と多かった。水深２ｍ範囲で

個体数が最も多かったのはキュウセン、アイゴ、スズキおよびメバルで、キュウセンが水深－２

～４ｍで、アイゴとスズキが水深－４～６ｍで、メバルが水深－２～10ｍで３～10 個体確認さ

れた。 

    調査地点Ｃ－２では８種類が確認され、水深－４～６ｍで８種類と多かった。水深２ｍ範囲で

11 個体以上みられた種類を示すと、水深－２～10ｍでスズメダイが 51 個体以上、水深－２～８

ｍでボラが 11～50 個体確認された。 

    調査地点Ｃ－３では７種類が確認され、水深－２～４ｍで７種類と多かった。水深２ｍ範囲に

11 個体以上みられた種類を示すと、水深－２～４ｍでボラが 51個体以上、水深－２～４ｍでア

イゴ、メジナが、水深で－２～６ｍでスズメダイがそれぞれ 11～50 個体確認された。 
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では水深－10～11ｍで２種類が確認されたのみであった。水深２ｍ範囲で個体

数が最も多かったのはクロダイで、水深－10～11ｍで３～10 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－２では３種類が確認され、水深－６～８ｍで３種類と多かった。水深２ｍ範囲に

11 個体以上みられた種類を示すと、水深－４～６ｍでウミタナゴが 11～50 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－３ではイソギンポ科が水深±０～－４ｍで１～2個体確認されたのみであった。 

    調査地点Ｄ－５では９種類が確認され、エコ岸壁の周辺で８種類と多かった。11 個体以上み

られた種類を示すと、遊水室内においてメバルとスズメダイが 11～50 個体、エコ岸壁の周辺に

おいてスズメダイとマアジがそれぞれ51個体以上、メバルとクロダイが11～50個体確認された。 
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表４－２－３（１） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成19年11月11日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
小礫
砂

魚類 メジナ(15～20) cc r
ウミタナゴ(15～18) r c
オヤビッチャ(8～10) r
イソギンポ科（7） rr
ボラ(30～50) cc cc
キュウセン（12～20） r r rr
クロダイ(20～30) r r
カサゴ(8～10) rr rr
ササノハベラ(15～20) r
メバル（10～15） r r rr
マアジ(15～20) cc

4 8 5 2 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(11)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 
 

 

表４－２－３（２） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 
平成19年11月11日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック ブロック ブロック
ブロック
小礫
砂

魚類 ウミタナゴ(12～15) r r
メジナ(20～25) r r
ボラ(35～50) cc cc
スズメダイ(10～12) r r
スズキ(30) rr
メバル(12～18) r r r
キュウセン(15～20) rr r rr rr
ササノハベラ(12～20) ｒ r r rr
クロダイ(20～30) r r
カワハギ(15～20) rr rr
カサゴ(5) rr

4 10 5 4 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(11)

 
 

 

表４－２－３（３） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成19年11月11日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
大礫
砂

魚類 イソギンポ科(5) rr
ササノハベラ(10～15) r
キュウセン(12～20) r r r
クロダイ(25～40) r rr
ボラ(25～50) cc
カワハギ(20) rr
ウミタナゴ(12～15) r
カサゴ(5～10) r rr

1 3 6 2 -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(８)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表４－２－３（４） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 

平成19年11月11日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

魚類 メバル(10～12) rr rr
ボラ(35～50) cc
キュウセン(3～20) r r
ササノハベラ(12～18) r
ハゼ科(5) r

その他 マダコ(15) rr
- 1 5 2

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(６)

 

 

 

表４－２－３（５） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成19年11月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6

ケーソン ケーソン ケーソン
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表４－２－３（６） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 

平成19年11月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表４－２－３（７） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成19年11月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～5

ケーソン ケーソン ケーソン
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表４－２－３（８） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成19年11月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4

ケーソン
ブロック
巨礫

魚類 クロダイ(20～23) r
- 1

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(１)
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表４－２－３（９） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成19年11月３日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

魚類 クロダイ(28) rr
キュウセン(20) r
アイゴ(10) r
スズキ(50～55) r
カワハギ(12) rr
メバル(8～13) ｒ r r r

- 3 4 1 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(６)

 

 

表４－２－３（10） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成19年11月３日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

魚類 ボラ(40～50) c c c
ササノハベラ(18～20) ｒ ｒ
スズメダイ(10～12) cc cc cc cc
メジナ(12～16) ｒ ｒ ｒ
クロダイ(18～23) ｒ ｒ ｒ
キュウセン(17～20) ｒ ｒ
メバル(14) ｒ ｒ ｒ
カワハギ(10) rr

- 6 8 5 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(８)

 

 

 

表４－２－３（11） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成19年11月３日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～9

ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫

魚類 アイゴ(10～12) c
ボラ(35～45) cc
メジナ(13～15) c
スズメダイ(10～12) c c
ウミタナゴ(13) rr
ササノハベラ(14) rr
クロダイ(22～25) ｒ ｒ

- 7 2 - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(７)
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表４－２－３（12） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 

平成19年11月１日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

魚類 クロダイ(20～30) r
キチヌ(25) rr

- - - - - 2
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)

 

 

 

表４－２－３（13） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成19年11月１日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
大礫

魚類 キチヌ(25～30) rr rr
クロダイ(20～35) r r
ウミタナゴ(8～12) c r

- 1 2 3 - - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(３)

 
 

 

表４－２－３（14） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成19年11月１日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
泥

魚類 イソギンポ科(5) rr rr
1 1 - - - - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(１)

 

 

 

表４－２－３（15） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 

平成19年11月１日

遊水室内 周辺 貫通孔

ケーソン ケーソン ケーソン

魚類 ニジギンポ（6） rr
メバル（8～18） c c rr
スズメダイ（8～12） c cc
クロダイ（15～35） rr c
ウミタナゴ（12～15） r
カサゴ（8～12） rr
キチヌ（20） rr
マアジ（12～15） cc
オヤビッチャ（8） r

4 8 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

エコ岸壁

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察部位

出現種類数(９)
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 (2) 枠取り採取および分析 

   植物の枠取り分析結果を表４－２－４、動物の枠取り分析結果を表４－２－５に示した。 

 

 ① 植物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では８種類が出現し、総湿重量 7.14ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが 

   6.56ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では５種類が出現し、総湿重量 3.54ｇ/0.25ｍ2であり、藻場構成種である褐藻綱のタマ

ハハキモクが 2.28ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では８種類が出現し、総湿重量 0.39ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のイトグサ属が 

   0.18ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では４種類が出現し、総湿重量 0.72ｇ/0.25ｍ2 であり、藍藻綱の Phormidium sp.が 

   0.57ｇ/0.25ｍ2で最も多かった。 

    中層では６種類が出現し、総湿重量 0.29ｇ/0.25ｍ 2 であり、緑藻綱のアオサ属が 

   0.17ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 11種類が出現し、総湿重量は 9.43ｇ/0.25ｍ2であり、藻場構成種である褐藻綱のシ

ダモクが 7.89ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では６種類が出現し、総湿重量は 0.68ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のアオサ属が 

   0.47ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    中層では６種類が出現したがそれぞれ僅かに確認されたのみであり、総湿重量は 

   0.01ｇ未満/0.25ｍ2であった。 

    下層では７種類が出現し、総湿重量は 0.81ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のカバノリが 

   0.78ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では４種類が出現し、総湿重量は 0.18ｇ/0.25ｍ2 であり、藍藻綱の Lyngbya sp.が 

   0.13ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では２種類が出現し、総湿重量は 0.02ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のアオサ属が 

   0.02ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層ではサンゴモ目の 1 種類が僅かに出現したのみであり、総湿重量は 

   0.01ｇ未満/0.25ｍ2であった。 
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表４－２－４ 枠取り分析結果(植物) 

 

調査地点
（調査日）

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 6.56 (92) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 2.28 (64) ｲﾄｸﾞｻ属 0.18 (46)
第２位 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ 0.28 (4) ｱｵｻ属 1.12 (32) ｱｵｻ属 0.13 (33)
第３位 ｱｵﾉﾘ属 0.15 (2) ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.09 (3) ｼｵｸﾞｻ属 0.05 (13)

第１位 Phormidium sp. 0.57 (79) ｱｵｻ属 0.17 (59) ｼﾀﾞﾓｸ 7.89 (84)
第２位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 0.08 (11) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 0.12 (41) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 1.35 (14)

Lyngbya sp. 0.06 (8) ｼｵｸﾞｻ属 ｱｵｻ属 0.07 (1)
ﾂﾉﾏﾀ属
ﾑｶﾃﾞﾉﾘ
ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ + (-)

ｱｵｻ属 0.47 (69) ｱｵｻ属 ｶﾊﾞﾉﾘ 0.78 (96)
ｱｵﾉﾘ属
ｼｵｸﾞｻ属
ｲﾄｸﾞｻ属
珪藻綱 + (-)
ｻﾝｺﾞﾓ目 - (-)

第２位 ｼｵｸﾞｻ属 0.15 (22) ｲｷﾞｽ科 0.03 (4)
ｱｵﾉﾘ属 ｼｵｸﾞｻ属
ｲﾄｸﾞｻ属 0.03 (4) ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属

ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ
ｲﾄｸﾞｻ属
Melosira sp. + (-)

第１位 Lyngbya sp. 0.13 (72) ｱｵｻ属 0.02 (100) ｻﾝｺﾞﾓ目 - (100)
第２位 ｱｵｻ属 0.04 (22) ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ + (+)
第３位 ｱｵﾉﾘ属 0.01 (6)

注１）表中の＋は0.01ｇ未満を、-は定量不能を示す。
注２）（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、+は1％未満を、-は定量不能を示す。

9.43

神戸沖
Ａ－２
（11月11日）

7.14 3.54 0.39

優占種

総湿重量
（g/0.25㎡)

5 8

大阪沖
Ｃ－２
（11月3日）

出現種類数 4 6

第３位

下
（M.W.L.-4.0ｍ）

第１位

出現種類数 8

優占種

11

総湿重量
（g/0.25㎡)

0.72

第３位

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）

0.29

総湿重量
（g/0.25㎡)

0.68 +

泉大津沖
Ｄ－２
（11月1日）

出現種類数 6 6

泉大津沖
Ｄ－３
（11月１日）

出現種類数 4 2

総湿重量
（g/0.25㎡)

0.18 0.02 +

優占種

0.81

優占種

1

7
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 ② 動物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では 29種類が出現し、総個体数 481 個体/0.25ｍ2、総湿重量 14.56ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のヒゲナガヨコエビ属が 138 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動

物門のレイシガイが 4.73ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 92 種類が出現し、総個体数 2,200 個体/0.25ｍ2、総湿重量 72.70ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイが 476 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量

では軟体動物門のムギガイが 9.81ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 53種類が出現し、総個体数 2,270 個体/0.25ｍ2、総湿重量 177.02ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数と湿重量では、節足動物門のタテジマフジツボがそれぞれ 1,656 個体/0.25ｍ2、 

   97.76ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

   ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では 24種類が出現し、総個体数 406 個体/0.25ｍ2、総湿重量 32.93ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のシリケンウミセミが 64 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動物

門のマガキが 27.68ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 46種類が出現し、総個体数 838 個体/0.25ｍ2、総湿重量 10.72ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数と湿重量では、環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイがそれぞれ 385 個体/0.25ｍ2、

4.56ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 78種類が出現し、総個体数 910 個体/0.25ｍ2、総湿重量 45.16ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のムギガイが 145 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では棘皮動物門のサン

ショウウニが 16.78ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では 22 種類が出現し、総個体数 238 個体/0.25ｍ2、総湿重量 2.62ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のウスカラシオツガイが 83 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では節足動

物門のクロフジツボが 1.42ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 39種類が出現し、総個体数 804 個体/0.25ｍ2、総湿重量 28.11ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では環形動物門の Ophiodromus sp.が 202 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では原索動物

門のシロボヤが 15.82ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 40 種類が出現し、総個体数 1,957 個体/0.25ｍ2、総湿重量 34.04ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では軟体動物門のウスカラシオツガイが 696 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では節

足動物門のサンカクフジツボが 15.05ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では 30種類が出現し、総個体数 227 個体/0.25ｍ2、総湿重量 12.84ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では腔腸動物門のタテジマイソギンチャクが 87 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟

体動物門のイボニシが 7.14ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 44 種類が出現し、総個体数 2,207 個体/0.25ｍ2、総湿重量 61.78ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では節足動物門のイソヨコエビ属が 682 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動
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物門のレイシガイが 18.45ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 55種類が出現し、総個体数 2,902 個体/0.25ｍ2、総湿重量 170.16ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では環形動物門の Polydora sp.が 623 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では原索動

物門のシロボヤが 75.84ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

 

 

表４－２－５ 枠取り分析結果(動物) 

 
調査地点
（調査日）

第１位 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 138 (29) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 476 (22) ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1,656 (73)
第２位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 104 (22) Dodecaceria sp. 392 (18) ﾑｷﾞｶﾞｲ 86 (4)
第３位 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 92 (19) Polydora sp. 251 (11) Polydora sp. 84 (4)
第１位 ﾚｲｼｶﾞｲ 4.73 (32) ﾑｷﾞｶﾞｲ 9.81 (13) ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 97.76 (55)
第２位 ｲﾎﾞﾆｼ 4.23 (29) ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 8.44 (12) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 37.70 (21)
第３位 ﾏｶﾞｷ 2.31 (16) ﾚｲｼｶﾞｲ 8.19 (11) ﾚｲｼｶﾞｲ 34.56 (20)

第１位 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 64 (16) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 385 (46) ﾑｷﾞｶﾞｲ 145 (16)
第２位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 58 (14) ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 85 (10) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 84 (9)
第３位 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 49 (12) ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 71 (8) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 76 (8)
第１位 ﾏｶﾞｷ 27.68 (84) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 4.56 (43) ｻﾝｼｮｳｳﾆ 16.78 (37)
第２位 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 1.42 (4) ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3.64 (34) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 7.18 (16)
第３位 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1.38 (4) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 0.53 (5) ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 4.45 (10)

第１位 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 83 (35) Ophiodromus sp. 202 (25) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 696 (36)
第２位 Polydora sp. 56 (24) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 128 (16) Polydora sp. 543 (28)

ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ
ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 19 (8)

第１位 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1.42 (54) ｼﾛﾎﾞﾔ 15.82 (56) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 15.05 (44)
第２位 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 0.63 (24) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 5.02 (18) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 12.28 (36)
第３位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 0.19 (7) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 3.18 (11) ﾑｷﾞｶﾞｲ 0.98 (3)

第１位 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 87 (38) ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 682 (31) Polydora sp. 623 (21)
第２位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 31 (14) Ophiodromus sp. 434 (20) Ophiodromus sp. 441 (15)
第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 30 (13) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 123 (6) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 336 (12)
第１位 ｲﾎﾞﾆｼ 7.14 (56) ﾚｲｼｶﾞｲ 18.45 (30) ｼﾛﾎﾞﾔ 75.84 (45)
第２位 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 2.11 (16) ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 15.28 (25) ﾚｲｼｶﾞｲ 15.46 (9)
第３位 ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 1.04 (8) ｲﾎﾞﾆｼ 5.04 (8) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 15.20 (9)

注）表中の（　）内の数値は総量に対する占有率を示す。

170.16

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

第３位 Polydora sp. Ophiodromus sp.116 (14) 235 (12)

55
総個体数
（個体/0.25㎡)

227 2,207 2,902

泉大津沖
Ｄ－３
（11月１日）

出現種類数(種類) 30 44

総湿重量
（g/0.25㎡)

12.84 61.78

2.62 28.11 34.04

個体数
からみた
優占種

22 39 40
総個体数
（個体/0.25㎡)

238 804 1,957

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

泉大津沖
Ｄ－２
（11月１日）

出現種類数(種類)

総湿重量
（g/0.25㎡)

湿重量
からみた
優占種

838 910

総湿重量
（g/0.25㎡)

32.93 10.72 45.16

177.02

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

大阪沖
Ｃ－２
（11月３日）

出現種類数(種類) 24 46 78
総個体数
（個体/0.25㎡)

406

53
総個体数
（個体/0.25㎡)

481 2,200 2,270

神戸沖
Ａ－２
（11月11日）

出現種類数(種類) 29 92

総湿重量
（g/0.25㎡)

14.56 72.70

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）
下

（M.W.L.-4.0ｍ）
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第５章 冬季調査結果 

 

１．調査実施日 

 

 (1) 神戸沖処分場  平成２０年 ２月 ３日 

 (2) 尼崎沖処分場  平成２０年 ２月 ８日 

 (3) 大阪沖処分場  平成２０年 ２月 ２日 

 (4) 泉大津沖処分場 平成２０年 ２月 １日 

 

２．水質調査 

 

 (1) 一般観測 

   一般観測結果を表５－１－１に示した。 

  

 ① 天気・雲量・気温 

   Ａ．神戸沖では天気は雨または曇り、雲量は 10、気温は 4.8～5.4℃であった。 

   Ｂ．尼崎沖では天気は晴～曇り、雲量は５～９、気温は 6.2～8.0℃であった。 

   Ｃ．大阪沖では天気は曇り、雲量は 10、気温は 4.7～5.8℃であった。 

   Ｄ．泉大津沖では天気は晴、雲量は６～７、気温は 6.2～7.6℃であった。 

 

 ② 風浪階級・風向・風速 

   Ａ．神戸沖では風浪階級は１、風速は 1.3～2.7ｍ/ｓ、風向は北北東から南西であった。 

   Ｂ．尼崎沖では風浪階級は１～２、風速は 2.1～3.3ｍ/ｓ、風向は西から北であった。 

   Ｃ．大阪沖では風浪階級は１、風速は 3.3～3.7ｍ/ｓ、風向は北東であった。 

   Ｄ．泉大津沖では風浪階級は２、風速は 2.6～4.1ｍ/ｓ、風向は北北東から北東であった。 

 

 ③ 透明度・水色 

   Ａ．神戸沖では透明度は 2.8～3.1ｍ、水色は調査地点Ａ－２、４、７でシダーグリーン、調査

地Ａ－５で黒緑であった。 

   Ｂ．尼崎沖では透明度は 1.6～2.0ｍ、水色は全地点ともシダーグリーンであった。 

   Ｃ．大阪沖では透明度は 3.1～3.7ｍ、水色は調査地点Ｃ－１でオリーブグリーン、調査地点Ｃ

－２、３でシダーグリーンであった。 

   Ｄ．泉大津沖では透明度は 4.3～4.4ｍ、水色は２地点とも鉄色であった。 
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表５－１－１ 一般観測結果 

 
調査地点 Ａ－２ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－７

調査時間 11：41～12：40 8：45～9：37 9：42～10：30 10：40～11：25

天気・雲量 雨・10 雨・10 曇り・10 雨・10

気温 5.0℃ 4.8℃ 5.2℃ 5.4℃

風浪階級 １ １ １ １

風速・風向 2.7ｍ/ｓ・西 1.7ｍ/ｓ・北北東 1.3ｍ/ｓ・西 1.4ｍ/ｓ・南西

透明度 2.8ｍ 3.1ｍ 2.8ｍ 2.8ｍ

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

黒緑
3G 2.0/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

水深 16.7ｍ 17.1ｍ 11.8ｍ 9.7ｍ

調査地点 Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７

調査時間 10：40～10：48 9：30～9：43 8：30～8：55 10：00～10：20 11：30～11：46

天気・雲量 晴・７ 晴・５ 晴・８ 晴・７ 曇り・９

気温 6.9℃ 6.5℃ 6.2℃ 7.1℃ 8.0℃

風浪階級 １ １ ２ １ １

風速・風向 2.9ｍ/ｓ・西 3.3ｍ/ｓ・西 3.3ｍ/ｓ・西 2.3ｍ/ｓ・西 2.1ｍ/ｓ・北

透明度 1.9ｍ 1.9ｍ 1.6ｍ 2.0ｍ 1.7ｍ

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

水深 6.7ｍ 7.7ｍ 13.7ｍ 8.4ｍ 6.9ｍ

調査地点 Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３

調査時間 11：25～12：06 9：50～11：10 9：05～9：41

天気・雲量 曇り・10 曇り・10 曇り・10

気温 5.8℃ 5.4℃ 4.7℃

風浪階級 １ １ １

風速・風向 3.3ｍ/ｓ・北東 3.7ｍ/ｓ・北東 3.7ｍ/ｓ・北東

透明度 3.1ｍ 3.7ｍ 3.5ｍ

ｵﾘｰﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
3GY 3.5/5.0

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

ｼﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝ
5Y 2.5/1.5

水深 14.4ｍ 14.0ｍ 11.9ｍ

調査地点 Ｄ－１ Ｄ－２

調査時間 11：00～11：16 12：55～13：07

天気・雲量 晴・7 晴・６

気温 6.2℃ 7.6℃

風浪階級 ２ ２

風速・風向 2.6ｍ/ｓ・北北東 4.1ｍ/ｓ・北東

透明度 4.4ｍ 4.3ｍ

鉄色
5BG 2.5/4.5

鉄色
5BG 2.5/4.5

水深 14.8ｍ 12.4ｍ

水色

神戸沖
（２月３日）

水色

水色

尼崎沖
（２月８日）

大阪沖
（２月２日）

泉大津沖
（２月１日）

水色
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 (2) 機器測定 
   水質測定結果の概要を表５－１－２、図５－１－１、鉛直分布図を図５－１－２に示した。 

 

 ① 水温 

   Ａ．神戸沖の水温は 7.2～10.8℃の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて上昇した。こ

のうち、調査地点Ａ－２、５、７では水深±０～－１ｍで、Ａ－４では水深－10～12ｍで水

温が著しく上昇した。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖の水温は 7.6～10.6℃の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて上昇した。こ

のうち、調査地点Ｂ－１、５、６では水深±０～－１ｍで水温が著しく上昇した。地点間で

比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｃ．大阪沖では 8.0～10.8℃の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて上昇した。このう

ち、調査地点Ｃ－１、Ｃ－２では水深±０～－１ｍで水温が著しく上昇した。地点間で比較

すると、調査地点Ｃ－３で水温の変化の範囲が小さかった。 

   Ｄ．泉大津沖では 8.6～9.8℃の範囲を示し、２地点とも表層から底層にかけてわずかに上昇し

た。このうち、調査地点Ｄ－１では概ね鉛直混合していたが、Ｃ－２では水深±０～－0.5

ｍで水温が著しく上昇した。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

 

 ② 塩分 

   Ａ．神戸沖では 29.7～33.1 の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて高くなった。この

うち、調査地点Ａ－２では水深－６～７ｍで、調査地点Ａ－４では水深－９～11ｍで、Ａ－

５では水深－９～10ｍで、Ａ－７では水深－４～６ｍで塩分が著しく高くなる躍層がみられ

た。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｂ．尼崎沖では 27.3～32.6 の範囲を示し、５地点とも水深－0.5～１ｍにかけての塩分が最も低

く、以深は底層にかけて徐々に高くなった。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｃ．大阪沖では 28.7～33.0 の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて高くなった。この

うち、調査地点Ｃ－１では水深－１～２ｍで塩分が著しく高くなる躍層がみられた。一方で、

調査地点Ｃ－３では概ね鉛直混合していた。地点間で比較すると、調査地点Ｃ－１の表層で

塩分が低かった。 

   Ｄ．泉大津沖では 31.1～32.2 の範囲を示し、２地点とも概ね鉛直混合していた。地点間で比較

すると、調査地点Ｄ－１の表層のほうがわずかに低かった。 
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 ③ ＤＯ 

   Ａ．神戸沖では 6.1～11.4mg/L の範囲を示し、４地点とも表層から底層にかけて徐々に低くなっ

た。地点間で比較すると、水深が浅い調査地点Ａ－７で変化の範囲が小さかった。 

   Ｂ．尼崎沖では 4.6～17.1mg/L の範囲を示し、５地点とも表層から底層にかけて低くなった。ま

た、５地点とも水深－２～４ｍ付近にＤＯが著しく低くなる躍層がみられた。地点間で比較

すると、調査地点Ｂ－５、７で変化の範囲が大きかった。 

   Ｃ．大阪沖では 6.6～11.1mg/L の範囲を示し、３地点とも表層から底層にかけて徐々に低くなっ

た。地点間で比較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

   Ｄ．泉大津沖では 8.8～10.4mg/L の範囲を示し、２地点とも概ね鉛直混合していた。地点間で比

較すると、ほぼ同様の範囲であった。 

 

 ④ 光量 

   Ａ．神戸沖では光量子束密度は 0.7～185.9μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも底

層ほど低くなった。調査地点Ａ－２、５、７では水深－７ｍで、調査地点Ａ－４では水深－

８ｍで相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 

   Ｂ．尼崎沖では光量子束密度は 0.8～334.6μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は４地点とも底

層ほど低くなった。調査地点Ｂ－１、５、７では水深－５ｍで、調査地点Ｂ－６では水深－

６ｍで相対光量が１％以下となったが、調査地点Ｂ－２では底層でも１％以上であった。鉛

直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 

   Ｃ．大阪沖では光量子束密度は 0.9～342.9μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は３地点とも底

層ほど低くなった。調査地点Ｃ－３では水深－８ｍで、調査地点Ｃ－１、２では水深－９ｍ

で相対光量が１％以下となり、鉛直分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 

   Ｄ．泉大津沖では光量子束密度は 2.4～953.9μE/㎡/sec の範囲を示し、相対光量は２地点とも

底層ほど低くなった。相対光量は２地点とも水深－９ｍで相対光量が１％以下となり、鉛直

分布の減衰傾向はほぼ同じであった。 
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表５－１－２ 水質測定結果概要表 
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水温
（℃）

塩分
（－）

ＤＯ
（mg/L）

相対光量
（％）

光量子束密度
（μE/ｍ2/sec）

Ａ－２   7.5 ～ 10.8  29.7 ～ 33.1   6.1 ～ 11.4   0.4 ～ 49.5   0.7 ～   95.2

Ａ－４   8.3 ～ 10.4  30.6 ～ 33.0   7.5 ～ 11.3   0.3 ～ 69.1   0.7 ～  185.9

Ａ－５   7.2 ～  9.8  30.4 ～ 32.6   8.2 ～ 11.3   0.5 ～ 70.2   0.9 ～  114.0

Ａ－７   7.9 ～  9.9  29.9 ～ 32.4   9.1 ～ 11.4   0.9 ～ 62.3   1.9 ～  135.4

Ｂ－１   7.6 ～ 10.3  28.0 ～ 32.1   7.2 ～ 13.8   0.8 ～ 82.7   2.6 ～  271.0

Ｂ－２   8.4 ～ 10.0  27.3 ～ 32.1   7.3 ～ 12.9   1.2 ～ 59.0   3.2 ～  160.5

Ｂ－５   8.0 ～ 10.6  29.0 ～ 32.6   4.6 ～ 15.8   0.2 ～ 89.0   0.8 ～  334.6

Ｂ－６   7.8 ～ 10.3  27.5 ～ 32.3   6.1 ～ 13.3   0.5 ～ 78.2   1.5 ～  225.8

Ｂ－７   8.8 ～ 10.5  28.9 ～ 32.4   6.6 ～ 17.1   0.5 ～ 46.6   2.1 ～  180.4

Ｃ－１   8.1 ～ 10.7  28.7 ～ 32.9   6.8 ～  9.8   0.2 ～ 86.4   0.9 ～  342.9

Ｃ－２   8.0 ～ 10.8  30.5 ～ 33.0   6.6 ～ 10.5   0.3 ～ 80.0   1.2 ～  317.5

Ｃ－３   9.4 ～ 10.5  31.3 ～ 32.9   7.2 ～ 11.1   0.4 ～ 53.4   1.6 ～  211.9

Ｄ－１   9.3 ～  9.8  31.1 ～ 32.2   8.8 ～ 10.4   0.1 ～ 52.3   2.4 ～  953.9

Ｄ－２   8.6 ～  9.4  32.0 ～ 32.1   9.1 ～ 10.1   0.6 ～ 44.9   4.6 ～  350.0
泉大津沖

　  　　    項目(単位)
  調査地点

神戸沖

尼崎沖

大阪沖
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図５－１－１ 水質測定結果概要図 
← 最大値 

← 最小値 

神戸沖 尼崎沖 大阪沖 泉大津沖 
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図５－１－２（１） 鉛直分布図（水温） 
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図５－１－２（２） 鉛直分布図（塩分） 
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図５－１－２（３） 鉛直分布図（ＤＯ） 
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図５－１－２（４） 鉛直分布図（相対光量） 

 

－120－ 



３．生物調査 

 

 (1) 目視観察 

   植物の目視観察の結果を表５－２－１、動物の目視観察の結果を表５－２－２、魚類の目視観察

の結果を表５－２－３に示した。 

 

 ① 植物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、植物は水深＋１～－８ｍに分布し、14種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍと水深－４ｍで７種類であった。被度30％以上でみられた種類を示すと、

水深＋１～－１ｍで緑藻綱のアオサ属が 40～80％、水深－２ｍで紅藻綱のイギス科が 30％、水

深－３ｍで紅藻綱のススカケベニが 60％であった。この他に、藻場構成種として、水深－２～

３ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度 10％以下で確認された。 

    調査地点Ａ－４では、植物は水深±０～－８ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－１ｍで緑藻綱のアオサ属が 30～50％、水深－２ｍで紅藻綱のイトグサ属が 30％、水深－３～

４ｍで紅藻綱のイギス科が 70～90％であった。 

    調査地点Ａ－５では、植物は水深±０～－９ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍと水深－４～５ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示

すと水深±０～－１ｍで緑藻綱のアオサ属が 30％、水深－５ｍで紅藻綱のイギス科が 40％であ

った。 

    調査地点Ａ－７では、植物は水深±０～－２ｍと水深－４～８ｍに分布し、９種類が確認され

た。種類数が多かったのは水深－４ｍで５種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示す

と、水深－５ｍで紅藻綱のダジア科が 40％であった。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１では、植物は水深－１ｍと水深－５～６ｍに分布し、珪藻綱が被度５％未満で

確認されたのみであった。 

    調査地点Ｂ－２では、植物は水深±０～－８ｍに分布し、６種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深±０～－２ｍで３種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 

    調査地点Ｂ－６では、植物は水深±０ｍと水深－２ｍに分布し、３種類が確認された。種類数

が多かったのは水深±０ｍで２種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。 

    調査地点Ｂ－７では、植物は水深±０～－４ｍに分布し、４種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－１ｍで４種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍで

緑藻綱のアオノリ属が 30％、水深－１～２ｍで紅藻綱のショウジョウケノリが 30～45％であっ

た。 
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  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで 12 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２～

３ｍで珪藻綱が 40～65％、水深－３ｍで紅藻綱のイソハギが 65％、水深－３～４ｍで紅藻綱の

ススカケベニが 50～70％、水深－５ｍで紅藻綱のイギス科が 80％であった。この他に、藻場構

成種として水深－２～３ｍで褐藻綱のシダモクが、水深－３～４ｍで褐藻綱のタマハハキモクが

それぞれ被度 15％以下で確認された。 

    調査地点Ｃ－２では、植物は水深±０～－10ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３～４ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±

０ｍで緑藻綱のボタンアオサが 40％、水深－１ｍで緑藻綱のアオサ属が 80％、水深－４～７ｍ

で紅藻綱のススカケベニが 40～85％、水深－５ｍで藻場構成種である褐藻綱のシダモクが 30％

であった。また、水深－３～４ｍにおいてもシダモクが被度 15％以下で確認された。この他に、

藻場構成種として、水深－４ｍで褐藻綱のタマハハキモクが被度５％未満で確認された。 

    調査地点Ｃ－３では、植物は水深＋１～－９ｍに分布し、15 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で緑藻綱のボタンアオサが 90％、水深－１～３ｍで緑藻綱のアオサ属が 90～95％、水深－５～

７ｍで紅藻綱のススカケベニが 30～85％であった。 

 

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、植物は水深±０～－５ｍに分布し、８種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深±０ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍで

緑藻綱のアオサ属が30％、水深±０ｍと水深－２～３ｍで珪藻綱が30％であった。 

    調査地点Ｄ－２では、植物は水深＋１～－11ｍに分布し、13 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０～

－２ｍで紅藻綱のイトグサ属が 30～70％、水深－６～８ｍで紅藻綱のイギス科が 40～60％であ

った。 

    調査地点Ｄ－３では、植物は水深±０～－11ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深±０ｍで７種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±０ｍ

で緑藻綱のアオサ属が 30％、紅藻綱のイトグサ属が 30％、水深－７～９ｍで紅藻綱のイギス科

が 30～60％であった。この他に、藻場構成種として、水深－１～２ｍで褐藻綱のワカメが被度

５％未満で確認された。 

    調査地点Ｄ－５では、植物は水深＋１～－４ｍに分布し、９種類が確認された。種類数は壁面

では９種類、遊水室内では、上室において２種類、下室において１種類で、種類数が多かったの

は壁面の水深＋１～±０ｍで７種類であった。エコ岸壁において被度 30％以上でみられた種類

を示すと、水深＋１～±０ｍで緑藻綱のアオサ属が 30％、紅藻綱のイトグサ属が 30％、水深－

１～２ｍで藍藻綱が 40％で確認された。遊水室内において、被度 30％以上でみられた種類はな

かった。この他、藻場構成種として、水深－３～４ｍで褐藻綱のシダモクが被度５％未満で確認

された。 
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表５－２－１（１） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

アオノリ属 20
アオサ属 50 80 40 10 20 20 +
シオグサ属 +

褐藻綱 タマハハキモク 10 +
アマノリ属 10 +
イトグサ属 10 10 + + + +
コスジフシツナギ + +
フダラク + 20 +
イギス科 + 30 20 20 20 20 + +
ムカデノリ属 + + +
ススカケベニ 60 20 10 + +
サビ亜科 +
イワノカワ科 + +

珪藻綱 珪藻綱 +
3 7 5 6 6 7 5 2 2 1 - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（14）

緑藻綱

紅藻綱

 
 

 

表５－２－１（２） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

アオサ属 50 30 10 +
シオグサ属 + +
カヤモノリ属 +
セイヨウハバノリ +
アマノリ属 10
イトグサ属 10 30 +
ツノマタ + +
コスジフシツナギ + +
フダラク 10 + +
イギス科 + 10 90 70 + + + +
カバノリ + +
ススカケベニ + + +
ムカデノリ属 +
サビ亜科 +

藍藻綱 藍藻綱 + + + + + + +
珪藻綱 珪藻綱 +

- 6 7 8 5 4 6 3 2 1 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（16）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱

 

 

 

表５－２－１（３） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

アオサ属 30 30 10
アオノリ属 +
シオグサ属 + +

褐藻綱 セイヨウハバノリ +
アマノリ属 +
フダラク + +
イギス科 + 5 40 10 5 5 +
ススカケベニ + + + +
イトグサ属 5 10 + + +
イワノカワ科 + + + + +
サビ亜科 + +

珪藻綱 珪藻綱 +
- 5 3 3 2 5 5 4 3 3 1 -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（12）

緑藻綱

紅藻綱
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表５－２－１（４） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

アオサ属 10 + + +
アオノリ属 +
シオグサ属 +
アマノリ属 +
ススカケベニ 10 + + + +
ダジア科 + 40 10 + +
イギス科 + +

藍藻綱 藍藻綱 + +
珪藻綱 珪藻綱 +

- 4 2 1 - 5 4 2 2 2
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（９）

緑藻綱

紅藻綱

 
 

 

表５－２－１（５） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成20年２月８日
1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

珪藻綱 珪藻綱 + + +
- - 1 - - - 1 1

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（１）

 

 

 

表５－２－１（６） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 

平成20年２月８日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

アオサ属 +
アオノリ属 + + +
シオグサ属 +
アマノリ属 +
イトグサ属 + + + + + + +

珪藻綱 珪藻綱 + + 5
- 3 3 3 2 1 1 1 1 1

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（６）

緑藻綱

紅藻綱

 

 

 

表５－２－１（７） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成20年２月８日
1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

アマノリ属 10
イトグサ属 +

珪藻綱 珪藻綱 +
- 2 - 1 - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（３）

紅藻綱
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表５－２－１（８） 植物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成20年２月８日
1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

アオノリ属 30 + +
シオグサ属 5

紅藻綱 ショウジョウケノリ 45 30 +
珪藻綱 珪藻綱 + + + + +

- 2 4 3 2 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（４）

緑藻綱

 

 

 

表５－２－１（９） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成20年２月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

アオサ属 10 20 5 + + 10 + +
アオノリ属 + 5 10
シオグサ属 + 5 15
フクロノリ + + + +
シダモク + 15
タマハハキモク 15 +
アマノリ属 20 + +
イソハギ + 65 10 15 + + +
イギス科 + + + 5 10 20 80 + + + + +
イトグサ属 15 5 + + + +
ススカケベニ 50 25 70 20 + +
イワノカワ科 + +
サビ亜科 +
ムカデノリ +

藍藻綱 藍藻綱 + +
珪藻綱 珪藻綱 65 15 10 40 +

- 4 5 8 6 12 10 8 4 5 2 1 1 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（16）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱

 

 

 

表５－２－１（10） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成20年２月２日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

アオサ属 15 80 + 15 + + +
ボタンアオサ 40
セイヨウハバノリ +
シダモク + 15 30
タマハハキモク +
アマノリ属 10
フダラク + + 5
サビ亜科 +
イギス科 + 10 + + + 10 10 10 15
ススカケベニ 10 65 40 85 45 15 5
イトグサ属 + + + + +
イソハギ 10 10 10 15
ツノマタ属 +
イワノカワ科 +

- 4 2 4 8 8 5 5 4 2 2 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：ボタンアオサはアオサ属の他種である可能性がある。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（14）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱
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表５－２－１（11） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 
平成20年２月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

ボタンアオサ 90
アオノリ属 +
アオサ属 + 90 95 90 25 + + +
シオグサ属 +
ウスカヤモ +
セイヨウハバノリ +
アマノリ属 +
フダラク 5 5 +
イワノカワ科 + +
イソハギ + + 5 10 5
イギス科 + + + + 10 5 15 10
サビ亜科 +
ススカケベニ + 10 85 30 30 10 +
イトグサ属 5 10 5 +

藍藻綱 藍藻綱 + +
1 7 2 6 6 5 6 5 4 2 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：ボタンアオサはアオサ属の他種である可能性がある。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（15）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱

 

 

 

表５－２－１（12） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 

平成20年２月１日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

アオサ属 30
シオグサ属 5 +
カヤモノリ属 +
セイヨウハバノリ +
アマノリ属 +
イトグサ属 + + +

藍藻綱 藍藻綱 + 10 10 +
珪藻綱 珪藻綱 30 20 30 30 10 +

- 7 4 3 3 1 1 - - - - - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（８）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱

 

 

 

表５－２－１（13） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

平成20年２月１日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

アオサ属 +
シオグサ属 + +
ミル +
アマノリ属 +
フダラク + + + +
イトグサ属 30 70 50 20 10
アマノリ属 +
ムカデノリ属 + + +
タオヤギソウ + + + + + +
イギス科 + + 20 40 60 40 20 10 +
カバノリ + 20 20 +
ススカケベニ + + +

珪藻綱 珪藻綱 20
1 6 4 3 5 5 3 4 4 3 1 1 1 - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（13）

緑藻綱

紅藻綱
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表５－２－１（14） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成20年２月１日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

アオサ属 30
アオノリ属 10
シオグサ属 +
ハネモ属 + +
カヤモノリ属 +
ワカメ + +
イトグサ属 30 20 20 + +
ススカケベニ + + +
タオヤギソウ + + +
イギス科 60 40 30 +
イワノカワ科 + +
カバノリ + +

藍藻綱 藍藻綱 + 20 20 + + + + + + + + +
珪藻綱 珪藻綱 20 10 10 10 20 10

- 7 5 5 3 3 2 1 6 6 4 2 1 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（14）

緑藻綱

褐藻綱

紅藻綱

 

 

 

表５－２－１（15） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 

平成20年２月１日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

アオサ属 30
アオノリ属 10 +
ハネモ属 +

褐藻綱 シダモク +
イトグサ属 30 +
ムカデノリ + +
フダラク + +

藍藻綱 藍藻綱 + 20 40 10 + + 20 +
珪藻綱 珪藻綱 10 + +

7 5 3 1 2 - - - 2 1 - - 1
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

壁面

　　　　　　　　基質または部位
種類名

出現種類数（９）

遊水室
水深（ｍ） 上室 下室

緑藻綱

紅藻綱

観察場所
エコ岸壁
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 ② 動物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    調査地点Ａ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～80％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上み

られた種類を示すと、水深－２ｍで軟体動物門のムギガイが 18 個体、節足動物門のヤドカリ科

が 12個体、水深－５ｍで棘皮動物門のキヒトデが 11 個体確認された。 

    調査地点Ａ－４では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍと水深－６ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、

水深－１～４ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 40～70％であった。個体数で一枠あたり 10

個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 72個体、水深－

５～６ｍで節足動物門のヤドカリ科が 11～19 個体確認された。 

    調査地点Ａ－５では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 80～95％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上み

られた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 26 個体確認された。 

    調査地点Ａ－７では、動物は水深＋１～－８ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで 11 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２～

３ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 70～90％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上み

られた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 20個体、水深－１ｍで棘皮

動物門のイトマキヒトデが 16個体確認された。 

     

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    調査地点Ｂ－１では、動物は水深＋１～－６ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１～５ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深±

０ｍで軟体動物門のマガキとコウロエンカワヒバリガイがそれぞれ 45％と 30％、水深－４ｍで

環形動物門のカンザシゴカイ科 30％、水深－５ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 35％であった。

一枠あたりの個体数が最も多かったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水深＋１ｍで８個体確

認された。 

    調査地点Ｂ－２では、動物は水深＋１～－８ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。一枠あた

りの個体数が最も多かったのは軟体動物門のタマキビで、水深＋１ｍで６個体確認された。 

    調査地点Ｂ－６では、動物は水深＋１～－５ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－２ｍで 12 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－４～

５ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30～55％であった。一枠あたりの個体数が最も多かったの

は軟体動物門のアラレタマキビとムギガイで、それぞれ水深＋１ｍと水深－３ｍで３個体確認さ

れた。 
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    調査地点Ｂ－７では、動物は水深±０～－４ｍに分布し、７種類が確認された。種類数が多か

ったのは水深－２ｍで４種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２～３

ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 45～55％であった。個体数では計数対象となる種類は出現し

なかった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    調査地点Ｃ－１では、動物は水深＋１～－７ｍと水深－９ｍに分布し、15 種類が確認された。

種類数が多かったのは水深－１ｍで６種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。

一枠あたりの個体数が最も多かったのは軟体動物門のアラレタマキビで、水深＋１ｍで３個体確

認された。 

    調査地点Ｃ－２では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－１ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－２～

３ｍと水深－５ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 80～100％、水深－７ｍで節足動物門のサ

ンカクフジツボが 40％であった。個体数で一枠あたり 10 個体以上みられた種類を示すと、水深

－３ｍで軟体動物門のムギガイが 27 個体確認された。 

    調査地点Ｃ－３では、動物は水深±０～－９ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－５ｍで８種類であった。被度 30％以上でみられた種類はなかった。個体数で

一枠あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深－２ｍで軟体動物門のムギガイが 15 個体確

認された。 
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１では、動物は水深＋１～－10ｍに分布し、19 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３～４ｍで 10 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－

１～４ｍで原索動物門のホヤ綱（群体性）が 30～40％、水深－４ｍで原索動物門のユウレイボ

ヤ属が 30％、水深－６～10ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30～60％であった。個体数で一枠

あたり 10個体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 66個体

確認された。 

    調査地点Ｄ－２では、動物は水深＋１～－12ｍに分布し、22 種類が確認された。種類数が多

かったのは水深－３ｍで 13 種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１～

２ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～50％であった。個体数で一枠あたり 10個体以上み

られた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 52個体、水深－３ｍで棘皮

動物門のイトマキヒトデが 16個体確認された。 

    調査地点Ｄ－３では、動物は水深＋１ｍ～－12ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が

多かったのは水深－４ｍで９種類であった。被度 30％以上でみられた種類を示すと、水深－１

～２ｍで触手動物門のコケムシ綱が 30％、水深－３～４ｍで環形動物のカンザシゴカイ科が

30％、水深－４～６ｍで環形動物門多毛綱（泥巣）が 30％であった。個体数で一枠あたり 10個

体以上みられた種類を示すと、水深＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 42 個体確認された。 

    調査地点Ｄ－５では、動物は水深＋１～－5.5ｍに分布し、13種類が確認された。種類数は壁

面では 12 種類、遊水室内では上室において８種類、下室において４種類で、種類数が多かった

のは壁面の水深＋１～±０ｍで９種類であった。エコ岸壁において、被度 30％以上でみられた

種類を示すと、水深＋１～±０ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 60％、水深－４～５ｍで

環形動物門多毛綱（泥巣）が 30％、水深－５～5.5ｍで原索動物門のホヤ綱（群体性）と同じく

原索動物門のシロボヤがそれぞれ 30％と 50％、遊水室内の上室の上面と下室の上面で環形動物

門のカンザシゴカイ科で30％であった。個体数で一枠あたり10個体以上みられた種類を示すと、

水深－１～４ｍで棘皮動物門のイトマキヒトデが 14～35 個体確認された。遊水室内で個体数が

最も多かったのもイトマキヒトデで、下室の上面で３～10個体確認された。 
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表５－２－２（１） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
小礫
砂

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 30 80 30 + +
触手動物門 フサコケムシ科 +

コシダカガンガラ (1) (2)
ムギガイ (3) (18) (4)
レイシガイ (1)
イワフジツボ +
ヤドカリ科 (7) (12) (2) (3) (3) (4) (2)
サンカクフジツボ + + +
キヒトデ (1) (4) (11) (7) (2) (1) (2) (2)
イトマキヒトデ (1) (4) (1) (1) (1)
マナマコ (1) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + +
1 2 6 4 5 5 4 5 3 2 2 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

出現種類数（12）

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

 
 

 

表５－２－２（２） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
小礫
砂

腔腸動物門 チギレイソギンチャク + + + +
環形動物門 カンザシゴカイ科 40 60 70 40 + + +
触手動物門 コケムシ綱 + +

アラレタマキビ (72)
カモガイ (1)
ヨメガカサ (1)
イボニシ (1)
ムギガイ (3) (2)
カゴメガイ (1)
イワフジツボ + +
ヤドカリ科 (1) (1) (2) (3) (11) (19) (4) (1) (3)
サンカクフジツボ + +
キヒトデ (1) (1) (1) (1)
イトマキヒトデ (7) (5) (2)
マナマコ (1)
サンショウウニ (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + +
2 4 4 6 5 4 4 6 5 2 1 1

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

出現種類数(17)

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表５－２－２（３） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成20年２月３日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
大礫
砂

タテジマイソギンチャク 5 +
チギレイソギンチャク + +
イソギンチャク目 + +
ハナギンチャク科 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 90 95 80 +
コケムシ綱 + + +
フサコケムシ科 10 + +
アラレタマキビ (26)
イボニシ (1) (2)
ケガキ +
シマメノウフネガイ + + +
コシダカガンガラ (5) (2)
カゴメガイ (1)
イワフジツボ + +
ヤドカリ科 (2)
サンカクフジツボ + + +
イトマキヒトデ (2) (1) (2) (2) (2)
マナマコ (3) (1) (1) (2) (3)
キヒトデ (2) (3) (1) (4) (3) (6)
サンショウウニ (3) (1) (1) (1) (2)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + + +
2 5 8 9 8 8 5 5 3 2 2 1

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

触手動物門

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

出現種類数（21）

腔腸動物門

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名
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表５－２－２（４） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成20年２月３日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

タテジマイソギンチャク 10
ヒドロ虫綱 + +
チギレイソギンチャク + +
ハナギンチャク科 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 5 90 70
フサコケムシ科 + + +
コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (20)
コシダカガンガラ (1) (2)
ミドリイガイ + +
ムギガイ (8)
シマメノウフネガイ + +
イワフジツボ +
ヤドカリ科 (3)
サンカクフジツボ + +
イトマキヒトデ (16) (8) (4) (2) (2) (1) (1)
キヒトデ (1) (2) (8) (3) (2) (3) (1)
サンショウウニ (1)
マナマコ (2) (1)
ホヤ綱（群体性） 10 +
エボヤ +

2 1 7 11 10 5 5 2 1 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

出現種類数（21）

腔腸動物門

触手動物門

軟体動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 
 

 

表５－２－２（５） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 
平成20年２月８日

1 2 3 4 5 6 7 8
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

海綿動物門 海綿動物門 5 +
タテジマイソギンチャク 10 +
チギレイソギンチャク + + + + +
ヒドロ虫綱 +
カンザシゴカイ科 15 15 30 10 +
多毛綱（泥巣） + 20 25 35 25
アラレタマキビ (8)
マガキ 45
コウロエンカワヒバリガイ 30 + 20
ムラサキイガイ + +
ミドリイガイ + 10 5 +

節足動物門 Balanus属 +
シロボヤ + + + +
カタユウレイボヤ +
ホヤ綱（単体性） +

－ 卵塊 +
1 5 6 6 6 6 6 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

環形動物門

軟体動物門

原索動物門

腔腸動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

出現種類数（16）

 
 

 

表５－２－２（６） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 
平成20年２月８日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫

チギレイソギンチャク + + + 10 5 + +
タテジマイソギンチャク + +
多毛綱（泥巣） + 20 5 10 20 15 5 +
カンザシゴカイ科 + 5 + + +
アラレタマキビ (4)
タマキビ (6)
マガキ 15
ムラサキイガイ + +
コウロエンカワヒバリガイ +
ミドリイガイ 25 +
ムギガイ （2）
イボニシ （2）
イワフジツボ +
Balanus属 + + +
スチエラ科 +
カタユウレイボヤ +

2 6 6 8 4 2 3 3 2 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

腔腸動物門

出現種類数（16）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

環形動物門

軟体動物門

節足動物門

原索動物門
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表５－２－２（７） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 
平成20年２月８日

1 2 3 4 5 6 7
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン

海綿動物門 海綿動物門 + +
タテジマイソギンチャク 5 + +
チギレイソギンチャク + + + + +
カンザシゴカイ科 + 10 10 + +
多毛綱（泥巣） 15 25 55 30

触手動物門 コケムシ綱 +
アラレタマキビ (3)
マガキ 10
コウロエンカワヒバリガイ 10 5
ミドリイガイ 15 5 + +
ムラサキイガイ 5 +
レイシガイ （1） （2）
ムギガイ （3）
シマメノウフネガイ （1）
イワフジツボ +
Balanus属 +

棘皮動物門 マナマコ （1）
シロボヤ +
カタユウレイボヤ + +
スチエラ科 +

－ 卵塊 + + +
1 4 8 12 7 6 6

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（21）

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

節足動物門

原索動物門

 
 

 

表５－２－２（８） 動物の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成20年２月８日
1 2 3 4 5 6
+1 ±0 -1 -2 -3 -4

ケーソン ケーソン ケーソン ブロック 巨礫 巨礫

タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + +
イソギンチャク目 + 10

環形動物門 多毛綱（泥巣） + 55 45 5
コウロエンカワヒバリガイ 10
ミドリイガイ +

節足動物門 Balanus属 + 5 +
- 3 3 4 2 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

腔腸動物門

軟体動物門

出現種類数（７）

観察枠　No.
水深（ｍ）

 

 

 

表５－２－２（９） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成20年２月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
+1 ±0 -1 -2 -3 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 + + + + +
タテジマイソギンチャク + +
チギレイソギンチャク +
カンザシゴカイ科 +
多毛綱（泥巣） 5 + +

触手動物門 コケムシ綱 5 10
アラレタマキビ (3)
シマメノウフネガイ (1)
サザエ (2)
ヤドカリ類 (1) (1)
サンカクフジツボ + +
キヒトデ (1) (1)
マナマコ (1) (1) (1)
ホヤ綱（群体性） 5 +
カタユウレイボヤ +

1 1 6 4 3 2 2 2 3 2 1 - 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（15）

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

環形動物門

軟体動物門

腔腸動物門

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名
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表５－２－２（10） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成20年２月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 + + 5
腔腸動物門 イソギンチャク目 +
扁形動物門 ヒラムシ目 (1)

カンザシゴカイ科 5 95 100 25 80 25 + + +
多毛綱（泥巣） +

触手動物門 コケムシ綱 + +
アラレタマキビ (3)
カラマツガイ (1)
マガキ +
ムギガイ (1) (4) (27) (5)
イボニシ (1)
レイシガイ (8) (2)
コシダカガンガラ (5) (1) (2)
ナミマガシワ科 +
サザエ (1)
サンカクフジツボ + + + + 15 40 +
ヤドカリ科 （1） （1）
イトマキヒトデ (3) (2) (1) (1) (2)
マナマコ (1) (1) (2) (1) (2) (1)
キヒトデ (1) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + + +
1 2 8 7 7 5 6 6 5 5 4 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

節足動物門

棘皮動物門

出現種類数（21）

環形動物門

軟体動物門

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
水深（ｍ）

 
 

 

表５－２－２（11） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 
平成20年２月２日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 + 5
Anthopleura属 +
タテジマイソギンチャク +
カンザシゴカイ科 + 15 15 + + + + +
多毛綱（泥巣） + + 5 + + +
ミズヒキゴカイ + +

触手動物門 コケムシ綱 + + +
カラマツガイ （4）
ムギガイ (15) (9) (5) (2)
ヤドカリ類 (2)
サンカクフジツボ + + 5 20 15
イトマキヒトデ (1) (1) (3) (1) (1)
キヒトデ (1) (3) (1) (2) (1)
マナマコ (1) (1) (1) (1) (2)
ホヤ綱（群体性） +
スチエラ科 +

－ 卵塊 + +
- 1 5 6 7 7 8 7 5 5 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

軟体動物門

節足動物門

棘皮動物門

原索動物門

腔腸動物門

環形動物門

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（17）

 

 

 

表５－２－２（12） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 
平成20年２月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥

タテジマイソギンチャク + +
ヒドロ虫綱 + + 10 + +
チギレイソギンチャク + + +
シオガマサンゴ +
カンザシゴカイ科 + + + + + + + + + +
多毛綱（泥巣） + + + 10 30 40 40 60 60
フサコケムシ科 + 5 10 +
コケムシ綱 + + + + +
アラレタマキビ (66)
ケガキ +
イボニシ (3)
ミドリイガイ 5 5 +
ウミフクロウ (2) (5) (7) (1) (2) (1)
シマメノウフネガイ + +

節足動物門 イワフジツボ +
棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (1) (2)

ホヤ綱（群体性） 30 30 40 40 20 10 10 + + +
シロボヤ 10 20 20 +
ユウレイボヤ属 + 10 10 30 10 + + + + +

1 4 8 9 10 10 7 7 7 7 6 5 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

原索動物門

出現種類数（19）

腔腸動物門

環形動物門

触手動物門

軟体動物門

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.
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表５－２－２（13） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成20年２月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

タテジマイソギンチャク +
ヒドロ虫綱 + + +
チギレイソギンチャク + +
シオガマサンゴ + + +
カンザシゴカイ科 + 30 50 10 + +
多毛綱（泥巣） + + + + + + 10 20 20 20
コケムシ綱 + + + + 10 10
アミコケムシ科 + + + 10 + + +
アラレタマキビ (52)
コガモガイ (4)
カラマツガイ (7)
カモガイ (6)
ムギガイ (7) (6)
コシダカガンガラ (2) (2)
シマメノウフネガイ +
イワフジツボ +
ヤドカリ科 (2) (2) (2) (1) (3)
サンカクフジツボ + 10 + + + +

棘皮動物門 イトマキヒトデ (16) (3) (5) (4) (2) (1)
ホヤ綱（群体性） + + + +
シロボヤ + +
ユウレイボヤ属 + +

5 4 4 7 13 5 7 6 4 4 5 3 4 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

軟体動物門

節足動物門

原索動物門

出現種類数（22）

腔腸動物門

環形動物門

触手動物門

観察枠　No.
水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

 

 

 

表５－２－２（14） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 
平成20年２月１日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

タテジマイソギンチャク + +
ヒドロ虫綱 5 5 5 + +
チギレイソギンチャク + + + +
カンザシゴカイ科 + 10 30 30 10 +
多毛綱（泥巣） + 20 30 30 30 + + + + + +
コケムシ綱 + 30 30 10 +
フサコケムシ科 + + +
アミコケムシ科 + + 5 10 +
アラレタマキビ (42)
カモガイ (1)
カラマツガイ (4)
ウミフクロウ (1) (4) (1)
レイシガイ (1)
イワフジツボ + +
サンカクフジツボ + +

棘皮動物門 イトマキヒトデ (3) (2) (1) (1) (6) (4)
ホヤ綱（群体性） 10 10 10 5 10 + + + + +
ユウレイボヤ属 + + +

3 4 6 7 8 9 7 5 4 4 4 4 4 2 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

原索動物門

環形動物門

触手動物門

軟体動物門

節足動物門

腔腸動物門

水深（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

観察枠　No.

出現種類数（18）

 

 

 

表５－２－２（15） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成20年２月１日

+1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5
網
金網
石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

タテジマイソギンチャク +
チギレイソギンチャク + + +
ヒドロ虫綱 +
カンザシゴカイ科 60 20 20 20 10 + 10 30 + + 30 +
多毛綱（泥巣） + 10 10 20 30

触手動物門 コケムシ綱 20 20 20 + + + + 20 + 10
ウミフクロウ (4) (5) (2) (2) (1) (2)
ミドリイガイ + + + + +
イトマキヒトデ (2) (6) (14) (35) (15) (4) rr r
マナマコ (1)
ホヤ綱（群体性） + 30 10 10
ユウレイボヤ属 + + + +
シロボヤ + 50 + 10 +

9 8 7 7 5 5 6 8 1 4 4 1 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。
注３：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。

腔腸動物門

環形動物門

軟体動物門

出現種類数（13）

　　　　　　　　        基質または部位
種類名

棘皮動物門

原索動物門

遊水室
水深（ｍ） 上室 下室

観察場所
エコ岸壁

壁面
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 ③ 魚類 

  Ａ．神戸沖処分場 

    神戸沖処分場では、全ての地点で魚類は確認されなかった。 

 

  Ｂ．尼崎沖処分場 

    尼崎沖処分場では、全ての地点で魚類は確認されなかった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    大阪沖処分場では、全ての地点で魚類は確認されなかった。 

  

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    調査地点Ｄ－１、２、３では魚類は確認されなかった。 

    調査地点Ｄ－５では２種類が確認され、エコ岸壁の遊水室内、周辺および貫通孔でそれぞれ１

種類であった。遊泳室内ではメバルが１～２個体、エコ護岸周辺ではスズメダイが３～10 個体、

貫通孔ではメバルが３～10 個体確認された。 
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表５－２－３（１） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 

平成20年２月３日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
小礫
砂

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（２） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成20年２月３日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック ブロック ブロック
ブロック
小礫
砂

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（３） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成20年２月３日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫
巨礫
大礫
砂

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（４） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 
平成20年２月３日

水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  
 

 

表５－２－３（５） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－１） 

平成20年２月８日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6

ケーソン ケーソン ケーソン
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（６） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－２） 

平成20年２月８日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  
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表５－２－３（７） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－６） 

平成20年２月８日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～5

ケーソン ケーソン ケーソン
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（８） 魚類の目視観察結果 尼崎沖処分場（Ｂ－７） 

平成20年２月８日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4

ケーソン
ブロック
巨礫

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表５－２－３（９） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成20年２月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表５－２－３（10） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成20年２月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック
巨礫

巨礫 巨礫 巨礫

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表５－２－３（11） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成20年２月２日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～9

ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫

出現なし

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表５－２－３（12） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－１） 

平成20年２月１日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～11

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 泥
　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（13） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

平成20年２月１日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
大礫

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（14） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成20年２月１日
水深（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～13

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
泥

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現なし  

 

 

表５－２－３（15） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成20年２月１日

遊水室内 周辺 貫通孔

ケーソン ケーソン ケーソン

魚類 メバル（6～10） rr r
スズメダイ（6～8） ｒ

1 1 1
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(２)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察部位
エコ岸壁
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 (2) 枠取り採取及び分析 

   植物の枠取り分析結果を表５－２－４、動物の枠取り分析結果を表５－２－５に示した。 

 

 ① 植物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では 14 種類が出現し、総湿重量 566.87ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが 

   552.32ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 12種類が出現し、総湿重量 145.35ｇ/0.25ｍ2であり、藻場構成種である褐藻綱のタ

マハハキモクが 68.39ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 13 種類が出現し、総湿重量 71.04ｇ/0.25ｍ2であり、紅藻綱のショウジョウケノリ

が 27.36ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では 10 種類が出現し、総湿重量 224.44ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のボタンアオサが 

   221.94ｇ/0.25ｍ2で最も多かった。 

    中層では 11 種類が出現し、総湿重量 94.68ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のススカケベニが 

   34.51ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 10 種類が出現し、総湿重量は 196.68ｇ/0.25ｍ2であり、紅藻綱のススカケベニが

88.53ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では７種類が出現し、総湿重量は 89.78ｇ/0.25ｍ2であり、紅藻綱のショウジョウケノリ

が 85.12ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    中層では 13 種類が出現し、総湿重量は 21.82ｇ/0.25ｍ2であり、紅藻綱のショウジョウケノ

リが 19.52ｇ/0.25 ㎡と最も多かった。 

    下層では 13 種類が出現し、総湿重量は 38.13ｇ/0.25ｍ2 であり、紅藻綱のカバノリが 

   27.16ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では 10 種類が出現し、総湿重量は 10.68ｇ/0.25ｍ2 であり、緑藻綱のアオノリ属が 

   4.32ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では９種類が出現し、総湿重量は 0.96ｇ/0.25ｍ2であり、紅藻綱のキヌイトフタツガサ

ネが 0.89ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では７種類が出現したが、それぞれ僅かに確認されたのみであり、総湿重量は 

   0.01ｇ未満/0.25ｍ2であった。 
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表５－２－４ 枠取り分析結果(植物) 

 

調査地点
(調査日)

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 552.32 (97) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 68.39 (47) ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 27.36 (39)
第２位 ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 7.61 (1) ｱｵｻ属 34.21 (24) ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 18.16 (26)
第３位 ｱｵｻ属 5.37 (1) ｲｷﾞｽ属 24.39 (17) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 11.83 (17)

第１位 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 221.94 (99) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 34.51 (36) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 88.53 (45)
第２位 ｱﾏﾉﾘ属 1.37 (1) ﾌﾀﾞﾗｸ 24.24 (26) ｼﾀﾞﾓｸ 80.44 (41)
第３位 ｱｵｻ属 0.54 (+) ｱﾅｱｵｻ 13.94 (15) ｲｿﾊｷﾞ 25.23 (13)

第１位 ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 85.12 (95) ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 19.52 (89) ｶﾊﾞﾉﾘ 27.16 (71)
第２位 ﾌﾀﾞﾗｸ 3.19 (4) ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 1.25 (6) ｲﾄｸﾞｻ属 6.89 (18)
第３位 ｱｵｻ属 0.80 (1) ｷｮｳﾉﾋﾓ 0.46 (2) ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属 1.79 (5)

第１位 ｱｵﾉﾘ属 4.32 (40) ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.89 (93) ｱｵﾉﾘ属
ｼｵｸﾞｻ属
ﾊﾈﾓ属
ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属
ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ
ｲﾄｸﾞｻ属
珪藻綱    +  (-)

第２位 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 3.51 (33) ｼｵｸﾞｻ属 0.03 (3)
第３位 ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 1.54 (14) ﾐﾙ 0.02 (2)

注１）表中の＋は0.01ｇ未満を示す。
注２）（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、+は1％未満を、-は定量不能を示す。

層
上

(M.W.L.±0.0ｍ)
中

(M.W.L.－2.0ｍ)
下

(M.W.L.－4.0ｍ)

神戸沖
Ａ－２
（２月３日）

出現種類数 14 12

優占種

13

総湿重量
（g/0.25㎡)

566.87 145.35 71.04

大阪沖
Ｃ－２
（２月２日）

出現種類数 10 11

優占種

10

総湿重量
（g/0.25㎡)

224.44 94.68 196.68

89.78 21.82 38.13

出現種類数 7 13 13

10.68 0.96 +

出現種類数 10 9 7

優占種

泉大津沖
Ｄ－２
（２月１日）

泉大津沖
Ｄ－３
（２月１日）

優占種

総湿重量
（g/0.25㎡)

総湿重量
（g/0.25㎡)
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 ② 動物 

  １．神戸沖処分場（Ａ－２） 

    上層では 30種類が出現し、総個体数1,736 個体/0.25ｍ2、総湿重量 8.36ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のユスリカ科幼虫が 1,267 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体動物

門のカラマツガイが 2.36ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 86種類が出現し、総個体数 6,955 個体/0.25ｍ2、総湿重量 252.18ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数と湿重量では、環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイがそれぞれ 

   5,088 個体/0.25ｍ2、117.12ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 41種類が出現し、総個体数 2,255 個体/0.25ｍ2、総湿重量 165.24ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数と湿重量では、節足動物門のサンカクフジツボがそれぞれ 997 個体/0.25ｍ2、 

   86.02ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ２．大阪沖処分場（Ｃ－２） 

    上層では 26 種類が出現し、総個体数 19,891 個体/0.25ｍ2、総湿重量 100.86ｇ/0.25ｍ2であ

った。個体数では軟体動物門のムラサキイガイが 19,586 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では

軟体動物門のマガキが 81.07ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 51種類が出現し、総個体数 2,862 個体/0.25ｍ2、総湿重量 493.67ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では環形動物門のエゾカサネカンザシゴカイが 2,177 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重

量では軟体動物門のレイシガイが 370.72ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 58種類が出現し、総個体数 664 個体/0.25ｍ2、総湿重量 67.51ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のムギガイが 168 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では棘皮動物門のイト

マキヒトデが 14.05ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

  ３．泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

    上層では 25 種類が出現し、総個体数 214 個体/0.25ｍ2、総湿重量 1.16ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のムラサキイガイが 81 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では環形動物門

のアシナガゴカイが 0.53ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 55 種類が出現し、総個体数 1,409 個体/0.25ｍ2、総湿重量 27.69ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では腔腸動物門のイソギンチャク目が 297 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では節足

動物門のサンカクフジツボが 12.62ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 49種類が出現し、総個体数 667 個体/0.25ｍ2、総湿重量 49.58ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数では軟体動物門のウスカラシオツガイが 224 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では棘皮動

物門のイトマキヒトデが 34.64ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

４．泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

    上層では 29 種類が出現し、総個体数 883 個体/0.25ｍ2、総湿重量 4.64ｇ/0.25ｍ2であった。

個体数と湿重量では、軟体動物門のムラサキイガイがそれぞれ 648 個体/0.25ｍ 2、 

   1.28ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    中層では 57種類が出現し、総個体数 2,032 個体/0.25ｍ2、総湿重量 54.90/0.25ｍ2であった。

個体数では節足動物門のホソヨコエビが 543 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では触手動物門の
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フサコケムシが 19.74ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

    下層では 58 種類が出現し、総個体数 2,118 個体/0.25ｍ2、総湿重量 47.08ｇ/0.25ｍ2であっ

た。個体数では腔腸動物門のイソギンチャク目が 472 個体/0.25ｍ2と最も多く、湿重量では軟体

動物門のレイシガイが 12.88ｇ/0.25ｍ2と最も多かった。 

 

 

 

表５－２－５ 枠取り分析結果(動物) 

 

調査地点
（調査日）

第１位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 1,267 (73) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 5,088 (73) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 997 (44)
第２位 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 96 (6) Ophiodromus sp. 254 (4) ﾑｷﾞｶﾞｲ 597 (26)
第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 71 (4) ﾑｷﾞｶﾞｲ 234 (3) ﾀﾏﾂﾎﾞ 264 (12)

ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ
第１位 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 2.36 (28) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 117.12 (46) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 86.02 (52)
第２位 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 1.54 (18) ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 24.54 (10) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 45.57 (28)
第３位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 1.43 (17) ﾑｷﾞｶﾞｲ 16.22 (6) ﾑｷﾞｶﾞｲ 15.52 (9)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 19,586 (98) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 2,177 (76) ﾑｷﾞｶﾞｲ 168 (25)
第２位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 71 (+) ﾑｷﾞｶﾞｲ 207 (7) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 108 (16)
第３位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 57 (+) ﾋﾒｺﾞｶｲ 55 (2) Thelepus sp. 71 (11)
第１位 ﾏｶﾞｷ 81.07 (80) ﾚｲｼｶﾞｲ 370.72 (75) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 14.05 (21)
第２位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 11.52 (11) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 51.28 (10) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 12.25 (18)
第３位 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 4.96 (5) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 41.30 (8) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 10.58 (16)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 81 (38) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 297 (21) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 224 (34)
第２位 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 28 (13) Polydora sp. 241 (17) ｾﾞｳｸｿ属 79 (12)
第３位 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 27 (13) Ophiodromus sp. 157 (11) Polydora sp. 56 (8)
第１位 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 0.53 (46) ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 12.62 (46) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 34.64 (70)
第２位 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 0.19 (16) ﾑｷﾞｶﾞｲ 2.32 (8) ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 4.24 (9)
第３位 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 0.14 (12) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 2.16 (8) ﾑｷﾞｶﾞｲ 4.06 (8)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 648 (73) ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 543 (27) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 472 (22)
第２位 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 64 (7) ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 443 (22) ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 262 (12)
第３位 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 28 (3) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 156 (8) Ophiodromus sp. 253 (12)
第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1.28 (28) ﾌｻｺｹﾑｼ 19.74 (36) ﾚｲｼｶﾞｲ 12.88 (27)
第２位 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1.06 (23) ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 5.61 (10) ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 8.64 (18)
第３位 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 0.45 (10) ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 5.11 (9) ﾑｷﾞｶﾞｲ 4.61 (10)

注）表中の（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、+は1％未満をを示す。

層
上

（M.W.L.±0.0ｍ）
中

（M.W.L.-2.0ｍ）
下

（M.W.L.-4.0ｍ）
出現種類数(種類) 30 86 41
総個体数
（個体/0.25㎡)

1,736 6,955 2,255

総湿重量
（g/0.25㎡)

8.36 252.18 165.24

55 49

個体数
からみた
優占種

湿重量
からみた
優占種

総個体数
（個体/0.25㎡)

19,891 2,862 664

総湿重量
（g/0.25㎡)

100.86

27.69 49.58

総個体数
（個体/0.25㎡)

214 1,409 667

57 58

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

51 58

総湿重量
（g/0.25㎡)

4.64 54.90 47.08

総個体数
（個体/0.25㎡)

883 2,032 2,118

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

出現種類数(種類) 26

出現種類数(種類) 29

総湿重量
（g/0.25㎡)

1.16

出現種類数(種類) 25

493.67 67.51

個体数
からみた
優占種
湿重量
からみた
優占種

神戸沖
Ａ－２
（２月３日）

大阪沖
Ｃ－２
（２月２日）

泉大津沖
Ｄ－２
（２月１日）

泉大津沖
Ｄ－３
（２月１日）
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第６章 考察 
 

１．水質と付着生物の分布 

  水質と付着生物の分布の対応を検討するため、水質と付着生物の両方を調査した地点を対象に、

下記の水質条件を満たす水深帯と付着生物の分布水深を表６－１に整理した。 

 

 

 

 

  

 (1) 相対光量と海藻の分布 

  ① 神戸沖 

    藻類の生育可能な光条件を満たした水深帯は、年間を通し、Ａ－２、４、５では５ｍ以浅、Ａ

－７では６ｍ以浅であった。全地点とも海藻の分布水深帯と概ね一致した。 

 

  ② 尼崎沖 

    藻類の生育可能な光条件を満たした水深帯は、年間を通し、Ｂ－１、６、７では３ｍ以浅、Ｂ

－２では２ｍ以浅であった。Ｂ－７の１ｍでは年間を通じて海藻の分布がみられたが、他の地点

では年間を通した分布はなかった。 

 

  ③ 大阪沖 

    藻類の生育可能な光条件を満たした水深帯は、年間を通し、Ｃ－１では６ｍ以浅、Ｃ－２、３

では７ｍ以浅であった。海藻の分布水深帯は、年間を通し、Ｃ－１では４ｍ以浅と条件を満たし

ている水深帯より少し浅かったが、Ｃ－２、３では条件を満たした水深帯と概ね一致した。 

 

  ④ 泉大津沖 

    藻類の生育可能な光条件を満たした水深帯は、年間を通し、両地点とも４ｍ以浅であった。海

藻の分布水深帯は、年間を通してＤ－１では０ｍのみ分布がみられたが、Ｄ－２では条件を満た

している水深帯と概ね一致し、水深６～７ｍでも分布がみられた。 
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〔水質条件〕 

海藻：相対光量が１％以上（杉本・坂本編「海洋環境工学」（1985）の藻類生育条件） 

動物：ＤＯが 4.3mg/L 以上（水産用水基準「水産用水基準（2005 年版）」の内湾（夏季）の基準値） 

 



 (2) ＤＯと付着動物の分布 

  ① 神戸沖 

    ＤＯにおいて年間を通して水産用水基準を満たした水深帯は、Ａ－２では６ｍ以浅、Ａ－４で

は９ｍ以浅、Ａ－５では７ｍ以浅、Ａ－７では５ｍ以浅であり、全地点において秋季と冬季に海

底まで条件を満たした。付着動物は、年間を通し、Ａ－２、４、５では海底付近まで、Ａ－７は

６ｍまで分布がみられ、条件を満たした水深帯と概ね一致した。 

 

  ② 尼崎沖 

    ＤＯにおいて年間を通して水産用水基準を満たした水深帯は、Ｂ－１、７では１ｍ以浅、Ｂ－

２では３ｍ以浅、Ｂ－６では２ｍ以浅であり、全地点において冬季のみ海底まで条件を満たした。

付着動物は、年間を通し、全地点とも、条件を満たした水深帯より深い海底付近まで分布がみら

れた。 

 

  ③ 大阪沖 

    ＤＯにおいて年間を通して水産用水基準を満たした水深帯は、Ｃ－１では７ｍ以浅、Ｃ－２で

は５ｍ以浅であり、全地点において冬季に、Ｃ－２は秋季に、Ｃ－３は夏季および秋季において

も海底まで条件を満たした。付着動物は、年間を通し、全地点において、海底付近まで分布がみ

られた。条件を満たした水深帯と付着動物の分布水深帯はＣ－１では概ね一致した。 

 

  ④ 泉大津沖 

    ＤＯにおいて年間を通して水産用水基準を満たした水深帯は、Ｄ－１で３ｍ以浅、Ｄ－２で５

ｍ以浅であり、各地点とも冬季のみ海底まで条件を満たした。条件を満たす水深帯が最も浅い時

期は夏季であった。付着動物は、年間を通し、各地点とも、条件を満たした水深帯より深い海底

付近まで分布がみられた。 
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表６－１ 付着生物の分布条件を満たす水深帯と付着生物の分布水深（ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

生育条件１） 分布水深 生息条件２） 分布水深
春季 0～6 0～8 0～7 0～10（海底）
夏季 0～5 0～8 0～6 0～9
秋季 0～11 0～5 0～15（海底） 0～10（海底）
冬季 0～7 0～8 0～15（海底） 0～10（海底）
周年 0～5 0～5 0～6 0～9
春季 0～6 0～8 0～9 0～10（海底）
夏季 0～5 0～8 0～11 0～10（海底）
秋季 0～11 0～6 0～16（海底） 0～10（海底）
冬季 0～8 0～8 0～16（海底） 0～10（海底）
周年 0～5 0～6 0～9 0～10（海底）
春季 0～6 0～9 0～7、9 0～9
夏季 0～5 0～1、4～8 0～8 0～9
秋季 0～7 0～2、4～5 0～10（海底） 0～10（海底）
冬季 0～7 0～9 0～10（海底） 0～10（海底）
周年 0～5 0～1、4～5 0～7 0～9
春季 0～6 0～8（海底） 0～7 0～8（海底）
夏季 0～6 0～1、4～6 0～5 0～6
秋季 0～9（海底） 0～1、4～5 0～9（海底） 0～8（海底）
冬季 0～7 0～2、4～8（海底） 0～8（海底） 0～8（海底）
周年 0～6 0～1、4～5 0～5 0～6
春季 0～3 なし 0～4 0～6（海底）
夏季 0～4 なし 0～3 0～6（海底）
秋季 0～5（海底） なし 0～1 0～6（海底）
冬季 0～4 1、5～6（海底） 0～5（海底） 0～6（海底）
周年 0～3 なし 0～1 0～6（海底）
春季 0～2 なし 0～5 0～8（海底）
夏季 0～4（海底） なし 0～3 0～8（海底）
秋季 0～4（海底） 0、2 0～3 0～8（海底）
冬季 0～6（海底） 0～8（海底） 0～6（海底） 0～8（海底）
周年 0～2 なし 0～3 0～8（海底）
春季 0～5 なし 0～4 0～5（海底）
夏季 0～3 なし 0～2 0～5（海底）
秋季 0～7（海底） なし 0～2 0～5（海底）
冬季 0～5 0、2 0～7（海底） 0～5（海底）
周年 0～3 なし 0～2 0～5（海底）
春季 0～3 1～2 0～3 0～4（海底）
夏季 0～5（海底） 1、3 0～3 0～4（海底）
秋季 0～5（海底） 1～3 0～1 0～4（海底）
冬季 0～4 0～4（海底） 0～5（海底） 0～4（海底）
周年 0～3 1 0～1 0～4（海底）
春季 0～7 0～10（海底） 0～8 0～10（海底）
夏季 0～6 0～9 0～7 0～10（海底）
秋季 0～8 0～4 0～9 0～10（海底）
冬季 0～8 0～10（海底） 0～13（海底） 0～7、9
周年 0～6 0～4 0～7 0～7、9
春季 0～8 0～10（海底） 0～5 0～10（海底）
夏季 0～11（海底） 0～10（海底） 0～8 0～10（海底）
秋季 0～7 0～7 0～14（海底） 0～10（海底）
冬季 0～8 0～10（海底） 0～12（海底） 0～10（海底）
周年 0～7 0～7 0～5 0～10（海底）
春季 0～8 0～9（海底） 0～5 0～9（海底）
夏季 0～8（海底） 0～9（海底） 0～8（海底） 1～9（海底）
秋季 0～8（海底） 0～8 0～6、8（海底） 0～9（海底）
冬季 0～7 0～9（海底） 0～10（海底） 0～9（海底）
周年 0～7 0～8 0～5 1～9（海底）
春季 0～8 0～1 0～5 0～11（海底）
夏季 0～4 0～1 0～3 0～10
秋季 0～11 0 0～10 0～10
冬季 0～8 0～5 0～13（海底） 0～10
周年 0～4 0 0～3 0～10
春季 0～8 0～10 0～6 0～12
夏季 0～4 0～10 0～5 0～12
秋季 0～9 0～4、6～7 0～6 0～12
冬季 0～8 0～11 0～11（海底） 0～12
周年 0～4 0～4、6～7 0～5 0～12

※　水質測定の水深は海面基準、目視観察の水深は平均水面基準
　   条件１）　海面到達光量が１％以上（杉本・坂本編「海洋環境工学」(1985) の藻類生育条件より）
　　　　　 ２）　ＤＯの値が4.3mg/L以上（水産用水基準(｢水産用水基準(2005年版)｣の内湾（夏季）の基準値より）

泉大津沖

Ｄ－１

Ｄ－２

大阪沖

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

尼崎沖

Ｂ－１

Ｂ－２

Ｂ－６

Ｂ－７

付着動物

神戸沖

Ａ－２

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－７

調査場所 調査地点
調査
時期

海藻
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２．生物調査結果に基づく総合評価 

  当生物調査のうち、定量分析の結果に基づき、各処分場護岸の生物分布について総合評価を行っ

た。 

 

(1) 評価対象 

   処分場護岸の生物分布を評価するため、海藻および付着動物の２生物群、並びに両者を合わせ

た付着生物全体を評価対象とした。 

 

(2) 評価項目 

   海藻は種類数および湿重量、付着動物は種類数、個体数および湿重量、付着生物全体は種類数

および湿重量を評価項目とした。 

 

 (3) 評価方法 

   護岸付近の海域環境が異なることから、総合評価は各処分場毎で行うこととした。 

   評価方法は、評価対象毎に各評価項目のデータを３つの水深帯（上層：平均水面、中層：平均

水面下２ｍ、下層：平均水面下４ｍ）および４つの調査時期（春季、夏季、秋季、冬季）別に集

計（小数第１位を四捨五入）した。 

   また、年間を通じた３水深帯の平均値（表中の最下欄の「平均」）を比較する対照値とし、この

値の 120％以上を示すデータを生物分布が豊富であると判断し、色付け（海藻は緑色、動物は水

色、付着生物全体は桃色）を施した。 
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 (4) 評価結果 

   各処分場護岸毎に評価結果を示した。 

 

  ① 神戸沖 

   神戸沖処分場護岸の付着生物定量分析結果総括表を表６－２－１に示した。 

   海藻では、種類数は冬季に、湿重量は春季と冬季に多い傾向がみられた。上層の冬季が種類数、

湿重量とも多かった。付着動物では、個体数、湿重量とも春季に多い傾向がみられた。種類数は

中層で全期において多く、個体数、湿重量は上層、中層では春季に多かった。付着生物全体では、

種類数は年間を通して中層に多く、湿重量は春季の上層と中層に多い傾向にあった。 

 

 

表６－２－１ 神戸沖処分場護岸（Ａ－２）の付着生物定量分析結果総括表 
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種類数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 湿重量

水深帯 時期 種類 g/0.25㎡ 種類 個体/0.25㎡ g/0.25㎡ 種類 g/0.25㎡

春季 4 54 34 26,054 757 38 811

夏季 8 38 29 1,213 64 37 102

秋季 8 7 29 481 15 37 22

冬季 14 567 30 1,736 8 44 575

平均 9 167 31 7,371 211 39 378

春季 8 315 72 15,612 409 80 724

夏季 9 8 80 9,039 260 89 268

秋季 5 4 92 2,200 73 97 76

冬季 12 145 86 6,955 252 98 398

平均 9 118 83 8,452 248 91 366

春季 10 149 55 5,314 129 65 277

夏季 8 11 56 1,086 92 64 103

秋季 8 + 53 2,270 177 61 177

冬季 13 71 41 2,255 165 54 236

平均 10 58 51 2,731 141 61 198

春季 7 173 54 15,660 431 61 604

夏季 8 19 55 3,779 138 63 158

秋季 7 5 58 1,650 88 65 92

冬季 13 261 52 3,649 142 65 403

平均 9 115 55 6,185 200 64 314
注）＋は1g/0.25㎡未満を示す
　　色付の箇所は生物分布が多い（３層平均の平均値の120％以上）ことを示す

上層

中層

下層

３層
平均

評価項目

付着生物全体評価対象 海藻 付着動物



  ② 大阪沖 

   大阪沖処分場護岸の付着生物定量分析結果総括表を表６－２－２に示した。 

   海藻では、種類数は冬季に、湿重量は春季に多い傾向がみられた。下層の春季に種類数、湿重

量とも多かった。付着動物では、個体数は春季と冬季に、湿重量は春季と夏季に多い傾向がみら

れた。種類数は下層の秋季に多く、個体数は上層の冬季に、湿重量は上層の夏季に多かった。付

着生物全体では、付着動物が多くを占めるため、その傾向も付着動物と同様であった。 

 

 

表６－２－２ 大阪沖処分場護岸（Ｃ－２）の付着生物定量分析結果総括表 

 

 

 

種類数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 湿重量

水深帯 時期 種類 g/0.25㎡ 種類 個体/0.25㎡ g/0.25㎡ 種類 g/0.25㎡

春季 4 157 33 15,427 1,754 37 1,911

夏季 4 13 29 7,731 3,120 33 3,134

秋季 4 1 24 406 33 28 34

冬季 10 224 26 19,891 101 36 325

平均 6 99 28 10,864 1,252 34 1,351

春季 7 203 53 3,509 82 60 285

夏季 9 174 62 1,656 22 71 196

秋季 6 + 46 838 11 52 11

冬季 11 95 51 2,862 494 62 588

平均 8 118 53 2,216 152 61 270

春季 12 525 68 5,044 107 80 631

夏季 10 169 50 846 22 60 191

秋季 11 9 78 910 45 89 55

冬季 10 197 58 664 68 68 264

平均 11 225 64 1,866 60 74 285

春季 8 295 51 7,993 647 59 942

夏季 8 119 47 3,411 1,055 55 1,173

秋季 7 5 49 718 30 56 33

冬季 10 172 45 7,806 221 55 393

平均 8 148 48 4,982 488 56 635
注）＋は1g/0.25㎡未満を示す
　　色付の箇所は生物分布が多い（３層平均の平均値の120％以上）ことを示す

上層

中層

下層

３層
平均

付着動物 付着生物全体

評価項目

評価対象 海藻
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  ③ 泉大津沖 

   泉大津沖処分場護岸の付着生物定量分析結果総括表を表６－２－３、表６－２－４に示した。 

 

   1) 傾斜護岸（Ｄ－２） 

    Ｄ－２において、海藻では、種類数は冬季に多い傾向がみられ、湿重量は上層の冬季と中層

および下層の春季に多かった。付着動物では、種類数は中層の冬季に多く、個体数は上層と中

層の春季および夏季に、湿重量は上層の春季および夏季に多かった。付着生物全体では、付着

動物が多くを占めるため、その傾向も付着動物と同様であった。 

 

 

表６－２－３ 泉大津沖処分場護岸（Ｄ－２）の付着生物定量分析結果総括表 

 

 

種類数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 湿重量

水深帯 時期 種類 g/0.25㎡ 種類 個体/0.25㎡ g/0.25㎡ 種類 g/0.25㎡

春季 5 4 36 25,158 4,470 41 4,473

夏季 4 1 30 22,193 7,391 34 7,392

秋季 6 1 22 238 3 28 3

冬季 7 90 25 214 1 32 91

平均 6 24 28 11,951 2,966 34 2,990

春季 10 95 44 8,150 495 54 591

夏季 9 28 52 10,235 78 61 105

秋季 6 + 39 804 28 45 28

冬季 13 22 55 1,409 28 68 50

平均 10 36 48 5,150 157 57 193

春季 13 321 44 438 66 57 388

夏季 9 131 45 564 75 54 206

秋季 7 1 40 1,957 34 47 35

冬季 13 38 49 667 50 62 88

平均 11 123 45 907 56 55 179

春季 9 140 41 11,249 1,677 51 1,817

夏季 7 53 42 10,997 2,514 50 2,568

秋季 6 1 34 1,000 22 40 22

冬季 11 50 43 763 26 54 76

平均 9 61 40 6,002 1,060 49 1,121
注）＋は1g/0.25㎡未満を示す
　　色付の箇所は生物分布が多い（３層平均の平均値の120％以上）ことを示す

上層

中層

下層

３層
平均

評価項目

付着生物全体評価対象 海藻 付着動物
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   2) 直立護岸（Ｄ－３） 

    Ｄ－３において、海藻では、種類数は冬季に多い傾向がみられ、湿重量は上層の冬季と中層

の春季に多かった。付着動物では、種類数は下層の春季に多く、個体数および湿重量は上層と

中層の春季および夏季に多かった。付着生物全体では、付着動物が多くを占めるため、その傾

向も付着動物と同様であった。 

 

 

表６－２－４ 泉大津沖処分場護岸（Ｄ－３）の付着生物定量分析結果総括表 

 

 

 

 

   3) 護岸構造による比較 

    Ｄ－２（傾斜護岸）とＤ－３（直立護岸）を比較すると、季節的な傾向はほとんど同じであ

ったが、海藻ではＤ－２が種類数および湿重量ともに多く、付着動物ではＤ－３が種類数、個

体数および湿重量のいずれも多い傾向にあった。付着生物全体では、種類数はほぼ同じであっ

たが、湿重量はＤ－３が多かった。 

種類数 湿重量 種類数 個体数 湿重量 種類数 湿重量

水深帯 時期 種類 g/0.25㎡ 種類 個体/0.25㎡ g/0.25㎡ 種類 g/0.25㎡

春季 2 + 27 22,109 3,807 29 3,807

夏季 2 + 29 14,271 5,382 31 5,382

秋季 4 + 30 227 13 34 13

冬季 10 11 29 883 5 39 15

平均 5 3 29 9,373 2,302 33 2,304

春季 3 13 57 12,916 1,861 60 1,874

夏季 2 + 53 11,275 6,363 55 6,363

秋季 2 + 44 2,207 62 46 62

冬季 9 1 57 2,032 55 66 56

平均 4 4 53 7,108 2,085 57 2,089

春季 3 + 70 2,480 254 73 254

夏季 0 0 57 2,078 230 57 230

秋季 1 + 55 2,902 170 56 170

冬季 7 + 58 2,118 47 65 47

平均 3 + 60 2,395 175 63 175

春季 3 13 51 12,502 1,974 54 1,978

夏季 1 + 46 9,208 3,992 48 3,992

秋季 2 + 43 1,779 82 45 82

冬季 9 6 48 1,678 36 57 39

平均 4 5 47 6,292 1,521 51 1,523
注）＋は1g/0.25㎡未満を示す
　　色付の箇所は生物分布が多い（３層平均の平均値の120％以上）ことを示す

上層

中層

下層

３層
平均

付着動物 付着生物全体

評価項目

評価対象 海藻
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３．まとめ 

 

 (1) 水質と付着生物 

  ① 相対光量と海藻分布の対応を検討した結果、護岸構造に関係なく、神戸沖、大阪沖および泉大

津沖は水中光量と海藻分布が概ね一致する傾向がみられた。一方、尼崎沖は水深２ｍ以浅では

十分な光量があるにも関わらず、海藻分布が非常に少なかった。これは、光量以外に要因があ

るものと考えられた。 

  ② 水産用水基準を参考に、ＤＯと付着動物分布の対応を検討した結果、神戸沖と大阪沖のＣ－１

では年間を通してＤＯと付着動物の分布が概ね一致する傾向がみられた。各処分場とも、冬季

は海底まで条件を満たし、夏季に条件を満たす水深が浅くなるが、付着動物の分布は年間を通

して海底付近までみられた。このことから、海底付近に分布する付着動物は、貧酸素に対する

耐性が高い可能性が考えられた。 

 

 (2) 総合評価 

  ① 神戸沖（緩傾斜護岸）の付着生物は、海藻は春季と冬季に多く、付着動物は中層が多く、全体

の種類数は、年間を通じ、60種類以上がみられるのが特徴と考えられた。 

  ② 大阪沖（傾斜護岸）の付着生物は、海藻は春季と冬季に多く、付着動物は上層が多く、全体の

種類数は、年間を通じ、55～59 種類で神戸沖に較べてやや少ないと考えられた。 

  ③ 泉大津沖（傾斜護岸及び直立護岸）の付着生物は、海藻は春季と冬季に多く、付着動物は春季

および夏季の上中層で多く、全体の種類数は、年間を通じ、50種類前後みられるのが特徴と考

えられた。また、護岸構造別にみると、傾斜護岸では海藻が多く、直立護岸では海藻が少ない

傾向がみられた。 

  ④ 尼崎沖（直立護岸）の付着生物は、定量分析調査は実施していないが、前年度と同様に、海藻

は非常に少なく、年間を通じ、付着動物が多いのが特徴と考えられた。 
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 (3) 全体評価 

   各処分場護岸の付着生物定量分析結果総括一覧を表６－３－１に示した。４地点３層の四季平

均を比較する対照値とし、種類数、湿重量、個体数の各項目で対照値を上回る箇所に緑（海藻）、

青（付着動物）、赤（付着生物全体）の色付けを施して表示した。 

   海藻の種類数は、神戸沖が四季を通して３層とも対照値を上回ることが多く、次に大阪沖、泉

大津沖（傾斜護岸）の順に多かった。各地点とも冬季に多い傾向がみられた。海藻の湿重量は、

大阪沖が対照値を上回ることが多く、次に神戸沖が多かった。各地点とも秋季に少ない傾向がみ

られた。 

   付着動物の種類数は、神戸沖が対照値を上回ることが多く、次に大阪沖が多かった。各地点と

も中・下層に多い傾向がみられた。付着動物の湿重量は、神戸沖では対照値を上回ることがなく、

泉大津沖（直立護岸）が対照値を上回ることが多かった。いずれの地点も、四季を通して下層で

は対照値を上回ることはなく、秋季～冬季かけては上・中層でも対照値を上回ることはなかった。 

   なお、付着動物の個体数をみると、神戸沖においても泉大津沖（直立護岸）と同程度に対照値

を上回っていることから、神戸沖と泉大津沖（直立護岸）に生息する付着動物相の違いを示唆す

るものと考えられる。 

 

 ※（第６章 考察・総合評価）の内容については、学識経験者（大阪市立大学 中西 敬 非常勤講師）

の意見を参考に作成したものである。 
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表６－３－１ 各処分場護岸における付着生物定量分析結果総括表 

 

 

評価項目
（単位） 評価対象 水深帯 春季 夏季 秋季 冬季

四季
平均 春季 夏季 秋季 冬季

四季
平均 春季 夏季 秋季 冬季

四季
平均 春季 夏季 秋季 冬季

四季
平均 春季 夏季 秋季 冬季

四季
平均

上層 4 8 8 14 9 4 4 4 10 6 5 4 6 7 6 2 2 4 10 5 4 5 6 10 6

中層 8 9 5 12 9 7 9 6 11 8 10 9 6 13 10 3 2 2 9 4 7 7 5 11 8

下層 10 8 8 13 10 12 10 11 10 11 13 9 7 13 11 3 0 1 7 3 10 7 7 11 8

３層平均 7 8 7 13 9 8 8 7 10 8 9 7 6 11 9 3 1 2 9 4 7 6 6 11 7

上層 34 29 29 30 31 33 29 24 26 28 36 30 22 25 28 27 29 30 29 29 33 29 26 28 29

中層 72 80 92 86 83 53 62 46 51 53 44 52 39 55 48 57 53 44 57 53 57 62 55 62 59

下層 55 56 53 41 51 68 50 78 58 64 44 45 40 49 45 70 57 55 58 60 59 52 57 52 55

３層平均 54 55 58 52 55 51 47 49 45 48 41 42 34 43 40 51 46 43 48 47 49 48 46 47 48

上層 38 37 37 44 39 37 33 28 36 34 41 34 28 32 34 29 31 34 39 33 36 34 32 38 35

中層 80 89 97 98 91 60 71 52 62 61 54 61 45 68 57 60 55 46 66 57 64 69 60 74 67

下層 65 64 61 54 61 80 60 89 68 74 57 54 47 62 55 73 57 56 65 63 69 59 63 62 63

３層平均 61 63 65 65 64 59 55 56 55 56 51 50 40 54 49 54 48 45 57 51 56 54 52 58 55

上層 54 38 7 567 167 157 13 1 224 99 4 1 1 90 24 + + + 11 3 72 18 3 223 73

中層 315 8 4 145 118 203 174 + 95 118 95 28 + 22 36 13 + + 1 4 157 70 4 66 69

下層 149 11 + 71 58 525 169 9 197 225 321 131 1 38 123 + 0 + + + 331 78 5 102 135

３層平均 173 19 5 261 115 295 119 5 172 148 140 53 1 50 61 13 + + 6 5 155 64 4 122 82

上層 757 64 15 8 211 1,754 3,120 33 101 1,252 4,470 7,391 3 1 2,966 3,807 5,382 13 5 2,302 2,697 3,989 16 29 1,683

中層 409 260 73 252 248 82 22 11 494 152 495 78 28 28 157 1,861 6,363 62 55 2,085 712 1,681 43 207 661

下層 129 92 177 165 141 107 22 45 68 60 66 75 34 50 56 254 230 170 47 175 139 104 107 82 108

３層平均 431 138 88 142 200 647 1,055 30 221 488 1,677 2,514 22 26 1,060 1,974 3,992 82 36 1,521 1,182 1,925 55 106 817

上層 811 102 22 575 378 1,911 3,134 34 325 1,351 4,473 7,392 3 91 2,990 3,807 5,382 13 15 2,304 2,751 4,002 18 252 1,756

中層 724 268 76 398 366 285 196 11 588 270 591 105 28 50 193 1,874 6,363 62 56 2,089 868 1,733 44 273 730

下層 277 103 177 236 198 631 191 55 264 285 388 206 35 88 179 254 230 170 47 175 387 182 109 159 209

３層平均 604 158 92 403 314 942 1,173 33 393 635 1,817 2,568 22 76 1,121 1,978 3,992 82 39 1,523 1,335 1,973 57 228 898

上層 26,054 1,213 481 1,736 7,371 15,427 7,731 406 19,891 10,864 25,158 22,193 238 214 11,951 22,109 14,271 227 883 9,373 22,187 11,352 338 5,681 9,890

中層 15,612 9,039 2,200 6,955 8,452 3,509 1,656 838 2,862 2,216 8,150 10,235 804 1,409 5,150 12,916 11,275 2,207 2,032 7,108 10,047 8,051 1,512 3,315 5,731

下層 5,314 1,086 2,270 2,255 2,731 5,044 846 910 664 1,866 438 564 1,957 667 907 2,480 2,078 2,902 2,118 2,395 3,319 1,144 2,010 1,426 1,975

３層平均 15,660 3,779 1,650 3,649 6,185 7,993 3,411 718 7,806 4,982 11,249 10,997 1,000 763 6,002 12,502 9,208 1,779 1,678 6,292 11,851 6,849 1,287 3,474 5,865

注）＋は1g/0.25㎡未満を示す

　　緑・青・赤色の網掛け箇所は４地点３層の四季平均（二重線枠内の値）を超えていることを示す

個体数
（個体/0.25㎡）

神戸沖処分場 大阪沖処分場

付着動物

海藻

付着動物

付着生物
全体

海藻

種類数
（種類）

湿重量
（g/0.25㎡）

付着動物

付着生物
全体

４地点平均区分
泉大津沖処分場

Ａ－２（緩傾斜護岸） Ｃ－２（傾斜護岸） Ｄ－２（傾斜護岸） Ｄ－３（直立護岸）
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枠取り分析結果 
 
 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

No. 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 48.38

2 ｱﾅｱｵｻ 5.85 4.30

3 ｱｵｻ属 100.38
4 ｱｵﾉﾘ属    +     +  
5 ｼｵｸﾞｻ属 0.01 0.01 0.01
6 褐藻 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 214.80
7 紅藻 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 135.89
8 ﾂﾉﾏﾀ属 2.25
9 ﾌﾀﾞﾗｸ 　 6.69
10 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 　 15.09
11 ｵｷﾂﾉﾘ 0.92
12 ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 0.11
13 ｷﾇｲﾄｸ゙ｻ属    +  
14 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  0.03
15 ｹｲｷﾞｽ
16 ｲｷﾞｽ属    +  
17 ｲﾄｸﾞｻ属 0.01 0.91

4 8 10

54.24 315.31 148.51

注）＋は0.01g未満を示す。

Ａ－２

総湿重量
出現種類数

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 19.84
2 ｱﾅｱｵｻ 7.50 1.60
3 ｱｵﾉﾘ属 1.66 0.03
4 ｼｵｸﾞｻ属 14.97 0.02 0.01
5 褐藻 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 0.18
6 紅藻 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属    +     +  
7 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 0.05 0.52
8 ﾂﾉﾏﾀ属 1.25
9 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 7.31
10 ﾌﾀﾞﾗｸ 0.48 0.92
11 ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 0.02
12 ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属    +  
13 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  0.75
14 ｲｷﾞｽ属 0.01
15 ｲﾄｸﾞｻ属    +  0.02 0.03

8 9 8

38.22 7.80 11.15
注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

出現種類数
総湿重量

Ａ－2

１．枠取り分析結果（植物） 

 

 (１)神戸沖処分場；Ａ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 27日） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   夏季調査（平成 19年８月４日） 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 6.56
2 ｱｵｻ属 0.06 1.12 0.13
3 ｱｵﾉﾘ属 0.15
4 ｼｵｸﾞｻ属 0.07 0.02 0.05
5 褐藻 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 2.28
6 紅藻 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属    +  
7 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ 0.28
8 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ    +  
9 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.09 0.03
10 ｲｷﾞｽ属 0.03
11 ｲﾄｸﾞｻ属 0.18
12 藍藻 ｸﾛｵｺｯｸｽ目    +  
13 ﾕﾚﾓ属    +  
14 Lyngbya  sp. 0.02
15 珪藻 Licmophora  sp.    +  
16 珪藻綱    +  

8 5 8

7.14 3.54 0.39

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

Ａ－2

総湿重量
出現種類数

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層
1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 552.32
2 ｱｵｻ属 5.37 34.21 4.08
3 ｱｵﾉﾘ属 0.04

4 ｼｵｸﾞｻ属 0.11    +     +  

5 褐藻 ｸﾛｶﾞｼﾗ属 0.11

6 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ 0.17

7 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 68.39

8 紅藻 ｱﾏﾉﾘ属 0.31

9 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属    +  

10 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 11.83

11 ﾂﾉﾏﾀ属 0.61

12 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 9.20

13 ﾌﾀﾞﾗｸ 0.13 0.66

14 ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 7.61 2.67

15 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  3.69 18.16

16 ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属    +  0.05

17 ｲｷﾞｽ属 24.39 0.03

18 ﾖﾂｶﾞｻﾈ属 0.16

19 ｲｷﾞｽ科    +  

20 ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 0.11 11.18 27.36

21 ｲﾄｸﾞｻ属 0.16

22 藍藻 ﾕﾚﾓ属    +  

23 Lyngbya sp. 0.15

24 珪藻 Grammatophora sp.    +  

25 Licmophora sp.    +  

26 珪藻綱    +     +  

14 12 13

566.87 145.35 71.04

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

総湿重量

出現種類数

Ａ－２

   秋季調査（平成 19年 11 月 11 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   冬季調査（平成 20年２月３日） 

 

 

 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

No. 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱﾅｱｵｻ 33.60 5.71
2 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 155.20
3 ｱｵｻ属 0.96 0.04
4 ｱｵﾉﾘ属 0.45
5 ｼｵｸﾞｻ属 0.29 0.02 0.07
6 褐藻 ｼﾀﾞﾓｸ 66.81
7 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 175.62
8 紅藻 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 13.27 20.82
9 ﾌﾀﾞﾗｸ 151.48 185.01
10 ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 4.71 70.37
11 ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属 0.03
12 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  
13 ｲｷﾞｽ属 0.01    +  
14 ｲﾄｸﾞｻ属 0.06 0.06

4 7 12

156.90 203.15 524.54

注）＋は0.01g未満を示す。

Ａ－２

総湿重量
出現種類数

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱﾅｱｵｻ 47.64 5.64
2 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 12.51
3 ｱｵｻ属 0.22
4 ｱｵﾉﾘ属 0.07
5 ｼｵｸﾞｻ属 0.06 0.01
6 褐藻 ｼﾀﾞﾓｸ 9.35
7 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 1.37
8 紅藻 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属    +  
9 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 45.87 152.78
10 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 0.75 0.05
11 ﾌﾀﾞﾗｸ 79.09
12 ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属    +  
13 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  0.02
14 ｲｷﾞｽ属 0.04 0.01
15 ｲﾄｸﾞｻ属 0.05
16 藍藻 Lyngbya  sp. 0.57    +  

4 9 10

13.37 173.50 169.23

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

Ｃ－2

総湿重量
出現種類数

 (２)大阪沖処分場；Ａ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 28日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   夏季踏査（平成 19年８月 11日） 

 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 0.08

2 ｱｵｻ属 0.17 0.07
3 ｱｵﾉﾘ属 0.01
4 ｼｵｸﾞｻ属    +  0.04
5 褐藻 ｼﾀﾞﾓｸ 7.89
6 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 0.12 1.35
7 紅藻 ｻﾝｺﾞﾓ目 -  
8 ﾂﾉﾏﾀ属    +  
9 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ    +  
11 ﾌﾀﾞﾗｸ 0.04
10 ｲﾜﾉｶﾜ科 -  
12 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  0.03
13 ｲｷﾞｽ属 0.01
14 ｲﾄｸﾞｻ属    +  
15 藍藻 Phormidium  sp. 0.57
16 珪藻 Lyngbya sp. 0.06    +  

4 6 11

0.72 0.29 9.43

注）表中の「+」は0.01g未満を、「-」は計測不能を示す。

Ｃ－2

出現種類数
総湿重量

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱﾅｱｵｻ 13.94

2 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 221.94

3 ｱｵｻ属 0.54

4 ｱｵﾉﾘ属 0.06    +  0.40
5 ｼｵｸﾞｻ属 0.09    +  
6 褐藻 ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ 0.42

7 ｼﾀﾞﾓｸ 80.44

8 紅藻 ｱﾏﾉﾘ属 1.37

9 ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ 0.01

10 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 34.51 88.53

11 ﾂﾉﾏﾀ属 6.52

12 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 1.18

13 ﾌﾀﾞﾗｸ 24.24

14 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  1.33 0.98

15 ｹｲｷﾞｽ 0.03

16 ｲｷﾞｽ属 0.01 0.03    +  

17 ｲｿﾊｷﾞ 25.23

18 ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 12.92

19 ｲﾄｸﾞｻ属    +     +  

20 ﾋﾒｺｻﾞﾈﾓ 0.45

21 藍藻 Lyngbya  sp. 0.01

22 珪藻 珪藻綱 0.62

10 11 10

224.44 94.68 196.68

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

総湿重量

出現種類数

Ｃ－２

   秋季調査（平成 19年 11 月３日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   冬季調査（平成 20年２月２日） 

 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

No. 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 1.11

2 ｼｵｸﾞｻ属 0.01

3 ﾐﾙ 1.80
4 紅藻 ﾏｸｻ 0.02
5 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 1.63
6 ﾂﾙﾂﾙ 2.15 10.69
7 ｵｺﾞﾉﾘ 0.01
8 ﾂﾉﾏﾀ属 1.95
9 ﾌﾀﾞﾗｸ 2.19 69.64
10 ｶﾊﾞﾉﾘ 45.73
11 ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 259.68
12 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 21.10 0.41
13 ｷｮｳﾉﾋﾓ 0.55
14 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.01 0.33
15 ｲｷﾞｽ科    +  0.57
16 ｲﾄｸﾞｻ属 0.28 0.05 0.38
17 珪藻 Tabellaria  sp.    +     +  
18 Licmophora  sp.    +  
19 珪藻綱    +     +  

5 10 13

3.59 95.30 321.40

注）＋は0.01g未満を示す。

Ｄ－２

総湿重量
出現種類数

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵｻ属 0.16 0.04

2 ｱｵﾉﾘ属 0.05

3 ｼｵｸﾞｻ属 0.87

4 紅藻 ﾏｸｻ 0.06 0.15
5 ﾂﾉﾏﾀ属 123.71
6 ﾌﾀﾞﾗｸ 26.63
7 ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 0.48
8 ｶﾊﾞﾉﾘ 6.48
9 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.01    +  
10 ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  
11 ｲｷﾞｽ科 0.06 0.12
12 ｲﾄｸﾞｻ属    +  0.07 0.16
13 珪藻 Diatoma  sp.    +     +  
14 珪藻綱 0.88    +  

4 9 9

1.09 27.74 131.10

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

Ｄ－2

総湿重量
出現種類数

 (３)泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   夏季調査（平成 19年８月１日） 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵｻ属 0.47    +  
2 ｱｵﾉﾘ属 0.03    +  
3 ｼｵｸﾞｻ属 0.15    +     +  
4 紅藻 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属    +  
5 ｻﾝｺﾞﾓ目 -  
6 ｶﾊﾞﾉﾘ 0.78
7 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  
8 ｲｷﾞｽ科 0.03
9 ｲﾄｸﾞｻ属 0.03    +     +  
10 藍藻 Lyngbya  sp.
11 珪藻 Melosira  sp.    +  
12 Tabellaria  sp.    +  
13 珪藻綱    +     +  

6 6 7

0.68    +  0.81

注）表中の「+」は0.01g未満を、「-」は計測不能を示す。

Ｄ－２

出現種類数
総湿重量

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層
1 緑藻 ｱｵﾉﾘ属 0.02    +  
2 ｱｵｻ属 0.80    +     +  
3 ｼｵｸﾞｻ属    +  
4 ﾊﾈﾓ属    +  

5 褐藻 Hincksia sp. 0.39    +  

6 紅藻 ﾂﾉﾏﾀ属 0.34

7 ﾌﾀﾞﾗｸ 3.19 0.24

8 ｶﾊﾞﾉﾘ 27.16

9 ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 0.32

10 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 0.16 1.25 1.72

11 ｷｮｳﾉﾋﾓ 0.10 0.46

12 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.01

13 ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属 1.79

14 ｲｷﾞｽ科    +  0.08

15 ﾖﾂｶﾞｻﾈ属 0.17

16 ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 85.12 19.52

17 ｲﾄｸﾞｻ属 6.89

18 珪藻 Tabellaria  sp.    +     +  

19 Licmophora sp.    +     +  

20 Navicula sp.    +  

21 珪藻綱    +  

7 13 13

89.78 21.82 38.13

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

Ｄ－２

総湿重量

出現種類数

   秋季調査（平成 19年 11 月１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   冬季調査（平成 20年２月１日） 

 

 

 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 0.18

2 紅藻 ｲﾄｸﾞｻ属 0.04
3 藍藻 Lyngbya sp. 0.02
4 珪藻 Licmophora sp.    +  

2 2 0

0.20 0.04 0.00

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

総湿重量
出現種類数

Ｄ－３

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

No. 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ﾎﾞﾀﾝｱｵｻ 0.31

2 ｱｵｻ属 0.03

3 ﾐﾙ 0.59
4 褐藻 ﾜｶﾒ 12.76
5 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ    +  
6 ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属    +  
7 ｲｷﾞｽ科    +  
8 ｲﾄｸﾞｻ属    +  

2 3 3

0.31 13.35 0.03

注）＋は0.01g未満を示す。

Ｄ－３

総湿重量
出現種類数

 (４)泉大津沖処分場；Ｄ-３ 

   春季調査（平成 19年５月 30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   夏季調査（平成 19年８月１日） 

 

 



単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵｻ属 0.04 0.02
2 ｱｵﾉﾘ属 0.01
3 ｼｵｸﾞｻ属
4 紅藻 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属
5 ｻﾝｺﾞﾓ目 -  
6 ｶﾊﾞﾉﾘ
7 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +  
8 ｲｷﾞｽ科
9 ｲﾄｸﾞｻ属
10 藍藻 Lyngbya  sp. 0.13
11 珪藻 Melosira sp.
12 Tabellaria sp.
13 珪藻綱    +  

4 2 1

0.18 0.02    +  

注）表中の「+」は0.01g未満を、「-」は計測不能を示す。

Ｄ－３

出現種類数
総湿重量

単位：ｇ/0.25㎡

調査地点

№ 綱 種名 地点 上層 中層 下層
1 緑藻 ｱｵﾉﾘ属 4.32 0.01    +  
2 ｱｵｻ属 0.98
3 ｼｵｸﾞｻ属 0.06 0.03    +  
4 ﾐﾙ 0.02

5 ﾊﾈﾓ属    +  

6 紅藻 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 0.20

7 ｷﾇｲﾄｸﾞｻ属 0.04    +  

8 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 3.51 0.89    +  

9 ｼｮｳｼﾞｮｳｹﾉﾘ 1.54

10 ｲﾄｸﾞｻ属    +  

11 藍藻 ﾕﾚﾓ属 0.02 0.01

12 珪藻 Melosira  sp. 0.01    +  

13 Tabellaria  sp.    +     +  

14 Licmophora sp.    +  

15 珪藻綱    +     +  

10 9 7

10.68 0.96 0.00

注）表中の「+」は0.01g未満を示す。

総湿重量

出現種類数

Ｄ－３

   秋季調査（平成 19年 11 月１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   冬季調査（平成 20年２月１日） 

 

 



２．枠取り分析結果（動物） 

 

 (１)神戸沖処分場；Ａ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 27日）－１ 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点 Ａ－２
層 上層 中層 下層

№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.05
2 腔腸動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 0.05 2 0.06 4 0.03
3 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 12 0.46 104 4.04 24 0.49
4 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 1 0.28 1 +  
5 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 186 1.94 3 0.03
6 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 2 0.05
7 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 12 0.04 3 +  
8 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 14 0.68
9 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 66 1.42 68 0.34
10 Harmothoe sp. 1 0.01 5 0.01
11 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 1 0.03 15 0.83 1 +  
12 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalum  sp. 1 +  
13 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 1 0.01 3 0.04
14 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 36 2.22 4 0.02
15 Eulalia  sp. 1 +  5 0.02
16 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 +  
17 Nipponophyllum  sp. 2 +  
18 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 54 0.65 4 0.03
19 ｼﾘｽ ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 94 1.32 6 0.02 9 0.02
20 Typosyllis  sp. 20 0.27 13 0.14
21 Autolytus  sp. 2 0.02
22 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.14  
23 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 3 0.01
24 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 31 1.67 1 0.02
25 ﾋﾒｺﾞｶｲ 31 0.36 4 0.03
26 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 54 0.79
27 Nereis  sp. 1 0.01
28 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. 24 1.06 7 0.19
29 ｲｿﾒ Eunice  sp. 1 +  
30 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 1 0.20
31 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 59 0.66 83 0.25
32 Prionospio  sp. 8 0.04
33 Spionidae 1 0.02
34 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 396 1.39 8 0.03
35 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 10 0.32
36 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 19 1.44 6 0.14
37 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 4 0.15
38 ﾀﾏｼｷｺﾞｶｲ Abarenicla sp. 1 0.08
39 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 27 1.46
40 Nicolea  sp. 1 0.07
41 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 1 0.15
42 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 6,144 302.59 196 3.38
43 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. 1 0.02
44 苔虫 唇口 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ Callopora sp. -  0.04
45 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.03
46 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.01 -  0.23 -  0.02
47 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  +  
48 軟体動物 多板殻 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 1 +  
49 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 6 0.27
50 腹足 中腹足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 1 +  
51 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 4 0.05
52 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 9 58.36 6 0.07
53 ｲﾎﾞﾆｼ 11 36.15
54 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 2 0.03 16 2.00 171 3.72
55 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 1 0.01
56 異腹足 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ
57 ﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 1 0.03
58 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ﾖﾛｲｸﾁｷﾚ属 1 +  
59 ｳﾐｳｼ ﾄﾞｰﾘｽ ﾄﾞｰﾘｽ科 1 0.05
60 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 2 0.78
注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。



   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 27日）－２ 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点 Ａ－２
層 上層 中層 下層

№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 軟体動物 二枚貝 ｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.02
62 ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 24,751 649.60 604 3.46 1 0.02
63 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.01 3 0.25
64 ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 3 0.02
65 ﾀﾏｴｶﾞｲ 4 0.12 1 0.02
66 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉ属 28 5.84 1 0.49
67 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 41 4.25
68 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙ ｷｸｻﾞﾙ属 1 7.12
69 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 97 3.38
70 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 1 0.01
71 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 33 1.10 372 6.17
72 節足動物 甲殻 完胸 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 0.04
73 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.05 4 0.11 180 19.53
74 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 3 +  69 0.02 134 0.32
75 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 12 0.09
76 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 2 +  7 0.02
77 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 209 0.23 268 2.08 1 +  
78 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾁﾋﾞﾓｸｽﾞ 87 0.15 8 0.01
79 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 1 +  144 0.14 2,725 1.17
80 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 128 0.42 65 0.45
81 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.02
82 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 170 0.12 378 0.97 335 0.64
83 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 288 0.24 384 0.87
84 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 66 0.04 20 0.23
85 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 3 0.02 1,090 16.58 149 0.85
86 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 225 1.10
87 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 177 0.98 5,264 28.94 41 0.25
88 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.10
89 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 2 0.01 4 0.04
90 ｱｼﾅｶﾞﾓｴﾋﾞﾓﾄﾞｷ 5 0.02
91 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 2 0.04
92 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 25 0.16
93 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 37 0.38
94 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 8 0.75 8 0.16
95 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 2 0.09
96 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 3 0.01
97 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ科 ﾕｽﾘｶ科幼虫 100 0.03
98 棘皮動物 海星 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 6 0.92 32 40.19
99 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 1 1.23 1 39.57
100 海鼠 樹手 ｷﾝｺ ｲｼｺ属 3 0.28
101 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.09
102 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 12 17.18
103 壁性 ｽﾁｴﾗ ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.49

出現種類数 34 72 55
合計 26,054 757.19 15,612 408.59 5,314 128.66

注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。



   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   夏季調査（平成 19年８月４日）－１ 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.02
2 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  0.09 -  0.03
3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 53 1.01 7 0.05
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 277 4.84 1 0.01
5 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 1 +  
6 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 3 0.01 28 0.36 4 0.01
7 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 1 +  
8 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 1 +  8 0.02 2 +  
9 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidasthenia  sp. 2 0.09
10 ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ 17 3.52
11 Lepidonotus  sp. 30 2.19
12 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 183 2.20 10 0.04
13 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 20 3.16
14 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 2 0.02
15 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 2 +  92 2.59
16 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 2 0.03
17 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 68 0.64 32 0.17
18 ｼﾘｽ ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 1 +  12 0.06 8 0.03
19 Typosyllis  sp. 1 +  15 0.08 35 0.05
20 Autolytus  sp. 16 0.29 2 0.01
21 ｺﾞｶｲ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 2 0.01 1 0.01
22 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 2 0.17
23 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 8 0.05 1 0.02
24 ﾋﾒｺﾞｶｲ 178 1.68 18 0.09
25 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 128 2.92
26 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. 33 3.34
27 ｲｿﾒ Eunice  sp. 1 +  
28 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 4 0.70 2 0.06
29 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 2 +  52 0.39 22 0.10
30 Aonides  sp. 8 0.02
31 Prionospio  sp. 1 +  
32 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 107 0.09
33 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 2 0.01
34 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 116 7.10 26 0.52
35 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. 1 +  
36 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 11 1.58 3 0.26
37 Lanice  sp. 332 30.30 1 0.04
38 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 23 2.36
39 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 9 0.14 1,144 43.36 43 1.29
40 触手動物 苔虫 円口 ｸﾀﾞｺｹﾑｼ ｸﾀﾞｺｹﾑｼ科 -  0.01
41 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.16
42 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.01 -  0.76 -  0.02
43 ﾋﾗｺｹﾑｼ科 -  0.48 -  0.01
44 ｳｽｺｹﾑｼ ｳｽｺｹﾑｼ科 -  0.07
45 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.04 -  0.13 -  0.02
46 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.01
47 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 6 0.07
48 ﾊﾞﾊﾞｶﾞｾ 2 0.03
49 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 2 0.88 2 13.16
50 盤足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3 0.69
51 翼舌 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ 1 0.05
52 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 1 2.38 21 56.35 1 0.08
53 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 1,696 44.24 300 2.95
54 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｲﾄｶｹｷﾞﾘ属 1 +  
55 頭楯 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 1 0.01
56 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 1 58.43
57 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.59
58 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 195 1.02 12 0.13
59 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 71 0.12
60 ﾀﾏｴｶﾞｲ 2 0.02
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ａ－２

下層



   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   夏季調査（平成 19年８月４日）－２ 

 単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 軟体動物 二枚貝 ﾐﾉｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉ属 16 6.86
62 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 6 0.17
63 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻﾘ 1 0.02
64 ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 3 0.66 1 0.01
65 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 1 0.12 39 1.72
66 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 240 6.04 156 2.90
67 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 2 0.02
68 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 2 0.21
69 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 24 1.84 9 1.05
70 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 1 +  192 0.11 4 +  
71 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 2 +  
72 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 2 0.01
73 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 3 +  
74 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 682 3.54 2 0.01
75 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾁﾋﾞﾓｸｽﾞ 3 +  16 0.02 3 +  
76 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 8 0.02 37 0.02
77 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 201 0.39 170 0.86
78 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 8 0.05 9 0.01
79 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 129 0.17
80 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1 +  
81 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1,472 1.70 46 0.03
82 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 2 +  1,080 0.40
83 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 19 0.02 22 0.03
84 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 81 0.04
85 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 8 0.02 20 0.02
86 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 24 4.22
87 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 162 1.27
88 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 2 0.01
89 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 15 0.31 1 0.09
90 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.01
91 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 38 1.44 5 0.15
92 ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ 7 1.02
93 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 20 1.92 9 0.06
94 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 5 1.98 33 0.79
95 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 2 0.60
96 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 28 3.54 3 0.16
97 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 4 0.36
98 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 2 0.01 1 +  
99 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ科 ﾕｽﾘｶ科幼虫 684 0.12
100 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 4 0.24 18 6.98
101 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 3 59.36
102 海鼠 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ ｲｼｺ属 6 0.25
103 原索動物 尾索 腸性 ﾎﾟﾘｸﾘﾆ ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科 -  +  
104 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.17
105 ｷｵﾅ ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 1 0.08
106 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 1 0.04

出現種類数 29 80 56
合計 1,213 63.52 9,039 259.74 1,086 92.16

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。
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   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   秋季調査（平成 19年 11 月 11 日）－１ 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 石灰海綿 - - 石灰海綿綱 -  0.02
2 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.07
3 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  +  
4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 1 0.29
5 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 6 0.04 7 0.34
6 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 4 0.01 31 0.46 52 0.96
7 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 4 0.04
8 古紐虫 ﾂﾌﾞﾗﾇｽ ﾂﾌﾞﾗﾇｽ科 1 +  
9 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 7 0.03 5 0.08

10 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 1 0.01
11 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ 3 0.68
12 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 42 0.59 5 0.05
13 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 9 0.41
14 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 2 0.01 1 +  
15 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 5 0.10
16 Eulalia  sp. 1 0.02
17 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 0.01 1 +  
18 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 132 0.70 15 0.07
19 Hesione sp. 1 0.01
20 ｼﾘｽ ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 2 +  
21 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 1 +  27 0.29
22 Typosyllis  sp. 3 0.01 24 0.14 2 +  
23 Autolytus  sp. 6 0.05
24 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 2 0.04 1 0.01
25 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 3 0.01 4 0.10
26 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 38 0.24 5 0.08
27 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 4 0.01 4 0.15 1 0.03
28 ﾋﾒｺﾞｶｲ 21 0.14 33 0.07
29 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 26 0.16
30 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. 2 0.04
31 ｲｿﾒ Eunice  sp. 6 0.20 1 0.01
32 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 1 0.16
33 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 1 +  251 1.80 84 0.08
34 Aonides  sp. 1 +  
35 Prionospio  sp. 1 +  
36 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 392 0.28 24 0.02
37 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 6 0.32
38 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 94 8.44 12 0.11
39 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 1 +  1 +  
40 ﾌｻｺﾞｶｲ Polycirrus  sp. 4 0.24
41 Thelepus  sp. 35 2.82
42 Lanice  sp. 34 0.80
43 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 1 +  83 1.62 4 0.12
44 Branchiomma  sp. 30 1.28
45 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 6 0.02 476 7.88 4 0.12
46 Hydroides sp. 4 0.04
47 Spirobranchus  sp. 2 0.01 1 +  
48 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. 2 0.01
49 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.01 -  0.41 -  0.03
50 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.06
51 ﾋﾗｺｹﾑｼ科 -  0.04
52 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.03
53 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.04
54 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 4 0.03
55 腹足 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 8 0.01
56 ｶﾘﾊﾞｶｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3 0.38 2 0.08
57 異腹足 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ ｷﾘｵﾚ 1 +  
58 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ科 1 0.02 1 +  
59 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 1 4.73 6 8.19 11 34.56
60 ｲﾎﾞﾆｼ 2 4.23
61 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 133 9.81 86 1.66
62 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ属 3 0.04
63 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 17 1.88
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。
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   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   秋季調査（平成 19年 11 月 11 日）－２ 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
64 軟体動物 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.03 3 0.03
65 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1 0.01
66 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.04 2 0.03
67 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 92 0.45
68 ﾀﾏｴｶﾞｲ 1 0.01 12 0.18
69 ﾎﾄﾄｷﾞｽ 6 0.05
70 ｲｼﾏﾃ 1 0.06
71 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 10 2.31
72 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙ属 1 0.01
73 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 2 0.15 2 0.03
74 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 13 0.07 31 1.32 40 0.53
75 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 2 0.02 6 0.13
76 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 2 0.05
77 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.01 1,656 97.76
78 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 26 1.16 1 0.07
79 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 11 0.01 5 0.01 6 0.01
80 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 19 0.03
81 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 7 0.03
82 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 3 +  
83 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  
84 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 46 0.04
85 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 138 0.39
86 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 1 +  
87 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 3 +  
88 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 9 0.01 6 0.01
89 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 23 0.01 2 0.01
90 ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属 27 0.03
91 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 2 +  
92 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 4 +  
93 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  1 +  8 +  
94 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 1 +  
95 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 18 1.18
96 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 4 0.04
97 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 +  5 0.04
98 ﾔﾄﾞｶﾘ ｹﾌﾞｶﾋﾒﾖｺﾊﾞｻﾐ 2 3.49
99 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾔﾏﾄﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 2 0.33
100 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 9 0.66
101 ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ 15 0.34
102 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 29 2.07 2 0.01
103 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾁｮｳｶﾞﾆ 1 0.15
104 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.01 1 0.01
105 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 7 4.13
106 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 22 2.01 66 0.16
107 - 短尾下目ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 2 0.01 1 +  
108 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科幼虫 104 0.02
109 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｻｲﾛﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 0.14
110 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 5 1.68
111 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 2 37.70
112 ﾅﾏｺ 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ ｲｼｺ属 5 0.30
113 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ｳｽﾎﾞﾔ属 -  0.18
114 ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.05
115 ｷｵﾅ ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 1 0.30
116 ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 1 0.28
117 ｱｽｷｼﾞｱ ｻﾞﾗﾎﾞﾔ 18 3.37
118 ｽｼﾞｷﾚﾎﾞﾔ 1 1.28
119 壁性 ｽﾁｴﾗ ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.05

出現種類数 29 92 53
合計 481 14.56 2,200 72.70 2,270 177.02

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ａ－２

下層



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 石灰海綿 - - 石灰海綿綱 -   +  -  0.11
2 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.96
3 腔腸動物 花虫 - - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 8 0.14 22 0.97
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 8 0.05 1 0.01 37 1.24
5 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 17 0.65
6 古紐虫 ﾂﾌﾞﾗﾇｽ ﾂﾌﾞﾗﾇｽ科 1 0.12
7 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 23 0.21 16 0.95 3 0.02
8 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ属 2 +  
9 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 2 +  1 0.01

10 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼﾀﾃﾎｼﾑｼ ﾀﾃﾎｼﾑｼ ﾀﾃﾎｼﾑｼ属 1 +  
11 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ 1 0.74
12 Lepidonotus  sp. 16 0.84
13 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 17 0.67 21 0.23
14 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 27 5.04
15 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Anaitides  spp. 1 +  
16 ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 2 0.05 13 0.05
17 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 80 2.32
18 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 254 1.66 11 0.08
19 Hesione sp. 5 1.38
20 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 3 0.02
21 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 1 0.01
22 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 71 0.64 1 +  
23 Typosyllis  sp. 16 0.04 35 0.27 24 0.27
24 Autolytus  sp. 25 0.12 2 +  
25 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 5 0.16 2 0.02
26 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 7 0.03 1 +  
27 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 71 1.43 5 0.35
28 ﾋﾒｺﾞｶｲ 3 0.03 5 0.02
29 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 1 0.01 16 0.09
30 ｲｿﾒ Eunice  sp. 10 0.68
31 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 93 0.40 6 0.02
32 Prionospio  sp. 2 +  
33 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 3 0.01
34 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 54 7.76 13 0.29
35 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 8 0.02
36 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. 1 +  
37 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 23 2.65
38 Nicolea  sp. 114 3.98
39 Lanice  sp. 4 0.16
40 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 6 0.01 5,088 117.12 2 0.01
41 触手動物 苔虫 円口 ｸﾀﾞｺｹﾑｼ ｸﾀﾞｺｹﾑｼ科 -  0.05
42 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  7.93
43 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  3.57
44 ｳｽｺｹﾑｼ ｳｽｺｹﾑｼ科 -  0.06
45 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.06
46 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 +  
47 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 33 1.54 3 0.23
48 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 3 10.40
49 ﾘｭｳﾃﾝ ｻｻﾞｴ 1 0.01
50 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 5 0.02 264 0.53
51 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3 0.53
56 翼舌 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ科 2 0.04
52 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 14 14.40 5 0.07
53 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 234 16.22 597 15.52
54 ﾉﾐﾆﾅ 2 0.01
55 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 16 0.08
57 異旋 ｸﾙﾏｶﾞｲ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 1 0.01
58 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ﾖﾛｲｸﾁｷﾚ属 4 0.01
59 ｲﾄｶｹｸﾁｷﾚ属 3 0.01
60 頭楯 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 1 0.05
61 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 6 2.36
62 ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 2 0.21
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ａ－２

下層

   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   冬季調査（平成 20年２月３日）－１ 



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
63 軟体動物 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.12
64 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 4 0.01
65 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.03
66 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 44 0.28
67 ﾀﾏｴｶﾞｲ 1 0.02 1 +  
68 ﾐﾉｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉ属 1 0.01
69 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 2 0.34
70 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 1 +  
71 ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞ 1 0.06
72 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 7 0.02 11 0.53 4 0.05
73 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ
74 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｲｿｳﾐｸﾞﾓ ｸﾀﾞﾄｹﾞｲｿｳﾐｸﾞﾓ 1 +  
75 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.01 7 0.43 997 86.02
76 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 8 +  28 0.03 75 0.03
77 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 123 0.05
78 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 96 0.48
79 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 41 0.02
80 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 98 0.67
81 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 13 0.07 1 +  
82 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 13 0.01 10 +  
83 ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ ｿｺｴﾋﾞ属 13 0.02
84 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 7 0.01 2 0.01
85 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  
86 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 1 +  1 +  
87 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 9 0.02
88 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1 +  
89 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  
90 ﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ属 91 0.06
91 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 14 0.09
92 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 1 +  15 0.03 72 0.02
93 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 27 0.15 101 0.25
94 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 30 3.47
95 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 1 0.08
96 ﾔﾄﾞｶﾘ ｹﾌﾞｶﾋﾒﾖｺﾊﾞｻﾐ 1 0.29
97 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｹｱｼﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.52
98 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.02
99 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 1 0.06 68 11.08
100 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 2 0.73 2 0.88
101 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.03
102 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 43 24.54
103 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 17 1.16 30 0.13
104 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ科 ﾕｽﾘｶ科幼虫 1,267 0.24
105 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｻｲﾛﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 0.06
106 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 11 12.92
107 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 2 45.57
108 ﾅﾏｺ 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ ｲｼｺ属 1 0.69
109 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ｳｽﾎﾞﾔ属 -  0.60
110 ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.57
111 ｷｵﾅ ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 1 2.01
112 ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 6 0.76
113 - - - - 卵塊 -  0.26 -  0.12

出現種類数 30 86 41
合計 1,736 8.36 6,955 252.18 2,255 165.24

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。
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下層

   神戸沖処分場；Ａ－２ 

   冬季調査（平成 20年２月３日）－２ 

 

 

 



 (２)大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 28日）－１ 

 

 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点 Ｃ－２

層 上層 中層 下層
№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.05
2 腔腸動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 2 0.17 8 2.99
3 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 14 0.52 37 0.91 19 0.43
4 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 42 1.84 2 0.04
5 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 3 0.02 11 0.09
6 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ属 2 0.03
7 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidasthenia  sp. 1 0.04
8 ﾌｻｳｽｳﾛｺﾑｼ 3 0.25
9 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 14 0.12 33 0.16
10 Harmothoe sp. 10 0.03 6 0.08
11 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 3 0.07
12 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Anaitides  sp. 1 0.01
13 ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 2 0.14 1 0.01
14 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 3 0.11
15 Eulalia  sp. 3 0.05 4 0.06
16 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 17 0.26
17 ｼﾘｽ ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 1 0.01
18 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 62 1.41 1 +  1 +  
19 Typosyllis  sp. 15 0.05 39 0.17 3 0.03
20 Autolytus  sp. 3 0.02
21 ｼﾘｽ科 2 +  
22 ｺﾞｶｲ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.01 1 0.06
23 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 18 3.45 3 0.63
24 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 1 0.17
25 ﾋﾒｺﾞｶｲ 9 0.06
26 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 1 0.14 82 2.24 61 4.21
27 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. 5 0.15
28 ｲｿﾒ Eunice  sp. 6 0.52
29 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 5 0.96
30 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 2 0.01 20 0.10
31 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 1 +  
32 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 9 0.97
33 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 3 0.05
34 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 62 3.13
35 Nicolea  sp. 12 4.29
36 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 1 0.03
37 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 59 2.31 1,420 47.98
38 Spirobranchus  sp. 15 0.45
39 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ Dexiospira  sp. 1 +  
40 触手動物 苔虫 円口 ｸﾀﾞｺｹﾑｼ ｸﾀﾞｺｹﾑｼ科 -  0.07
41 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ科 -  0.56
42 ｳｽｺｹﾑｼ ｳｽｺｹﾑｼ科 -  0.08
43 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  2.12
44 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  1.41
45 軟体動物 多板殻 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 1 0.08 1 0.14
46 腹足 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞ ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ 12 0.03
47 ﾀﾏｷﾋﾞ 5 0.05
48 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 1 0.01
49 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 2 15.85
50 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 87 6.99 107 8.04
51 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 2 0.02
52 異腹足 ﾎｿｱﾗﾚｷﾘｵﾚ ﾎｿｱﾗﾚｷﾘｵﾚ科 1 0.02
53 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 2 3.07
54 ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 0.06
55 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 7 6.20
56 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 14,537 1,341.88 1,711 22.92 1 0.02
57 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.02 3 0.36
58 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 2 0.01
59 ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 19 0.14
60 ﾀﾏｴｶﾞｲ 1 +  3 0.04 1 0.01
注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。



   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 28日）－２ 

 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点 Ｃ－２

層 上層 中層 下層
№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 軟体動物 二枚貝 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉ属 2 0.77
62 ﾅﾐﾅｶﾞｼﾜ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ 3 4.91
63 ｼﾏﾅﾐﾏｶﾞｼﾜﾓﾄﾞｷ 1 3.29
64 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 167 397.59
65 ｲﾜｶﾞｷ 1 0.67 1 1.34
66 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 1 0.09
67 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 3 0.21
68 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科
69 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 10 0.02 151 4.24 4 0.07
70 節足動物 甲殻 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.01
71 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 58 4.39 1 0.38
72 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 3 +  12 0.03
73 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 1 +  85 0.13 7 0.01
74 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 27 0.10
75 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 2 +  1 +  
76 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 43 0.09 4 0.02 1 +  
77 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 3 0.03
78 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 65 0.04 9 0.01
79 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 672 0.40 79 0.18
80 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 1 0.01 16 0.30 1 0.03
81 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 3 +  
82 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 3 +  23 0.07 711 1.18
83 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 44 0.05 220 0.25
84 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 64 0.12 25 0.03
85 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 2 +  43 0.37 1,576 6.53
86 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 2 0.02 239 0.37 472 2.52
87 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.07
88 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 7 0.01
89 Heptacarpus sp. 5 0.01
90 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.25
91 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 3 0.03 3 0.11
92 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｼﾜｵｳｷﾞｶﾞﾆ 4 0.04
93 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 1 0.03 37 2.32
94 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 2 +  
95 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ科 ﾕｽﾘｶ科幼虫 357 1.07
96 棘皮動物 海星 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 15 12.47 3 0.13
97 海胆 ﾎﾝｳﾆ ｵｵﾊﾞﾌﾝｳﾆ ﾊﾞﾌﾝｳﾆ 1 0.06
98 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ｳｽﾎﾞﾔ属 -  0.13
99 ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.11 -  0.53
100 壁性 ｽﾁｴﾗ ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.67 2 0.81
101 - - - - 卵塊 -  0.06 -  0.02

出現種類数 33 53 68
合計 15,427 1,753.75 3,509 81.71 5,044 106.63

注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。



   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   夏季調査（平成 19年８月 11日）－１ 

 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.03 -  0.03
2 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  0.02 -  0.02
3 ｳﾐｼﾊﾞ ｳﾐｼﾊﾞ科 -  0.03
4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 4 0.11 34 0.94 4 0.03
5 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 27 0.22 19 0.11 4 0.04
6 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 22 0.26 1 +  
7 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 2 +  
8 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ属 1 +  
9 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ ﾌｻｳｽｳﾛｺﾑｼ 4 0.09
10 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 1 +  11 0.05 12 0.05
11 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 1 +  1 0.01
12 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 1 0.01
13 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 1 0.01 2 0.04
14 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 +  
15 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 6 0.03 9 0.10
16 ｼﾘｽ ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 2 0.01 1 +  
17 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 69 0.63 3 0.03 2 0.01
18 Typosyllis  sp. 53 0.09 88 0.31 4 0.01
19 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 3 0.02
20 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 3 0.01
21 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 6 0.57 2 0.14
22 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 121 2.55 1 +  
23 ﾋﾒｺﾞｶｲ 4 0.02 18 0.05 7 0.01
24 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 3 0.04 9 0.17 2 0.01
25 ｲｿﾒ Eunice  sp. 1 0.03
26 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 5 0.46
27 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 8 0.08 15 0.06
28 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 2 0.01
29 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 3 0.01
30 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 7 0.03 15 0.12 3 0.06
31 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 2 0.29
32 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 1 0.03
33 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 40 1.14 30 1.24
34 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ Dexiospira  sp. 28 0.01
35 触手動物 苔虫 円口 ｸﾀﾞｺｹﾑｼ ｸﾀﾞｺｹﾑｼ科 -  0.02
36 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.08
37 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  6.12
38 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ Callopora sp. -  0.05
39 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.18 -  +  
40 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 0.03
41 腹足 古腹足 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 1 0.06
42 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｴﾋﾞｽｶﾞｲ 1 0.28
43 ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 2 12.32
44 盤足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 4 1.82
45 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 1 2.26
46 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 53 2.50 231 2.52
47 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 2 0.02 1 +  
48 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ属 1 0.01
49 ﾖﾛｲｸﾁｷﾚ属 1 0.01
50 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 3 0.59
51 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 7,301 2,880.28 3 0.09
52 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 9 0.05
53 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 16 0.53
54 ﾀﾏｴｶﾞｲ 1 0.14
55 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 51 234.03
56 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 1 0.08
57 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 9 0.02
58 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 120 2.33 17 0.19
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

下層



   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   夏季調査（平成 19年８月 11日）－２ 

 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
59 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.09
60 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 4 +  24 0.03
61 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 11 0.03
62 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 170 0.11 20 0.01
63 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 12 0.01 4 0.01
64 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 1 0.01 30 0.07 1 +  
65 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 14 0.12
66 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 3 +  
67 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 162 0.10 141 0.05
68 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 3 0.04 17 0.19 11 0.02
69 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 81 0.08 49 0.04
70 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1 +  
71 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 11 0.02 27 0.03
72 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  
73 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 187 0.28 85 0.16
74 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 12 0.01 37 0.05
75 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 162 0.20
76 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 286 0.39
77 十脚 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 1 0.02
78 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 12 0.08
79 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 1 +  
80 ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 1 0.01
81 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 30 0.65 9 0.19
82 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 2 0.11
83 ｺｲﾁｮｳｶﾞﾆ 6 0.34
84 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 9 0.08 4 0.02
85 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 5 0.08
86 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  2 +  4 0.01
87 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 3 0.41 7 0.67
88 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 1 0.96
89 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.06
90 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 2 0.25
91 壁性 ﾎﾞﾄﾘﾙｽ ﾎﾞﾄﾘﾙｽ科 -  0.12
92 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔﾓﾄﾞｷ 6 0.58

出現種類数 29 62 50
合計 7,731 3,120.22 1,656 22.12 846 21.54

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

下層



   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   秋季調査（平成 19年 11 月３日）－１ 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 石灰海綿 - - 石灰海綿綱 -  0.22
2 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.04 -  0.05
3 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  +  -  +  
4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 1 0.04
5 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 3 0.01 12 0.09 13 0.12
6 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 7 0.06 12 0.02
7 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 11 0.03 3 0.01
8 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 1 +  
9 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 36 0.08 1 +  

10 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 1 0.01
11 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 1 +  9 0.08
12 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 1 0.02
13 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 2 0.02 1 0.04
14 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 2 0.05 1 0.01
15 Eulalia  sp. 1 +  
16 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 0.01 3 0.02 1 0.01
17 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 21 0.07 56 0.23
18 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 +  
19 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 4 0.01
20 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 10 0.04 1 0.02
21 Typosyllis  sp. 4 +  24 0.06 2 +  
22 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 12 0.05 4 0.07
23 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 6 0.01 1 0.01
24 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 43 0.77 13 0.13 7 0.16
25 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 1 0.01 6 0.04
26 ﾋﾒｺﾞｶｲ 19 0.03 20 0.07
27 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 6 0.01 3 0.02
28 ｲｿﾒ Eunice  sp. 3 0.25
29 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 12 0.01 38 0.14
30 Prionospio  sp. 1 +  
31 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 1 0.01
32 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 2 0.01 21 0.98
33 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 5 +  5 0.01
34 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 9 0.10 30 1.55
35 Nicolea  sp. 1 0.07
36 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 2 0.01 4 0.11
37 Branchiomma  sp. 1 0.02
38 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 385 4.56 76 2.72
39 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 8 0.16
40 ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ Dexiospira  sp. 5 +  
41 触手動物 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.36 -  +  
42 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.06
43 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.03 -  0.11
44 軟体動物 腹足 古腹足 ｽｶｼｶﾞｲ ｼﾛｽｿｶｹｶﾞｲ 1 0.01
45 盤足 ｶﾘﾊﾞｶｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 1 3.64 25 4.45
46 翼舌 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ科 3 0.04
47 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ｶｺﾞﾒｶﾞｲ 1 0.05
48 ﾚｲｼｶﾞｲ 18 0.44
49 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 145 3.52
50 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 9 1.42
51 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 2 0.02 1 0.02
52 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1 +  
53 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 1 0.01 1 0.21
54 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 4 0.19
55 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 5 0.07
56 ﾀﾏｴｶﾞｲ 9 0.10
57 ﾎﾄﾄｷﾞｽ 1 +  
58 ｶｷ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ 3 1.75
59 ｼﾏﾅﾐﾏｶﾞｼﾜﾓﾄﾞｷ 3 0.94
60 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 6 27.68
61 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙ属 2 0.17
62 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 2 0.05
63 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ﾁﾁﾞﾐｲﾜﾎﾘｶﾞｲ 3 0.07
64 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 5 0.06 41 0.53 11 0.18
65 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 6 0.06 24 0.34
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

下層



   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   秋季調査（平成 19年 11 月３日）－２ 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
66 節足動物 顎足 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 14 1.38
67 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 0.01 84 7.18
68 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 5 +  29 +  
69 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 11 0.03 3 0.01
70 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 34 0.01 3 +  
71 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 64 0.27
72 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 12 +  
73 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  
74 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 71 0.14 10 0.02
75 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 49 0.21 1 +  4 +  
76 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 85 0.04 27 0.01
77 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 45 0.21
78 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 20 0.02
79 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1 +  
80 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 4 +  
81 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 3 +  
82 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  12 0.01
83 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 49 0.02
84 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 6 0.01
85 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 4 0.08
86 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 43 0.37
87 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾔﾏﾄﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.06
88 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 2 0.03
89 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 1 +  
90 ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 1 0.02
91 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 8 0.19
92 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｺｲﾁｮｳｶﾞﾆ 4 0.09
93 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 4 0.03
94 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.01
95 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 32 0.39
96 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 8 0.02
97 - 短尾下目ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  
98 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科幼虫 58 0.10
99 棘皮動物 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ 1 16.78
100 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ｳｽﾎﾞﾔ属 -  0.30
101 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔﾓﾄﾞｷ 1 0.49
102 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 2 0.13

出現種類数 24 46 78
合計 406 32.93 838 10.72 910 45.16

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

下層



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  4.33
2 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  +  -  +  
3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 0.01 6 0.05 1 0.02
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 12 0.05 1 0.01
5 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 1 0.04
6 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 16 0.19
7 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ
8 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 2 +  5 0.02
9 環形動物 多毛 　 ｳﾛｺﾑｼ ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 3 0.14 9 0.18

10 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ亜科 3 0.11
11 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 1 0.08
12 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 1 0.04
13 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 6 0.21
14 Eulalia  sp. 1 0.01 2 +  
15 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 3 0.09
16 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 35 0.19 31 0.15
17 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 +  3 0.01
18 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 13 0.07 1 0.01
19 Typosyllis  sp. 8 0.02 22 0.12
20 Autolytus  sp. 3 +  
21 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 4 0.14 1 +  
22 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 10 0.05
23 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 57 1.86 5 0.07 6 0.30
24 ﾋﾒｺﾞｶｲ 55 0.17 8 0.03
25 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 33 0.09 8 0.05
26 ｲｿﾒ Eunice  sp. 1 0.13
27 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris  sp. 1 +  
28 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 27 0.03 18 0.05
29 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 2 +  
30 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 4 0.04
31 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 22 0.39 33 1.32
32 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 6 0.02 5 0.01
33 ﾌｻｺﾞｶｲ Polycirrus  sp. 1 0.02
34 Thelepus  sp. 5 0.10 71 2.79
35 Nicolea  sp. 2 0.14
36 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 2,177 41.30 108 4.04
37 触手動物 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  +  
38 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.45
39 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾔｽﾘﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 0.04
40 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 1 0.03 2 0.08
41 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 1 0.01
42 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 1 2.14 3 10.58
43 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 4 0.01
44 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 7 6.31 10 4.02
45 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 31 370.72
46 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 6 0.28 207 15.87 168 9.76
47 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 1
48 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｲﾄｶｹｸﾁｷﾚ属 1 +  
49 ﾐﾉｳﾐｳｼ - ﾐﾉｳﾐｳｼ目 1 0.03
50 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 6 4.96
51 ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 0.16
52 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 2 2.08 3 0.28
53 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 19,586 11.52 1 0.03
54 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 2 0.14
55 ﾀﾏｴｶﾞｲ 1 0.01 9 0.38
56 ｶｷ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ 1 1.29
57 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 9 81.07
58 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 2 0.06
59 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 2 0.01 15 0.38 2 0.04
60 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 2 0.09
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

下層

   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   冬季調査（平成 20年２月２日）－１ 

 



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 37 12.25
62 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 17 +  17 0.01
63 軟甲 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 11 0.03 2 +  
64 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 41 0.01 1 +  
65 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 21 0.07
66 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 1 +  1 +  
67 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 5 0.01
68 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  
69 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 37 0.12
70 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 20 0.13 5 +  
71 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 52 0.02 2 +  
72 ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ ｿｺｴﾋﾞ属 6 +  
73 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 43 0.14
74 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 2 +  
75 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1 +  
76 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  6 +  
77 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 20 0.05
78 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 1 +  
79 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  12 0.01
80 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 4 0.01
81 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.01 4 0.16
82 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 2 0.19
83 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 0.01
84 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 1 0.06 1 0.15
85 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.02
86 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 3 0.11 4 0.31
87 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 2 0.08
88 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ科 ﾕｽﾘｶ科幼虫 71 0.19
89 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｻｲﾛﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 +  
90 ﾋﾄﾃﾞ ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 4 51.28 2 14.05
91 原索動物 尾索 腸性 ｱｽｷｼﾞｱ ｽｼﾞｷﾚﾎﾞﾔ 1 0.05
92 - - - - 卵塊 -  0.02 -  0.35 -  0.02

出現種類数 26 51 58
合計 19,891 100.86 2,862 493.67 664 67.51

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

下層

   大阪沖処分場；Ｃ－２ 

   冬季調査（平成 20年２月２日）－２ 

 

 



 (３)泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 30日）－１ 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 腔腸動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 6 0.09
3 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 46 0.68 162 4.40 1 0.02
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 5 0.25 9 0.19 2 0.06
5 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科
6 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 31 0.27 1 +  
7 有針 針紐虫 ｴﾑﾌﾟﾚｸﾄﾈﾏ ﾎｿﾐﾄﾞﾘﾋﾓﾑｼ 15 0.17
8 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ属 1 +  
9 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 2 +  9 0.09 1 +  
10 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ
11 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 1 +  
12 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 6 0.02 31 0.12 53 0.14
13 Harmothoe sp.
14 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 1 0.05
15 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalum  sp.
16 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 2 0.01 1 +  
17 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 2 0.01
18 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 2 0.01 7 0.02 3 0.01
19 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ
20 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ
21 Trypanosyllis sp.
22 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 58 1.72
23 ﾐﾄﾞﾘｼﾘｽ 1 0.01
24 Typosyllis  sp. 37 0.13 22 0.17 2 0.01
25 Autolytus  sp. 2 0.03 15 0.13 2 0.01
26 ｺﾞｶｲ ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 12 1.47
27 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 3 0.04
28 ﾋﾒｺﾞｶｲ 1 +  18 0.19
29 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 41 2.22 128 3.02 8 0.07
30 ﾌﾂｳｺﾞｶｲ 2 0.32
31 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. 2 0.02 1 0.01
32 ｲｿﾒ Eunice  sp.
33 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 3 0.16
34 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 4 0.02 43 0.14
35 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 189 0.35
36 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ
37 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 4 0.10
38 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea  sp.
39 Lanice  sp.
40 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 6 0.10
41 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 34 0.61 1 0.01
42 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. 1 +  
43 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ
44 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ Callopora sp. -  +  
45 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科
46 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  +  
47 ｱﾐｺｹﾑｼ ｱﾐｺｹﾑｼ科 -  +  
48 軟体動物 多板殻 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属
49 腹足 原始腹足 ﾕｷﾉｶｻ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ
50 ﾆｼｷｳｽﾞ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 2 11.52
51 中腹足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ
52 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 1 1.47
53 ｲﾎﾞﾆｼ
54 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 1 +  24 0.25 1 0.17
55 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 1 +  
56 異腹足 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ 1 +  
57 ﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ
58 ﾌｼｴﾗｶﾞｲ ﾌｼｴﾗｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ 1 0.83
59 ｳﾐｳｼ ﾄﾞｰﾘｽ ﾄﾞｰﾘｽ科
60 基  眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ
注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２

下層



   泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   春季調査（平成 19年５月 30日）－２ 

 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層 上層 中層

№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 軟体動物 腹足 基  眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ
62 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 24,305 4,459.52 6,425 414.32 12 0.48
63 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ
64 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.02
65 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
66 ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ
67 ﾀﾏｴｶﾞｲ 2 0.02 11 0.59 1 0.01
68 ﾎﾄﾄｷﾞｽ 11 0.19 9 0.42
69 ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ
70 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳﾐｷﾞｸ ﾕｷﾐﾉ属
71 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ
72 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 21 1.38 169 8.62 5 0.08
73 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 165 4.68
74 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｲｿｳﾐｸﾞﾓ ｲｿｳﾐｸﾞﾐ科 1 0.01
75 甲殻 完胸 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ
76 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 0.19 15 1.53
77 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 308 0.04 54 0.05 17 0.03
78 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 3 +  31 0.03 4 0.01
79 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 1 +  
80 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 10 0.01
81 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 21 0.07 4 0.01 1 +  
82 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  23 0.05 5 0.02
83 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 191 0.55 3 +  
84 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 2 +  
85 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 29 0.12 2 0.01
86 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 8 +  
87 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 23 0.03 33 0.03
88 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 113 0.09 205 0.16
89 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  1 0.01
90 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 1 0.01 308 0.59 4 0.01
91 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属
92 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ
93 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 30 0.06
94 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ
95 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属
96 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ
97 ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ
98 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ ﾔﾜﾗｶﾞﾆ 14 0.14
99  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ
100 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 9 0.06 10 0.33
101 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ
102 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ
103 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 1 0.02 4 0.23
104 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 2 +  1 +  
105 棘皮動物 海星 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 20 23.10 9 4.50
106 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 3 30.49 4 42.92
107 海鼠 樹手 ｷﾝｺ ｲｼｺ属 1 2.67
108 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ
109 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ
110 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ
111 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.29 1 0.26
112 ｴﾎﾞﾔ
113 - - - - 卵塊 -  0.03

出現種類数 36 44
合計 25,158 4,469.62 8,150 495.20 438 66.18

注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２
下層

44



   泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   夏季調査（平成 19年８月１日）－１ 
単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  0.01 -  0.02
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 18 0.26
3 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 725 7.38 747 30.89 24 0.13
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 141 10.08 12 0.34 3 0.06
5 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 39 0.30 1 +  
6 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 1 +  9 0.01
7 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 1 0.04 5 0.01 16 0.05
8 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 1 +  
9 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 5 0.01
10 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 10 0.06 31 0.11 30 0.18
11 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 2 0.01
12 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 18 0.04 1 +  
13 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 65 0.61
14 Typosyllis  sp. 87 0.34 63 0.12 59 0.09
15 Autolytus  sp. 1 0.01 1 +  
16 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 3 0.01 1 0.01
17 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 17 2.31
18 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 108 2.78 8 0.03
19 ﾋﾒｺﾞｶｲ 1 +  
20 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 106 3.72 0 1.18 1 0.02
21 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 4 0.09
22 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 4 0.02 2 +  
23 Prionospio  sp. 1 +  
24 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 2 +  1 +  
25 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 9 0.03 1 0.01
26 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 2 +  
27 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 1 0.03
28 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 9 0.23
29 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 8,560 5.03
30 触手動物 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  +  -  0.25 -  0.01
31 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.03
32 ﾋﾗｺｹﾑｼ科 -  0.03
33 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.03
34 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 2 0.18
35 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｴﾋﾞｽｶﾞｲ 1 0.02
36 ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 5 31.62
37 盤足 ﾀﾏｷﾋﾞ Lacuna  sp. 1 0.01
38 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3 0.02 18 0.46
39 翼舌 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ 1 0.02
40 新腹足 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 404 4.69 186 2.55
41 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 4 0.03
42 異旋 ｸﾙﾏｶﾞｲ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 11 0.38
43 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ属 1 0.01
44 ｸｻｽﾞﾘｸﾁｷﾚ 2 0.01
45 側鰓 ｳﾐﾌｸﾛｳ ｳﾐﾌｸﾛｳ 1 0.21
46 裸鰓 ﾄﾞｰﾘｽ ﾄﾞｰﾘｽ科 4 0.18
47 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 20,743 7,361.28 16 0.55
48 ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 1 0.02
49 ﾀﾏｴｶﾞｲ 3 0.09
50 ﾎﾄﾄｷﾞｽ 10 0.25
51 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 8 0.36 7 0.16
52 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 24 0.42 28 1.12 9 0.09
53 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｲｿｳﾐｸﾞﾓ ｲｿｳﾐｸﾞﾓ科 2 0.02 1 +  
54 貝形虫 ﾐｵﾄﾞｺｰﾊﾟ - ﾐｵﾄﾞｺｰﾊﾟ目 1 0.01
55 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 2 0.11 1 0.05
56 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.01 127 27.01 41 6.62
57 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 40 0.02 37 0.02
58 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 14 0.01 5 +  
59 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 1 0.01
60 ｺﾂﾌﾞﾑｼ科 1 0.04
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２

下層



   泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   夏季調査（平成 19年８月１日）－２ 

 単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 節足動物 軟甲 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 7 +  
62 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.02
63 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 2 0.01 5 0.01
64 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 41 0.12
65 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 21 0.01
66 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 3 +  20 0.01
67 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 1 +  
68 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  
69 ﾜﾚｶﾗ ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  
70 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 32 0.02
71 十脚 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 2 0.02
72 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 12 0.09
73 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 2 0.08
74  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 7 0.21
75 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 32 0.79
76 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 6 0.27 3 0.19
77 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 5 0.14 2 0.07
78 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  1 +  
79 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 1 0.48 43 7.95
80 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 2 20.34
81 ﾅﾏｺ 楯手 ｼｶｸﾅﾏｺ ﾏﾅﾏｺ 1 2.74
82 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  2.73
83 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 7 0.92
84 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 2 0.11
85 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.01

種類数 30 52 45
合　計 22,193 7,390.84 10,235 77.64 564 74.53

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２

下層



   泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   秋季調査（平成 19年 11 月１日） 

 

 

(４)泉大津沖処分場；Ｄ－３（平成 19年 11 月１日） 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 腔腸動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 1 0.01
2 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 2 0.01 68 0.59 158 0.75
3 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 3 0.01 6 0.14 6 0.27
4 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 1 0.02
5 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 1 +  1 +  
6 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 8 0.23
7 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 1 +  2 0.06
8 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 1 +  5 0.08 4 0.14
9 Harmothoe sp. 2 0.07

10 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 3 0.01
11 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 2 0.01 202 0.91 235 0.72
12 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 3 0.01
13 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 1 +  
14 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 7 0.02
15 Typosyllis  sp. +  11 0.04
16 Autolytus  sp. 44 0.26 58 0.41
17 ｺﾞｶｲ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 2 0.01
18 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 19 0.19 2 0.03
19 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 18 0.05 14 0.32 1 0.09
20 ﾋﾒｺﾞｶｲ 17 0.10 12 0.08
21 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 19 0.15 4 0.05
22 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 56 0.03 116 0.14 543 0.68
23 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 9 0.18 9 0.08
24 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. 2 +  1 +  3 +  
25 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 1 0.06
26 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 9 0.01 5 0.04 58 0.91
27 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 5 0.01 15 0.13
28 触手動物 苔虫 唇口 ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.01
29 軟体動物 腹足 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾁｬﾂﾎﾞ 1 +  
30 翼舌 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ 2 0.02
31 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 4 0.04 3 0.09 1 0.02
32 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 6 0.23 31 0.98
33 異旋 ｸﾙﾏｶﾞｲ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 1 +  
34 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ属 3 0.01
35 頭楯 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 8 0.09 1 0.01
36 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 4 0.10
37 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 9 0.17 13 0.28
38 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.01
39 ﾀﾏｴｶﾞｲ 3 0.03
40 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 2 0.01
41 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 83 0.63 128 3.18 696 12.28
42 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 14 5.02 33 15.05
43 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 1.42
44 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 1 +  
45 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 6 0.03
46 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 53 0.15 2 +  
47 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 5 0.01 3 0.01
48 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 12 0.01
49 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 6 0.01 1 +  
50 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 3 0.01
51 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 0.02 2 0.02 32 0.42
52  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 2 0.14
53 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ｲｼｶﾞﾆ属 2 0.09
54 ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.02
55 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 5 0.01 5 0.01
56 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 18 0.13 5 0.02
57 - 短尾下目ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  2 +  
58 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾅｶﾞﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 +  
59 原索動物 尾索 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 2 15.82
60 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 2 0.05

出現種類数 22 39 40
合計 238 2.62 804 28.11 1,957 34.04

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２
下層



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.37
2 腔腸動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 297 2.16 9 0.06
3 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 11 0.79
4 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 2 0.01
5 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 3 0.07
6 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 2 0.01
7 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 11 0.03 27 0.29
8 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Anaitides  spp. 1 +  
9 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 3 0.02

10 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 157 0.36 49 0.13
11 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 6 0.02
12 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 1 +  
13 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 1 +  
14 Typosyllis  sp. 18 0.02 16 0.19 1 +  
15 Autolytus  sp. 6 0.02 1 +  
16 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.02
17 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 2 0.01 1 0.01
18 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 3 0.04 9 0.55 1 0.04
19 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 14 0.53 1 0.02
20 ﾋﾒｺﾞｶｲ 2 0.09 3 +  
21 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 8 0.01 42 0.41
22 ｲｿﾒ Eunice  sp. 1 0.03
23 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 1 0.02
24 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 4 +  241 0.20 56 0.09
25 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 1 +  
26 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 1 +  
27 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 7 0.08 7 0.05
28 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. 1 +  5 0.01
29 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 5 0.19 1 0.01
30 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 1 0.02 2 0.01
31 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 39 0.30 4 0.03
32 触手動物 苔虫 唇口 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.16
33 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.32
34 ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.03
35 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.03
36 軟体動物 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 1 3.46
37 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 2 0.01 3 0.01 9 0.02
38 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 1 0.16 5 0.30
39 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ｶｺﾞﾒｶﾞｲ 3 0.14
40 ﾚｲｼｶﾞｲ 8 0.37
41 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 47 2.32 50 4.06
42 ﾉﾐﾆﾅ 3 0.01
43 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 1 +  
44 異旋 ｸﾙﾏｶﾞｲ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 1 +  
45 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲｶﾞｲ ﾖﾛｲｸﾁｷﾚ属 4 0.02
46 ｲﾄｶｹｷﾞﾘ属 1 +  
47 頭楯 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 1 0.01
48 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 81 0.06 2 0.02
49 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 1 +  2 0.09
50 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 +  
51 ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 2 +  1 +  
52 ﾀﾏｴｶﾞｲ 3 0.01 11 0.13
53 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 1 +  2 0.03
54 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 27 0.19 5 0.32 224 4.24
55 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 1 0.01
56 節足動物 顎脚 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.07 14 12.62
57 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 1 +  21 0.01 79 0.05
58 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 1 0.01
59 ﾂﾉｵｳﾐｾﾐ 2 0.02 16 0.38 9 0.12
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２
下層

   泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   冬季調査（平成 20年２月１日）－１ 

 



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
60 節足動物 軟甲 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 1 +  123 0.03
61 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 140 0.33 4 0.04
62 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 28 0.14
63 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 9 0.01 5 0.06
64 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  
65 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 59 0.04 38 0.04
66 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 5 0.02 3 +  
67 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 18 0.02 5 0.01
68 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  3 0.01 2 0.01
69 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 1 +  
70 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 1 0.01 21 0.03 5 0.01
71 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 2 +  
72 十脚 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.69
73 ｶｲｶﾑﾘ ｶｲｶﾑﾘ科 1 0.11
74  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 3 0.13
75 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.01
76 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.16
77 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 32 0.31
78 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 26 0.22
79 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 3 34.64
80 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  1.39
81 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 11 1.55
82 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 1 0.46
83 - - - - 卵塊 -  0.01 -  0.81

出現種類数 25 55 49
合計 214 1.16 1,409 27.69 667 49.58

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２
下層

   泉大津沖処分場；Ｄ－２ 

   冬季調査（平成 20年２月１日）－２ 

 

 

 



 (４)泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   春季調査（平成 19年５月 30日）－１ 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点 Ｄ－３
層 上層 中層 下層

№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 腔腸動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  +  
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ
3 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 51 2.09 498 39.42 32 0.81
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 3 1.01 84 8.24 12 0.51
5 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 2 0.09
6 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 17 0.64 2 0.07 3 0.02
7 有針 針紐虫 ｴﾑﾌﾟﾚｸﾄﾈﾏ ﾎｿﾐﾄﾞﾘﾋﾓﾑｼ 68 4.24
8 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ属
9 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 5 0.08 19 0.23 2 0.01
10 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ 1 0.08
11 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 4 0.56 1 0.01
12 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 1 0.04 18 0.24 63 0.41
13 Harmothoe sp. 2 0.01
14 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 15 0.48 1 0.06
15 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalum  sp. 1 0.02
16 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 3 0.05 4 0.10 3 0.03
17 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 36 2.96 4 0.19
18 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 226 3.02 158 0.82
19 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 0.01
20 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 4 0.02
21 Trypanosyllis sp. 1 0.01
22 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 297 5.53
23 ﾐﾄﾞﾘｼﾘｽ 1 +  
24 Typosyllis  sp. 38 0.48 3 0.01
25 Autolytus  sp. 17 0.35 5 0.02
26 ｺﾞｶｲ ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 112 8.90
27 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ
28 ﾋﾒｺﾞｶｲ 4 0.04
29 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 26 0.84 436 25.92 90 3.79
30 ﾌﾂｳｺﾞｶｲ
31 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. 1 +  
32 ｲｿﾒ Eunice  sp. 30 5.42 10 0.87
33 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 9 1.76
34 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 19 0.14 62 0.35
35 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp.
36 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 6 0.08
37 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 54 5.47 13 0.95
38 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea  sp. 2 0.10 1 0.02
39 Lanice  sp. 16 0.86 6 0.31
40 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 28 1.94 37 5.89
41 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 7,936 335.36 497 25.72
42 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. 4 0.02 5 0.04
43 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  21.58
44 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ Callopora sp.
45 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.05 -  0.05
46 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.02 -  0.07
47 ｱﾐｺｹﾑｼ ｱﾐｺｹﾑｼ科 -  1.37
48 軟体動物 多板殻 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 9 2.99
49 腹足 原始腹足 ﾕｷﾉｶｻ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 7 0.11
50 ﾆｼｷｳｽﾞ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ
51 中腹足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 5 0.34 27 4.61
52 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 13 54.00 13 1.49
53 ｲﾎﾞﾆｼ 2 0.23
54 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 10 1.53 177 18.42
55 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 1 +  
56 異腹足 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ 2 0.09
57 ﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 17 1.18
58 ﾌｼｴﾗｶﾞｲ ﾌｼｴﾗｶﾞｲ ｳﾐﾌｸﾛｳ 1 3.42 1 0.81
59 ｳﾐｳｼ ﾄﾞｰﾘｽ ﾄﾞｰﾘｽ科 1 0.44
60 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 2 2.05
注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。



   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   春季調査（平成 19年５月 30日）－２ 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点 Ｄ－３
層 上層 中層 下層

№. 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 軟体動物 腹足 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 3 0.39
62 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 20,864 3,656.36 2,944 1,266.56 121 6.99
63 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 1 0.21
64 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 5 1.99 4 0.72
65 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 5 0.28
66 ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 1 +  
67 ﾀﾏｴｶﾞｲ 11 0.33 2 0.13
68 ﾎﾄﾄｷﾞｽ 1 0.04 2 0.02
69 ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ 1 0.02
70 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳﾐｷﾞｸ ﾕｷﾐﾉ属 2 0.33 2 0.48
71 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 12 116.73 3 5.43
72 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 20 0.32 232 34.72 2 0.30
73 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 80 1.92 201 6.45
74 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｲｿｳﾐｸﾞﾓ ｲｿｳﾐｸﾞﾐ科
75 甲殻 完胸 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 543 2.17
76 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 63 2.88 2 0.18
77 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 6 +  
78 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ
79 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 1 +  1 0.01
80 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 1 +  
81 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属
82 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 8 0.06 21 0.07
83 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 17 0.05
84 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属
85 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属
86 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属
87 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 2 +  300 0.41
88 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 10 0.02 373 0.40
89 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ
90 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 3 0.01
91 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.25
92 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 1 0.01
93 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 +  
94 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 29 0.37
95 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.01
96 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 4 0.12 11 0.17
97 ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ 3 0.05
98 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ ﾔﾜﾗｶﾞﾆ 2 +  
99  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 2 0.32 27 2.60
100 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 3 0.02 49 0.83
101 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 5 0.05
102 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 10 21.92
103 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 14 1.31 39 1.38
104 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生
105 棘皮動物 海星 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 4 1.02 9 1.23
106 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 1 1.20
107 海鼠 樹手 ｷﾝｺ ｲｼｺ属
108 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  2.24
109 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 8 7.60 3 11.24
110 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 2 0.35 3 87.45
111 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.29
112 ｴﾎﾞﾔ 3 18.99 1 39.63
113 - - - - 卵塊 -  1.27

出現種類数 27 57 70
合計 22,109 3,806.90 12,916 1,860.59 2,480 254.02

注）個体数の－は計数不能を、湿重量の＋は0.01ｇ未満を示す。



   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   夏季調査（平成 19年８月１日）－１ 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.04
2 腔腸動物 ヒドロ虫 花ｸﾗｹﾞ ｸﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ ｸﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ科 -  0.27
3 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  0.39 -  0.13
4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 27 0.64
5 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 97 1.52 980 37.04 25 0.49
6 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 163 2.00 30 11.20 6 0.16
7 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 7 0.12 1 +  
8 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 5 0.35 1 +  
9 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ属 6 0.08
10 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 243 2.56 2 +  1 0.01
11 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ 1 0.14
12 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 2 0.44
13 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 118 0.80 52 0.34
14 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 26 2.60 1 0.36
15 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 4 0.06
16 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 530 5.50 93 0.55
17 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 +  
18 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 3 0.02 1 +  
19 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 188 1.62
20 Typosyllis  sp. 3 0.02 3 0.01
21 Autolytus  sp. 16 0.86 7 0.07
22 ｺﾞｶｲ ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 70 8.48
23 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 11 0.18 2 +  
24 ﾋﾒｺﾞｶｲ 48 0.56
25 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 4 0.05 254 10.72 36 1.37
26 ｲｿﾒ Eunice  sp. 12 1.78 9 0.65
27 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 50 0.20 25 0.12
28 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 434 0.56
29 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 8 0.06 8 0.07
30 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 106 8.68 1 0.06
31 ﾌｻｺﾞｶｲ Lanice  sp. 28 8.10 14 2.47
32 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 10 0.66 17 1.03
33 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 3,714 157.54 278 12.69
34 触手動物 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  100.47
35 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ Callopora sp. -  0.02
36 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.06
37 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 7 2.05
38 腹足 古腹足 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 2 0.07
39 盤足 ﾀﾏｷﾋﾞ Lacuna  sp. 2 0.06
40 ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ 12 0.07
41 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3 0.89 23 0.39
42 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 1 0.15 64 81.36
43 ｲﾎﾞﾆｼ 1 0.28 6 3.24
44 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 59 1.88 472 15.86
45 異旋 ｸﾙﾏｶﾞｲ ｸﾘｲﾛﾅﾜﾒｸﾞﾙﾏ 3 0.17
46 側鰓 ｳﾐﾌｸﾛｳ ｳﾐﾌｸﾛｳ 44 17.76
47 裸鰓 ﾄﾞｰﾘｽ ﾄﾞｰﾘｽ科 15 0.13 3 0.08
48 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 2 0.84
49 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 13,291 5,298.77 2,850 5,825.47 24 4.72
50 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 1 0.37
51 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 2 0.11 7 2.83
52 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 7 0.04
53 ﾀﾏｴｶﾞｲ 2 0.05 8 0.51 5 0.07
54 ﾐﾉｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉ属 2 0.17
55 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 14 60.98
56 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 1 0.28
57 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 4 0.07 132 13.74 3 0.03
58 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 1 0.13
59 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 662 31.14 197 6.82
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３

下層



   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   夏季調査（平成 19年８月１日）－２ 

 単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点

層 上層 中層
№ 門 綱 目 科 種名　　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
60 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 24 1.18
61 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 70 9.19 3 0.42
62 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 2 +  
63 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 12 0.02
64 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 670 2.58 59 0.17
65 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 19 0.03
66 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 126 0.09
67 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 199 0.13
68 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 3 +  
69 十脚 ﾓｴﾋﾞ ｲｿﾓｴﾋﾞ 3 0.16
70 Eualus sp. 1 0.01
71 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 0.02
72 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 80 1.61
73 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 2 0.11 1 0.03
74  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 3 0.77 14 0.76
75 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 22 0.60 377 13.52
76 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 5 0.39
77 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 6 31.88
78 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 26 1.42 24 3.14
79 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 30 0.64 8 0.16
80 - ｶﾆ類ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 4 0.02
81 昆虫 双翅 ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科 49 0.21
82 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 5 2.29
83 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 4 6.01
84 海鼠 楯手 ｼｶｸﾅﾏｺ ﾏﾅﾏｺ 1 3.54
85 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ ｲｼｺ属 2 0.08 2 0.59
86 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  0.94
87 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 27 20.64 1 0.03
88 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 6 75.53
89 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 16 7.86 1 0.51
90 ｴﾎﾞﾔ 2 27.76
91 - - - - 卵塊 -  0.95

種類数 29 53 57
合　計 14,271 5,382.17 11,275 6,362.81 2,078 229.56

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３

下層



   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   秋季調査（平成 19年 11 月１日）－１ 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.02
2 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｼﾊﾞ ｳﾐｼﾊﾞ科 -  1.46 -  +  
3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 87 2.11
4 - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 8 0.05 123 3.50 336 15.20
5 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 94 0.86 14 0.49
6 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 1 +  
7 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 3 0.02 3 0.12 2 0.04
8 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 1 +  7 0.16
9 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 2 0.08 13 1.18

10 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 1 0.05
11 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 1 +  10 0.21 1 0.02
12 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 1 +  434 0.73 441 2.26
13 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 2 +  1 +  
14 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 3 0.01 4 0.01
15 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 30 0.07 1 +  
16 Typosyllis  sp. 3 +  1 +  
17 Autolytus  sp. 1 +  90 0.61 237 3.05
18 ｺﾞｶｲ ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 0.31
19 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 19 0.32 6 0.05 4 0.07
20 ﾋﾒｺﾞｶｲ 49 0.39 18 0.25
21 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 54 0.57 1 0.01
22 ｲｿﾒ Eunice  sp. 20 1.74
23 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 1 +  8 0.03 623 0.70
24 Prionospio  sp. 2 0.01
25 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 122 0.09
26 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 1 0.04
27 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 15 0.18 31 2.07
28 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus  sp. 3 0.16
29 Nicolea  sp. 2 0.07
30 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 2 0.03 95 0.98 176 3.68
31 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 3 0.02 102 2.22 283 13.36
32 Spirobranchus  sp. 8 0.12 20 0.24
33 触手動物 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.28
34 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.05
35 ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.02 -  0.01 -  0.03
36 腕足 頂殻 盤殻 Discinisca  sp. 1 0.02
37 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 3 0.95
38 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ ｳﾉｱｼｶﾞｲ 1 0.29
39 ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 2 1.04
40 盤足 ｶﾘﾊﾞｶｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 9 3.45 2 0.72
41 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 7 0.35 76 18.45 12 15.46
42 ｲﾎﾞﾆｼ 6 7.14 3 5.04
43 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 22 1.22 204 11.48
44 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 2 0.01 12 0.02
45 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 4 0.02 6 4.33
46 ﾀﾏｴｶﾞｲ 6 0.04 10 0.13
47 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙ属 1 0.14
48 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷﾅﾏﾂｶｾﾞ 1 +  
49 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 1 +  81 3.50 192 5.92
50 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 +  
51 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.05 25 0.49 28 1.28
52 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 1 +  
53 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 2 +  2 0.03 1 0.01
54 ｺﾂﾌﾞﾑｼ科 2 0.06 1 0.02
55 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 2 +  
56 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  682 1.53 83 0.27
57 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  
58 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 25 0.04 25 0.02
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３
下層



   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   秋季調査（平成 19年 11 月１日）－２ 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
59 節足動物 軟甲 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 3 0.03
60 ﾓｴﾋﾞ Eualus sp. 1 0.01
61 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 29 0.61
62 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 2 0.01 5 0.03
63  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 9 0.17 13 0.68
64 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 1 0.71
65 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 2 0.22
66 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 17 15.28 5 1.92
67 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 13 0.17 15 0.04
68 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 4 0.02
69 - 短尾下目ﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  
70 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科 1 +  
71 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｻｲﾛﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 0.02 1 0.02
72 原索動物 尾索 腸性 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 2 5.02
73 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 5 75.84
74 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.05

出現種類数 30 44 55
合計 227 12.84 2,207 61.78 2,902 170.16

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３
下層



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  1.98
2 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  0.02
3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 2 0.01 84 1.95 472 8.64
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 10 0.05 8 0.07 1 +  
5 紐形動物 無針 原始紐虫 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 2 0.13
6 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 2 0.01
7 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 1 +  
8 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 4 0.01 1 0.01
9 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus  sp. 7 0.06 1 0.02

10 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 9 0.14 9 0.09
11 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ亜科 1 0.03
12 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 1 0.07 2 0.30
13 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 22 0.38 4 0.16 9 0.34
14 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. 133 0.31 253 0.81
15 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 18 0.05
16 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 5 0.04 2 +  
17 Typosyllis  sp. 12 0.06 9 0.03
18 Autolytus  sp. 2 0.01 21 0.06 49 0.19
19 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.03
20 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 5 0.01
21 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 8 0.09 1 0.02
22 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 12 0.35 8 0.04 4 0.14
23 ﾋﾒｺﾞｶｲ 3 0.01 22 0.07
24 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 64 0.23 98 1.12 15 0.09
25 ｲｿﾒ Eunice  sp. 4 0.09 9 0.65
26 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp. 1 0.09
27 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora  sp. 17 0.02 14 0.03 159 0.41
28 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria  sp. 3 0.01
29 ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 1 +  
30 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 1 0.01 21 0.56
31 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella  sp. 1 0.01
32 ﾌｻｺﾞｶｲ Polycirrus  sp. 1 +  
33 Thelepus  sp. 2 0.15 2 0.20
34 Lanice  sp. 3 0.08
35 ｹﾔﾘ Sabella  sp. 3 0.01 13 0.13 85 1.11
36 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 6 0.02 156 1.74 192 3.68
37 Hydroides  sp. 1 +  
38 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. 5 0.01
39 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  19.74 -  0.27
40 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.45 -  5.61 -  0.04
41 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.02
42 腕足 頂殻 盤殻 Discinisca  sp. 1 0.02
43 軟体動物 腹足 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 1 +  
44 ﾐｼﾞﾝｳｷﾂﾎﾞ ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 1 0.02
45 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 3 2.28 1 0.29
52 翼舌 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ﾋﾒﾈｼﾞｶﾞｲ 3 0.03
53 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ科 1 +  
46 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ｶｺﾞﾒｶﾞｲ 1 +  
47 ﾚｲｼｶﾞｲ 25 2.84 15 12.88
48 ｲﾎﾞﾆｼ 3 2.97
49 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 27 1.36 117 4.61
50 ﾉﾐﾆﾅ 9 0.02
51 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 15 0.08 15 0.03
54 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ﾖﾛｲｸﾁｷﾚ属 2 +  
55 ﾐﾉｳﾐｳｼ - ﾐﾉｳﾐｳｼ目 3 0.27
56 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.01
57 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 648 1.28 4 0.02
58 ﾀﾏｴｶﾞｲ 3 0.05 1 +  
59 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 77 1.03 5 0.05
60 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 1 0.10
注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３
下層

   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   冬季調査（平成 20年２月１日）－１ 

 



単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡
調査地点
層 上層 中層

№ 門 綱 目 科 種名　　　　　項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
61 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｲｿｳﾐｸﾞﾓ ｸﾀﾞﾄｹﾞｲｿｳﾐｸﾞﾓ 1 +  
62 顎足 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 5 1.06 10 0.17 2 0.46
63 軟甲 等脚 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ﾂﾉｵｳﾐｾﾐ 5 0.11 5 0.09
64 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 17 0.01 26 +  
65 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  443 1.50 172 0.42
66 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 28 0.29
67 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 6 0.05
68 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 2 0.01
69 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 5 0.02 543 0.89 262 0.36
70 ﾄﾝｶﾞﾘﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 3 +  
71 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  4 0.01
72 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 59 0.14
73 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 1 +  
74 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 147 0.34 5 0.01
75 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 13 0.41
76 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 1 16 0.14
77 ｶｲｶﾑﾘ ｶｲｶﾑﾘ科 1 0.06
78  ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 3 0.45 12 1.04
79 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 7 5.11 6 0.38
80 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 34 0.36 90 2.38
81 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 4 0.04
82 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 1 +  
83 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ 1 0.02
84 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  2.76
85 ｷｵﾅ ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 1 0.02 7 1.37
86 ｱｽｷｼﾞｱ ｽｼﾞｷﾚﾎﾞﾔ 1 0.06
87 壁性 ｽﾁｴﾗ ｼﾛﾎﾞﾔ 1 1.63
88 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.68
89 - - - - 卵塊 -  0.04 -  0.12

出現種類数 29 57 58
合計 883 4.64 2,032 54.90 2,118 47.08

注） 個体数の「－」は計数不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３
下層

   泉大津沖処分場；Ｄ－３ 

   冬季調査（平成 20年２月１日）－２ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 集 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．神戸沖処分場 

（平成 19 年５月 27 日調査） 
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生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
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調査日：平成 19 年 5 月 27 日 
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生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

ススカケベニ 

 

生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 
 

調査日：平成 19 年 5 月 27 日 
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調査日：平成 19 年 5 月 27 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 27 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 27 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 27 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 
キヒトデ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

マナマコ 
 

調査日：平成 19 年 5 月 27 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 

  

  
 

調査日：平成 19 年 5 月 27 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．尼崎沖処分場 

（平成 19 年５月 24 日調査） 

 

 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
 

  

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

  

  

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 24 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．大阪沖処分場 

（平成 19 年５月 28 日調査） 

 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

  

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 
上層 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
メバル 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

調査日：平成 19 年 5 月 28 日 



 

 

 

 

 

Ｄ．泉大津沖処分場 

（平成 19 年５月 30 日調査） 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
ミル 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 
ユウレイボヤ属 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
シロボヤ 
ユウレイボヤ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
シロボヤ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 
キヒトデ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 
アイナメ 
 

 
 
 
 
 
 

 

  

  

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.＋0.5ｍ 
付近 
 

ベッコウガサ 
ヨメガカサ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

カラマツガイ 
イボニシ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 
フダラク 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 
ミル 

 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 
アオサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
フダラク 
ミル 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
フダラク 
カバノリ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

タオヤギソウ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

  

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 
ワカメ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
＋1.0～±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
±0.0～－1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－1.0～－2.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－2.0～－3.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－3.0～－4.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－4.0～－5.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－5.0～－5.5ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・下面 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・側面 
 
 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・下面 
 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・側面 
 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・内部 
 
 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
貫通孔 
 
メバル 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
貫通孔 
 

ワタリガニ科 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・内部 
 
マナマコ 
 
 

調査日：平成 19 年 5 月 30 日 



 

 

 

 

 

 

Ａ．神戸沖処分場 

（平成 19 年８月４日調査） 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

タマハハキモク 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 
アナハゼ 
 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 
マダコ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 
メバル 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 
ハゼ科 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

ハナギンチャク科 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 
アイナメ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 

スズメダイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 

ササノハベラ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

ハナギンチャク科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

モミジガイ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 
イボニシ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 

チギレイソギンチャク 

 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

タマハハキモク 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

ワタリガニ科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
カレイ科 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

キュウセン 
ササノハベラ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 

 
マダコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 

 
サザエ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 

 
アナハゼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
キヒトデ 
イトマキヒトデ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

レイシガイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マダコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
アナハゼ 

調査日：平成 19 年 8 月 4 日 



 

 

 

 

 

 

Ｂ．尼崎沖処分場 

（平成 19 年８月６日調査） 

 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

  

  

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

  

  

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 6 日 



 

 

 

 

 

 

Ｃ．大阪沖処分場 

（平成 19 年８月 11 日調査） 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 
メバル 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 

 

 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 
上層 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
メバル 

  

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 

キュウセン 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 

 

 

 

Ｄ．泉大津沖処分場 

（平成 19 年８月１日調査） 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±1.0ｍ 
付近 
 
キヒトデ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
シロボヤ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

  

  

  

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
ミル 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
サザエ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
クロダイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
カバノリ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

コシダカガンガラ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 
マダコ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 
ミル 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 

ムラサキイガイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

ワタリガニ科 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マダコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
メバル 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
カサゴ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
イシダイ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 
サンショウウニ 
キヒトデ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 

ススカケベニ 
キヒトデ 
イトマキヒトデ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

  

  

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
＋1.0～±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
±0.0～－1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－1.0～－2.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－2.0～－3.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－3.0～－4.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－4.0～－5.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－5.0～－5.5ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室（下面） 
 
シダモク 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室（下面） 
 
キヒトデ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
貫通孔 
 
メバル 
 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
貫通孔 
 
クジメ 
マナマコ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
貫通孔 
 
カレイ科 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 

エコ岸壁前部 
 
 
マダコ 
サンショウウニ 
マナマコ 
 
 

調査日：平成 19 年 8 月 1 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．神戸沖処分場 

（平成 19年 11 月 11 日調査） 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 

（調査点Ａ－２ －5.0m 写真撮り忘れ） 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

ヤドカリ科 
 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

イソギンポ科 
 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
メジナ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

タマハハキモク 
 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

キュウセン 
クロダイ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

ササノハベラ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
ボラ 
 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 
マアジ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

ハナギンチャク科 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

  

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.＋0.5ｍ 
付近 
 
イボニシ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－0.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
ミル 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
クロダイ 
ボラ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 
メバル 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 

サンショウウニ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

ハナギンチャク科 

  

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

イソギンチャク目 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

フサコケムシ科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

ワタリガニ科 

 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
カワハギ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

キュウセン 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

タマハハキモク 
サンショウウニ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 

 
ムラサキウニ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 

 
ボラ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

サンショウウニ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 
イトマキヒトデ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
マダコ 

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 
 

ハナギンチャク科 

  

調査日：平成 19 年 11 月 11 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．尼崎沖処分場 

（平成 19年 11 月２日調査） 

 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

  

  

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

  

  

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
クロダイ 

 

 

調査日：平成 19 年 11 月 2 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．大阪沖処分場 

（平成 19年 11 月３日調査） 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
メバル 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

ウミタナゴ 

 

 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 
上層 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
シダモク 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 
ボラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
アイゴ 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
ボラ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
クロダイ 
スズメダイ 
ボラ 

 

調査日：平成 19 年 11 月 3 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．泉大津沖処分場 

（平成 19年 11 月１日調査） 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

  

  

  

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
ミル 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

オオバツノマタ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
キチヌ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

 
 

 

  

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
ミル 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
シロボヤ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

  

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
＋1.0～±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
±0.0～－1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－1.0～－2.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－2.0～－3.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－3.0～－4.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－4.0～－5.0ｍ 
 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－5.0～－5.5ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・上面 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・側面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・下面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・上面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・側面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・下面 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マアジ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
クロダイ 
ウミタナゴ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
メバル 

調査日：平成 19 年 11 月 1 日 



 

 

 

 

 

Ａ．神戸沖処分場 

（平成 20 年２月３日調査） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 
カヤモノリ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 
フダラク 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 
タマハハキモク 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

タマハハキモク 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

サンショウウニ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

ススカケベニ 
 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

 
 

 

  

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

カヤモノリ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

コスジフシツナギ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

ツノマタ属 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
ミル 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
イギス科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 
サンショウウニ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－４ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 
 

ハナギンチャク科 

  
 
 
 
 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

アマノリ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 

セイヨウハバノリ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
フダラク 

フサコケムシ科 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

イソギンチャク目 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

ススカケベニ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 
付近 
 

サンショウウニ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－５ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 
付近 

 
マナマコ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

タテジマイソギンチャク 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 
付近 
 
キヒトデ 
イトマキヒトデ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

カンザシゴカイ科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 

サンショウウニ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 
マナマコ 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ａ－７ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
 
ダジア科 

  
 

  
 

調査日：平成 20 年 2 月 3 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．尼崎沖処分場 

（平成 20 年２月８日調査） 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

  

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

  

  

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－６ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｂ－７ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 8 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．大阪沖処分場 

（平成 20 年２月２日調査） 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
（平面部） 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

  
 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
フダラク 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 
シダモク 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｃ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

調査日：平成 20 年 2 月 2 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．泉大津沖処分場 

（平成 20 年２月１日調査） 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 
アオサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
シロボヤ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

フサコケムシ科 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 

ユウレイボヤ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－１ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 
付近 
 

イトグサ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 
付近 
 

ムカデノリ属 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 
付近 
 

ススカケベニ 
タオヤギソウ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－２ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－1.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－10.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－12.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－13.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－2.0ｍ 
付近 
 
ワカメ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－5.0ｍ 
付近 
 

イトマキヒトデ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
 

M.W.L.－7.0ｍ 
付近 
 

ススカケベニ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り前 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
上層 
 
枠取り後 
M.W.L.±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り前 
M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
中層 
 
枠取り後 
M.W.L.－2.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り前 
M.W.L.－4.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－３ 
下層 
 
枠取り後 
M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
＋1.0～±0.0ｍ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
±0.0～－1.0ｍ 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－1.0～－2.0ｍ 
 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－2.0～－3.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－3.0～－4.0ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－4.0～－5.0ｍ 
 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
エコ岸壁 
M.W.L. 
－5.0～－5.5ｍ 
 
 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・上面 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・側面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
上室・下面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・上面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・側面 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・下面 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 



 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 

M.W.L.－4.0ｍ 
付近 
 
シダモク 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室 
 
マナマコ 

 

 
生物調査 
 
 

調査点Ｄ－５ 
 
遊水室 
下室・貫通孔 
 
メバル 

調査日：平成 20 年 2 月 1 日 
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